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説
ミ屯よ為

日岡

第
三
節
公
務
の
内
部
構
造
と
キ
ャ
リ
ア

第
四
節
不
利
益
処
分
(
以
上
、
本
号
)

第
一
章
人
事
記
録
閲
覧
手
統
制
度
の
創
設
か
ら
防
御
権
の
法
理
へ
の
展
開

第
一
節
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
起
源

第
二
節
判
例
の
展
開

第
二
章
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
展
開

第
一
節
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
対
象
と
な
る
処
分

第
二
節
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
内
容

ま
と
め
に
か
え
て
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は
じ
め
に

フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
(
『
O
R
E
S
宮
σ忠
告
白
)

(
l
)
 

5
5
5
E
Z
S
E
b
o
g
-
q
)
手
続
を
経
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
手
続
は
、
わ
が
国
の
行
政
手
続
法
(
以
下
、
「
行
手
法
」
)
一

八
条
の
よ
う
な
狭
い
意
味
で
の
文
書
閲
覧
に
加
え
、
告
知
弁
明
手
続
を
も
伴
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
ね
ら
い
は
、
こ
の
制
度
の
起
源
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
検
討
し
、
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
法
で
は
い
か
な
る
処
分
に
い
か
な
る
事
前
手
続
が
な
ぜ
要
求
さ
れ
る
の
か
を
解
明

す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
、
わ
が
国
に
お
け
る
公
務
員
不
利
益
処
分
手
続
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
筆
者
の
問
題
関
心
を
明
ら
か
に
し
(
こ
、

人
事
記
録
閲
覧
手
続
研
究
の
意
義
を
、
公
務
員
法
と
い
う
行
政
法
各
論
か
ら
の
視
点
と
(
二
)
、
行
政
手
続
一
般
原
理
と
い
う
行
政
法
総
論

で
は
、
二

O
世
紀
初
頭
以
来
、
様
々
な
不
利
益
処
分
の
前
に
人
事
記
録
閲
覧

(
8
5・



フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

か
ら
の
脈
絡
か
ら
さ
一
)
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
後
、
最
後
に
本
稿
の
構
成
を
簡
単
に
示
し
て
お
く
(
四
)
。

一
猟
官
制
(
ス
ポ
イ
ル
ズ
シ
ス
テ
ム
)
を
排
し
成
績
制
(
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
)
を
採
用
す
る
近
代
公
務
員
制
度
に
お
い
て
は
、
公
務
員

を
政
治
的
・
情
実
的
人
事
行
政
か
ら
守
る
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
|
|
全
公
務
員
に
つ
い
て
で
は
な
い
に
し
て
も
|
|
不
可
欠
と

な
る
。
わ
が
国
で
は
、
法
定
事
由
に
よ
ら
ね
ば
職
員
が
そ
の
意
に
反
し
て
不
利
益
な
処
分
を
受
け
な
い
と
い
う
制
度
で
公
務
員
の
身
分
保
障

が
図
ら
れ
て
お
り
(
国
家
公
務
員
法
(
以
下
、
「
国
公
法
」
)
七
四
条
、
地
方
公
務
員
法
(
以
下
、
「
地
公
法
」
)
二
七
条
二
項
)
、
人
事
院
や

(
2
)
 

人
事
・
公
平
委
員
会
、
裁
判
所
に
よ
る
事
後
救
済
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
を
担
保
す
る
制
度
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
処
分
事
由
が
限
定
列
挙
さ
れ

て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
文
言
は
抽
象
的
で
処
分
権
者
の
裁
量
の
余
地
は
広
い
。
そ
の
こ
と
と
司
法
審
査
の
範
囲
と
は
別
個
に
論
じ
ら

れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
事
後
救
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
権
利
利
益
の
実
質
的
保
護
に
限
界
の
あ
る
こ
と
は
、
公
務
員
法
に
限
ら
ず
広
く
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
行
政
法
全
般
に
わ
た
り
、
実
体
的
規
律
と
事
後
救
済
手
続
に
加
え
、
事
前
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
で
裁
量
統
制
や
権
利
救
済

の
実
を
上
げ
る
べ
き
こ
と
が
、
多
く
の
学
説
に
よ
り
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
公
務
員
の
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
も
、
免
職

(

3

)

(

4

)

(

5

)

(

6

)

 

処
分
の
重
大
性
や
、
憲
法
の
規
定
、
あ
る
い
は
、
事
後
救
済
手
続
の
不
十
分
さ
を
根
拠
に
事
前
手
続
の
整
備
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
行
実
定
公
務
員
法
は
、
大
学
教
員
等
に
つ
い
て
の
制
度
(
教
育
公
務
員
特
例
法
六
条
一
項
、
九
条
一
項
)
を
除
い
て
は
、
理

(
7
)
 

由
を
付
し
た
処
分
説
明
書
の
交
付
を
義
務
と
す
る
の
み
で
(
国
公
法
八
九
条
一
項
、
地
公
法
四
九
条
一
項
)
、
告
知
聴
開
等
の
事
前
手
続
を

(
8
)
(
9
)
 

定
め
て
い
な
い
。
人
事
院
規
則
や
条
例
で
こ
れ
ら
の
手
続
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
が
(
地
公
法
二
九
条
二
項
)
、
前
者
は
書
面
に
よ
る
こ
と

(
叩
)

を
定
め
る
に
す
ぎ
ず
(
人
事
院
規
則
一
二
1
0
〈
職
員
の
懲
戒
〉
五
条
)
、
多
く
の
条
例
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
一
九
九
三
年
制
定
の
行
手
法
も
、
「
公
務
員
(
中
略
)
ま
た
は
公
務
員
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
そ
の
職
務
ま
た
は
身
分
に
関
し
て
さ

れ
る
処
分
及
び
行
政
指
導
」
を
適
用
除
外
と
す
る
(
一
一
一
条
一
項
九
号
)
。
そ
の
理
由
は
行
政
庁
と
の
聞
で
特
別
な
規
律
の
関
係
に
あ
る
こ
と

(

日

)

(

ロ

)

(

日

)

に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
説
に
よ
る
批
判
は
強
い
。

北法54(1・3)3



説

(

比

)

(

日

)

他
方
、
判
例
に
も
事
前
手
続
不
要
と
す
る
例
は
多
い
が
、
告
知
聴
聞
を
義
務
と
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、
条
理
や
地
公

(

凶

)

(

げ

)

(

同

)

法
二
七
条
一
項
の
趣
旨
、
免
職
処
分
が
重
大
な
不
利
益
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
憲
法
三
一
条
な
ど
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
、
告
知
聴
聞
を
経
ず
と
も
処
分
内
容
に
影
響
の
な
い
限
り
適
法
と
い
う
枠
組
で
、
事
前
手
続
そ
の
も
の
を
重
視
し
て
い
る
と
は
言

(ω) 

い
難
い
。
同
様
の
発
想
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
手
続
内
容
は
懲
戒
権
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
つ
つ
、
告
知
・
聴
聞
を
経
る
こ
と
に
よ
っ

て
処
分
の
基
礎
と
な
る
事
実
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
経
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
処
分
が
手
続
上
違
法

(
初
)

と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

自命

以
上
の
よ
う
に
、
今
日
の
わ
が
国
は
、
法
令
上
も
判
例
上
も
、
公
務
員
不
利
益
処
分
の
事
前
手
続
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い

(
幻
)

状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
人
事
行
政
が
あ
ら
ゆ
る
行
政
の
基
盤
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
公
務
員
法
に
お
け
る
諸
々
の
決
定
手
続
の

整
備
は
、
行
政
の
透
明
性
を
確
保
(
行
手
法
一
条
)
す
る
た
め
の
基
礎
的
条
件
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
行
手
法
は
公
務
員

(
辺
)

関
係
を
適
用
除
外
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
で
公
務
員
法
に
お
け
る
手
続
整
備
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
同
法

に
お
け
る
適
用
除
外
の
理
由
|
|
特
別
な
規
律
の
関
係
に
あ
る
公
務
員
関
係
に
は
一
般
行
政
手
続
法
に
よ
る
統
一
的
規
律
は
な
じ
ま
な
い

ー
ー
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
、
特
別
の
規
律
に
適
合
し
た
特
別
な
手
続
の
整
備
を
、
国
公
法
・
池
公
法
、
あ
る
い
は
、
人
事
院
規
則

(
お
)

や
条
例
に
委
ね
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
行
政
主
体
と
公
務
員
の
法
関
係
は
、
そ
れ
が
特
別
権
力
関
係
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
た

(μ) 

今
日
で
も
、
な
お
他
の
行
政
法
関
係
に
比
べ
て
異
質
な
面
、
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
別
途
詳
論
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
公
務
員
関
係
の
特
質
に
即
し
た
事
前
手
続
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
こ
の
点
の
検
討
が
学
説
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ

ろ、っ。

(
お
)

他
方
、
一
九
九
二
年
の
成
田
新
法
最
高
裁
判
決
(
最
大
判
平
成
四
年
七
月
一
日
民
集
四
六
巻
五
号
四
三
七
頁
)
は
、
憲
法
コ
二
条
が
行
政

手
続
に
も
及
ぶ
可
能
性
を
認
め
つ
つ
、
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
、
い
か
な
る
処
分
に
い
か
な
る
手
続
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
し
て

北法54(1・4)4



一
九
九
四
年
制
定
の
行
手
法
が
二
疋
の
解

い
な
い
。
こ
の
点
の
解
明
は
そ
の
後
の
立
法
や
判
例
学
説
の
展
開
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、

決
を
施
し
た
が
、
同
法
の
適
用
除
外
領
域
に
お
い
て
は
、
な
お
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
の
行
政
手
続
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

(
お
)

な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
公
務
員
法
に
お
け
る
事
前
手
続
の
検
討
に
は
、
成
田
新
法
最
高
裁
判
決
が
残
し
た
課
題
に
取
り
組
む
と
い
う
意
義

(
幻
)

も
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
公
務
員
不
利
益
処
分
手
続
の
あ
り
方
に
つ
き
、
比
較
法
的
な
知
見
を
得
る
こ
と
に
は
十
分
な
意
義
が
認
め
ら

ト品、つ。さ
ら
に
、
わ
が
国
実
定
公
務
員
法
の
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
公
務
員
制
度
の
運
用
実
態
に
鑑
み
た
場
合
、

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、
必
ず
し
も
手
厚
い
保
護
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
も
、
不
利
益
処
分
手
続
の
検
討
を
迫
る
要
因
に
な
る
。

(
お
)

既
に
別
稿
で
論
じ
た
と
こ
ろ
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
わ
が
国
の
実
定
公
務
員
法
は
、
ア
メ
リ
カ
流
の
ノ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と

(m)(ω) 

し
て
い
る
が
、
公
務
員
行
政
の
実
態
は
西
欧
風
の
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
|
|
継
続
的
内
部
昇
進
を
前
提
と
す
る
シ
ス
テ
ム
ー
ー
で
あ
り
、

こ
の
点
に
制
度
と
実
態
の
著
し
い
議
離
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
希
離
は
、
身
分
保
障
制
度
の
あ
り
方
に
深
刻
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、

一
般
に
、
長
期
(
終
身
)
雇
用
を
前
提
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
を
前
提
と
し
な
い
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ

ム
に
比
べ
、
よ
り
手
厚
い
身
分
保
障
を
要
請
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
は
、
現
行
法
の
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
は
相
対
的
に
機
能
が
弱
く
、
キ
ヤ

(
幻
)

リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
の
実
態
に
不
相
応
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
二

O
O
一
年
一
一
一
月
二
五
日
閣
議
決
定
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」
の
よ
う
に
、

、

(
m
w
)

、

キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
つ
つ
能
力
主
義
を
徹
底
さ
せ
る
と
し
う
の
で
あ
れ
は
現
行
法
の
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
に
何
ら
か
の
制
度

的
工
夫
を
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
べ
き
で
あ
り
、
不
利
益
処
分
事
前
手
続
の
充
実
は
、

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
検
討
に
値
し
よ
う
。

北法54(1-5)5

筆
者
の
問
題
関
心
は
、
公
務
員
法
に
お
い
て
、

い
か
な
る
処
分
に
い
か
な
る
手
続
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
を

l
l
憲
法
上
の
要
請
と
し



説

て
、
立
法
論
と
し
て
、
と
り
わ
け
身
分
保
障
の
観
点
か
ら
|
|
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
問
題
関
心
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
恰
好
の
素

材
を
提
供
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
公
務
員
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
で
わ
が
国
と
共
通
し
、
か
っ
、
伝
統

(

お

)

(

拘

)

的
に
実
体
法
重
視
で
行
政
手
続
は
な
お
発
展
途
上
段
階
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
公
務
員
法
で
は
事
前
手
続
が
き
わ
め
て
充
実
し
て
お
り
、
わ

が
国
の
一
般
職
職
員
に
あ
た
る
官
吏

(
P
R
5
5百
四
)
(
序
章
第
二
節
参
照
)
の
身
分
保
障
は
、
主
と
し
て
不
利
益
処
分
手
続
で
図
ら
れ
て

(
お
)

い
る
か
ら
で
あ
る
。

北法540・6)6
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そ
の
具
体
的
内
容
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
と
懲
戒
審
議
会

(
S
E
m
-
-
号

&
5
1
5
m
)
手
続
が
二
つ
の
柱
で
、
①
処
分
予
定
の
告
知
、

②
人
事
記
録
等
の
閲
覧
、
③
意
見
表
明
(
以
上
が
人
事
記
録
閲
覧
手
続
)
、
④
懲
戒
審
議
会
へ
の
付
託
、
⑤
同
審
議
会
に
よ
る
聴
聞
|
|
弁

(
お
)

護
人
の
援
助
、
証
人
喚
問
等
も
認
め
ら
れ
る
|
|
、
@
処
分
内
容
に
つ
い
て
の
答
申
(
三
国
)
(
以
上
が
懲
戒
審
議
会
手
続
)
、
⑦
最
終
的
な

(

幻

)

(

お

)

処
分
決
定
、
と
い
う
順
序
で
進
行
す
る
。
す
で
に
わ
が
国
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
両
手
続
は
訴
訟
手
続
に
範
を
得
た
対
審
的

(
ぬ
)

な

(ngg全
nS5)
手
続
で
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
人
事
上
の
恐
意
防
止
に
資
す
る
も
の
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
対
審
手
続
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
自
己
に
向
け
ら
れ
た
攻
撃
に
対
し
防
御
す
る
権
利
を
保
障
す

る
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
「
対
審
手
続
」
と
称
す
る
。
両
当
事
者
が
相
手
方
の
申
立
に
つ
き
釈
明
す
る
よ
う
促
さ
れ
る
制
度
で
あ
れ
ば
「
対
審

(

ω

)

(

引

)

(

必

)

的
」
で
、
理
由
附
記
制
度
や
、
勤
務
評
定
(
ロ
虫
色
。
ロ
)
に
公
務
員
の
反
対
意
見
が
記
載
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
も
、
「
対
審
的
」
と
さ
れ
る
。
ゎ

(
必
)

が
固
に
は
、
人
事
記
録
閲
覧
の
趣
旨
は
対
審
手
続
の
保
障
で
は
な
い
と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
対
審
手
続
」
の
意
味

を
右
の
よ
う
に
解
す
る
か
ぎ
り
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
も
「
対
審
」
的
な
の
で
あ
る
。

(
H
H
)
 

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
手
続
は
対
審
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
手
続
の
「
対
審
」
性
は
裁
判
に

(
河
川
)

お
け
る
最
低
限
の
保
障
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
対
審
」
手
続
の
導
入
を
も
っ
て
、
公
務
員
懲
戒
制
度
が
「
裁
判
手
続
化

cgengロ
EZ'

(
必
)

S
5ロ
)
」
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
公
務
員
懲
戒
制
度
の
究
極
の
裁
判
手
続
化
は
、
真
の
裁
判
機
構
に
懲
戒
権
が
属
す
る
制
度
で
あ
る
。
ド



(
灯
)

(
連
邦
懲
戒
裁
判
所
(
∞

sao益
田
N

宣
言
旬
開

2
n
E
)、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
学
の
教
員

イ
ツ
官
吏
法
に
お
け
る
懲
戒
裁
判
所
制
度
が
そ
の
例
で

や
司
法
裁
判
所
司
法
官

(BaEEso--。
E
B』
E
E
a
B
)
、
州
会
計
院

(nzsσ
お
『
者
。

E
n
a町田
8
5勺
門
町
田
)
の
構
成
員
に
つ
い
て
存
在
す

(
川
町
)

る
(
序
章
第
一
節
一
参
照
)
。

(ω) 

と
こ
ろ
で
、
人
事
記
録
閲
覧
が
ご
く
簡
便
な
手
続
で
あ
る
の
に
比
べ
、
懲
戒
審
議
会
に
よ
る
聴
聞
・
答
申
は
内
容
の
濃
い
手
続
で
あ
る
。

同
審
議
会
が
労
使
同
数
構
成
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
行
政
過
程
へ
の
参
加
と
い
う
、
よ
り
現
代
的
な
要
請
に
応
え
る
も
の
と
い
う
こ
と

(
序
章
第
四
節
コ
一
②
参

も
で
き
る
。
た
だ
、
適
用
さ
れ
る
処
分
に
つ
い
て
も
人
的
対
象
に
つ
い
て
も
、
人
事
記
録
閲
覧
に
比
べ
射
程
が
狭
い

照
)
。
ま
た
、
明
文
の
規
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
を
免
除
・
制
限
で
き
る

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

デ
ク
レ
等
の
行
政
立
法
に
よ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
公
務
員
法
の
一
般
原
理
と
し
て
義
務
づ

け
ら
れ
る
最
も
基
本
的
で
最
低
限
必
要
不
可
欠
の
手
続
な
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
本
稿
で
こ
の
手
続
を
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
。

次
に
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
研
究
に
お
い
て
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
テ
タ
判
例
が
重
要
な
素
材
と
な
る
が
、
以
下
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て

の
は
法
律
の
明
文
規
定
の
み
で
、

お
く
。

(
閃
)

人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
起
源
は
、
政
治
的
人
事
を
排
斥
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
一
九
O
五
年
四
月
一
一
一
一
日
の
財
政
法
律
第
六
五
条
で
あ

る

(
以
下
、
「
一
九
O
五
年
法
六
五
条
」
)
。
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

(
日
)

「
あ
ら
ゆ
る
文
武
官
吏
、
あ
ら
ゆ
る
公
官
庁
の
あ
ら
ゆ
る
雇
員
(
刊
ヨ
1
0
1日
)
お
よ
び
労
務
員
(
。

5
5
3
)
は
、
懲
戒
処
分

(
5
2
5刊

e
E
Zロ
告
白
)
も
し
く
は
職
権
転
任

(
a
S
E
g
g
S円
円
。
呂

nn)
の
対
象
と
さ
れ
る
前
に
、
あ
る
い
は
、
勤
続
年
数
に
よ
る
昇
進
(
望

g
g
'

B
S
ニ
-egag忠
弘
)
を
延
伸
さ
れ
る
前
に
、
勤
務
評
定
書
官
。
宮
田
)
や
個
人
の
特
徴
を
一
不
す
カ

l
ド
(
『
g
三
2
丘
加

E
5
5
5∞
)
の
す
べ

て
、
お
よ
び
、
人
事
記
録
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
文
書
の
、
個
人
的
か
つ
秘
密
の
閲
覧

(gヨ
ヨ
ロ

2
2
5
3
官『
8
コ口町一一目立

g
ロ
ESEm--o)

(
臼
)

を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
」

北j上54(1・7)7



説

ま
ず
、
こ
の
規
定
自
体
は
、
単
に
不
利
益
処
分
の
前
に
人
事
記
録
を
閲
覧
で
き
る
旨
を
定
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
こ
の
条
文
を
、
告
知
弁
明
手
続
の
根
拠
規
定
と
し
て
も
活
用
し
た
。
処
分
前
に
自
己
の
人
事
記
録
を
閲
覧
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

当
然
に
処
分
予
定
を
告
知
さ
れ
、
か
っ
、
自
己
の
意
見
を
表
明
で
き
る
は
ず
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
手
続
の
具
体
的

北法54(1.8)8
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内
容
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
例
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
判
例
は
、
今
世
紀
半
ば
以
降
、
一
九
O

五
年
法
六
五
条
の
適
用
範
囲
を
、
そ
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
人
的
事
情
を
考
慮
し
た
処
分
(
自
g
z
B

宝
8
2
8
5
E合
邑
O
ロ
号

E

官

a
g
S
)」
に
拡
張
し
、
わ
が
国
の
分
限
免
職
に
あ
た
る
処
分
等
も
そ
の
射
程
に
含
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
O
五
年
法
六

五
条
は
、
多
く
の
公
務
員
不
利
益
処
分
手
続
の
根
拠
規
定
と
・
な
っ
た
。
以
上
の
二
点
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
を
し
て
人
事
記
録
閲
覧
法
理

(
日
)

の
創
造
者
と
言
わ
し
め
、
か
っ
、
本
稿
が
一
九
O
五
年
法
律
六
五
条
制
定
以
来
の
判
例
を
検
討
す
る
理
由
で
あ
る
。

な
お
、
今
日
で
は
、
官
吏
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
一
九
八
一
二
年
七
月
二
二
日
の
法
律
(
序
章
第
一
節
四
参
照
)

一
九
条
が
、
以
下
の
よ

う
に
{
疋
め
る
。

「
懲
戒
手
続
が
開
始
さ
れ
た
官
吏
は
、
自
己
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
人
事
記
録
と
付
属
文
書
の
す
べ
て
を
閲
覧
し
、
自
己
選
任
の
弁
護
人
の
援

助
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
当
局
は
、
官
吏
に
対
し
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
が
あ
る
こ
と
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
条
文
の
適
用
対
象
は
、
官
吏
法
が
適
用
さ
れ
る
官
吏
(
序
章
第
二
節
二
参
照
)
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
他
の
公
務
員
(
序
章
第

二
節
二
、
四
参
照
)
に
は
、
今
日
で
も
一
九
O
五
年
六
五
条
が
適
用
さ
れ
る
。

(M) 

人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
検
討
は
、
公
務
員
不
利
益
処
分
手
続
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
手
続
の
基
本
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
意
義
も
有
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
統
一
的
行
政
手
続
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
こ

0
0
0
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
(
「
行
政
と
の
関
係
に
お
け

(
日
)

る
市
民
の
権
利
に
関
す
る
こ
0
0
0
年
四
月
二
一
日
の
法
律
」
)
0

一
九
八
0
年
代
初
頭
に
も
立
法
化
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
実
現
し
た
の
は
、



(
日
)

「
行
政
行
為
の
理
由
附
記
及
び
行
政
と
公
衆
の
聞
の
関
係
改
善
に
関
す
る
一
九
七
九
年
七
月
一
一
日
の
法
律
」
の
み
で
、
理
由
附
記
以
外
の

(
訂
)

手
続
は
、
「
行
政
と
利
用
者
の
関
係
に
関
す
る
一
九
八
三
年
一
一
月
二
八
日
の
デ
ク
レ
」
で
簡
単
な
統
一
規
定
が
定
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ク
レ
以
前
か
ら
も
、
個
別
法
規
と
判
例
法
理
に
よ
る
多
種
多
様
の
手
続
規
範
が
存
在
し
、
そ
の
歴
史
は
け
し
て
浅
く

(

回

)

(

印

)

な
い
。
わ
が
国
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
諮
問
手
続
が
フ
ラ
ン
ス
型
行
政
手
続
の
中
核
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も

(ω) 

の
j
理
」
の
名
で
知
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
0
年
代
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
樹
立
し

「
防
御
権
(
仏
三
件
色
町
宮
内
拡
『

g
阻止

た
不
文
の
手
続
規
範
で
、
二
疋
の
行
政
処
分
に
つ
き
、
事
前
の
告
知
、
処
分
理
由
の
事
前
開
示
、
相
手
方
に
よ
る
弁
明
の
手
続
を
義
務
づ
け

(

臼

)

(

臼

)

る
。
右
の
一
九
八
三
年
デ
ク
レ
と
二

0
0
0
年
法
律
は
、
防
御
権
の
法
理
を
部
分
的
に
確
認
し
、
若
干
の
補
完
を
加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

結
局
、
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
既
存
の
法
制
に
手
続
規
定
が
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
補
足
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
防
御
権
の
法
理
は
今
日
で

フランスにおける公務貝の不利議処分手続(1)

も
そ
の
法
源
と
し
て
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
な
い
。

(
臼
)

防
御
権
の
法
理
は
、
実
体
法
重
視
の
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
基
本
的
な
行
政
手
続
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
の
法
理
は
、

(
似
)

九
四
0
年
代
半
ば
以
来
、
「
法
の
一
般
原
理
(
宝
ロ
ロ
宮
札
口
臥

E
E
島
2
3
」
の
位
置
を
与
え
ら
れ
、
今
日
で
は
憲
法
に
淵
源
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
法
理
の
内
容
が
、
訴
訟
手
続
の
基
本
原
則
で
あ
る
「
〉
邑
回
目
Z
R
E
S
-福岡・
8
5
(
常
に
対
立
す

る
者
の
側
の
意
見
を
聴
け
)
」
の
原
則
|
|
イ
ギ
リ
ス
法
の
「
自
然
的
正
義

(
E
g
g
-
吉
田
丘
町
内
こ
の
内
容
で
も
あ
る
ー
ー
を
、
行
政
手
続

(

片

山

)

に
応
用
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
防
御
権
の
法
理
は
、
裁
判
上
の
基
本
的
手
続
規
範
を
行
政
決
定
に
応
用
す

(

M

m

)

(

釘
)

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
英
米
法
で
言
、
っ
と
こ
ろ
の
行
政
手
続
の
司
法
化
|
|
フ

ラ
ン
ス
的
に
は
「
行
政
手
続
の
裁
判
手
続
化
」
ー
ー
が
フ
ラ
ン
ス
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
防
御
権
の
法
理
は
、
普

jヒi1;54(1・9)9

遍
的
な
広
が
り
を
持
つ
適
正
手
続
原
理
の
フ
ラ
ン
ス
的
体
現
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
こ
の
法
理
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
訴
訟
上
の
取
扱
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、



説

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
越
権
訴
訟
に
お
い
て
、
事
前
手
続
を
重
要
な
も
の

な
い
も
の
(
付
随
的
形
式
要
件

(
F
S恒一正釦
E
g
g
-
5
)
)
に
区
別
し
、
前
者
の
暇
庇
を
、
処
分
の
実
体
的
適
法
性
と
無
関
係
な
独
立
の
取

(ω) 

消
事
由
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
の
暇
庇
は
処
分
の
有
効
性
に
影
響
し
な
い
も
の
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
防
御
権
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
そ

(ω) 

の
大
部
分
を
本
質
的
形
式
要
件
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
本
質
的
形
式
要
件

(FEE--尽
EZSEn--n))
と
そ
う
で
は
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
防
御
権
の
法
理
と
人
事
記
録
閲
覧
手
続
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
で
は
、
防
御
権
の
法
理
は

(
初
)

行
政
法
一
般
を
対
象
と
す
る
法
の
一
般
原
理
で
あ
り
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
は
、
公
務
員
法
に
お
け
る
そ
の
具
体
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
四
0
年
代
半
ば
に
確
立
さ
れ
た
防
御
権
の
法
理
が
、
二

O
世
紀
初
頭
に
法
制
度
化
さ
れ
た
人

ワ
リ

l
ヌ
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
が
、

事
記
録
閲
覧
手
続
を
、
行
政
法
一
般
に
敷
桁
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

M
.

防
御
権
の
法
理
を
形
成
す
る
た
め
の
実
定
法
上
の
手
が
か
り
で
あ
っ
た
と
か
、
公
務
員
法
で
は
既
に
人
事
記
録
閲
覧
手
続
に
よ
っ
て
法
制
度

(
礼
)

化
さ
れ
て
い
た
不
文
の
法
理
を
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
防
御
権
の
法
理
と
い
う
形
で
確
認
し
た
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
防
御
権
の
法

理
の
形
成
過
程
に
鑑
み
れ
ば
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
は
同
法
理
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
手
続
の
考
察
は
、
防
御
権
の

法
理
を
歴
史
的
に
考
証
す
る
と
い
う
意
義
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

防
御
権
の
法
理
に
つ
い
て
は
わ
が
国
に
も
先
人
の
業
績
が
あ
り
、
特
に
同
法
理
を
全
般
的
に
取
り
上
げ
る
皆
川
治
麿
の
論
稿
は
本
稿
と
重

(η) 

な
る
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
と
く
に
公
務
員
法
に
焦
点
を
あ
て
て
判
例
の
推
移
を
検
討
す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
手
法
の
意
義

は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
小
早
川
光
郎
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
(
*
防
御
権
の
)
法
理
は
、
公
務
員
の
勤
務
関
係
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
行
政
と
特
定
人
と
の
聞
に
密
接
な
法
律
関
係

が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
行
政
機
関
が
そ
の
法
律
関
係
を
相
手
方
の
不
利
益
に
変
更
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
行
政
と
市
民
の
関
係
一
般
に
つ
い
て
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
理
の
基
礎
を
な
す
の
は
、



人
聞
が
人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
に
行
政
上
の
公
正
な
取
り
扱
い
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
行
政
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
そ
の
他
の
一
般
人
の
場
合
以
上
の
特
別
の
保
護
が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
り
、

そ
の
点
で
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
適
正
手
続
の
法
理
が
行
政
に
対
す
る
普
遍
的
な
人
権
保
障
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う

(
刀
)

る
の
と
は
様
相
を
異
に
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
」

こ
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
、
「
防
御
権
の
法
理
の
特
質
と
限
界
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
と
い
う
公
務
員
の
身
分
保
障
制
度
を
基
盤
と
し
て

(
九
)

構
築
さ
れ
た
点
に
由
来
す
る
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仮
説
は
、
公
務
員
法
に
お
け
る
人
事
記
録
閲
覧
手
続

の
検
討
に
よ
っ
て
実
証
可
能
と
推
測
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
防
御
権
の
法
理
の
究
明
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
解
明
に
よ
っ
て
初
め
て

な
し
得
る
と
三
尽
え
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
分
析
を
通
じ
、
防
御
権
の
法
理
に
内
在
す
る
基
本
理
念
、

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

そ
し
て
そ
の
特
質
と
限
界
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
企
図
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
判
例
を
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
も
の
で
、
わ
が
国
の
実
定
法
解
釈
に
直
接
的
な
示
唆

を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
防
御
権
の
法
理
の
淵
源
が
憲
法
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
成
田
新
法
最
高
裁

判
決
の
射
程
の
検
討
に
比
較
法
上
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
に
な
ろ
う
。

四
本
稿
の
目
的
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
適
用
範
囲
と
具
体
的
内
容
、
さ
ら
に
こ
の
手
続
が
要
請
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
を
探
求
す
る
こ

と
に
あ
る
。
本
論
で
は
、
ま
ず
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
理
解
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
全
体
を
概
観
し
(
序
章
)
、
次

に
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
起
源
か
ら
防
御
権
の
法
理
へ
の
発
展
過
程
を
検
証
し
た
う
え
で
(
第
一
章
)
、
そ
の
具
体
的
内
容
|
|
対
象
と

な
る
処
分
の
範
囲
(
第
一
節
)
と
手
続
の
内
容
(
第
二
節
)
|
|
(
第
二
章
)
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
判
例
学
説
を
検
討
す
る
。
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
1
)
従
来
は
様
々
に
訳
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
「
身
上
書
類
通
達
」
(
野
村
敬
造
『
フ
ラ
ン
ス
憲
法
・
行
政
法
概
論
』
(
有
信
堂
、
一
九
六
一
年
)

三
五
八
頁
)
、
「
処
分
事
由
説
明
書
の
通
知
」
(
磯
部
力
「
行
政
手
続
に
お
け
る
防
禦
権
の
保
障
」
『
フ
ラ
ン
ス
判
例
百
選
』
(
有
斐
閥
、
一
九
六
九

年
)
八
O
頁
)
、
「
身
上
記
録
交
付
」
(
兼
子
仁
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
(
有
斐
閑
、
一
九
七
O
年
)
(
以
下
、
「
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ

ン
ス
行
政
法
』
」
)
二
九
一
頁
(
初
出
・
一
九
六
八
年
)
、
「
書
類
の
交
付
」
(
皆
川
治
慶
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
の
手
続
的
統
制
会
乙
」
自

研
六
O
巻
一
号
(
一
九
八
四
年
)
(
以
下
、
「
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
三
乙
」
」
)
一
二
六
頁
)
、
「
一
件
書
類
の
交
付
」
(
多
賀
谷
一
照
「
フ

ラ
ン
ス
行
政
手
続
法
(
二
)
」
自
研
六
四
巻
六
号
(
一
九
八
五
年
)
(
以
下
、
「
多
賀
谷
・
前
掲
「
行
政
手
続
法
士
乙
」
」
)
一

O
七
百
円
、
皆
川
治

庚
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
手
続
論
の
今
日
的
状
況
」
松
阪
政
経
研
究
六
巻
一
号
(
一
九
八
八
年
)
(
以
下
、
「
皆
川
・
前
掲
「
今
日
」
」
)
七
O
頁)、「一

件
書
類
の
伝
達
」
(
中
村
紘
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
懲
戒
法
制
度
」
早
法
六
O
巻
三
号
(
一
九
八
五
年
)
四
O
頁
、
大
貫
裕
之
「
行
政
内
部
法

に
つ
い
て
(
二
」
法
学
五
二
巻
一
号
(
一
九
八
八
年
)
六
二
頁
)
、
「
記
録
閲
覧
」
(
田
辺
江
美
子
「
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
法
に
お
け
る
懲
戒
制
度
」

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
編
『
現
代
行
政
の
統
制
』
(
成
文
堂
、
一
九
九
O
年
)
(
以
下
、
「
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
」
)
一

O
九
頁
)
等
。

(2)
阿
部
泰
隆
H
中
西
又
三
日
乙
部
哲
郎
日
晴
山
一
穂
『
地
方
公
務
員
法
入
門
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
)
八
頁
(
阿
部
執
筆
)
、
石
川
吉
右
衛

門
H
籾
山
鋒
五
口
『
地
方
公
務
員
勤
務
法
』
(
第
一
法
規
、
一
九
八
六
年
)
三
八
七
頁
、
中
村
博
「
公
平
審
査
」
鈴
木
忠
一

H
一
一
一
ヶ
月
章
監
修
『
実

務
民
事
訴
訟
講
座

9
行
政
訴
訟
E
・
労
働
訴
訟
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
七
O
年
)
一
二
五
頁
、
同
『
改
訂
国
家
公
務
員
法
』
(
第
一
法
規
、
一

九
八
六
年
)
三
二
五
頁
、
和
田
英
夫
『
公
平
審
査
制
度
論
』
(
良
書
普
及
会
、
一
九
八
五
年
)
一
一
一
一
頁
、
鹿
児
島
重
治
H
森
園
幸
男
H

北
村
勇
『
逐

条
国
家
公
務
員
法
』
(
学
陽
書
房
、
一
九
八
八
年
)
七
O
九
頁
、
石
橋
孝
雄
一
編
『
地
方
公
務
員
制
度
2
勤
務
条
件
・
利
益
の
保
護
』
(
ぎ
ょ
う
せ

い
、
一
九
九
一
年
)
八
四
頁
、
青
本
宗
也
H
室
井
力
編
『
別
冊
法
セ
ミ
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
i
ル
(
新
版
)
地
方
公
務
員
法
』
(
日
本
評
論
社
、

一
九
九
一
年
)
四
九
頁
(
見
上
崇
洋
執
筆
)
、
藤
田
宙
靖
『
行
政
組
織
法
(
新
版
)
』
(
良
書
普
及
会
、
二
O
O
一
年
)
三
六
八
頁
、
橋
本
勇
『
逐

条
地
方
公
務
員
法
(
新
版
)
』
(
学
陽
書
房
、
二
O
O
二
年
)
七
三
二
頁
等
参
照
。

(3)
た
と
え
ば
、
遠
藤
博
也
は
、
「
制
裁
的
処
分
の
う
ち
、
営
業
免
許
の
取
消
、
公
務
員
の
懲
戒
免
職
処
分
な
ど
に
あ
っ
て
は
、
生
計
の
基
盤
と
な

る
べ
き
身
分
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
慎
重
な
手
続
き
を
ふ
ん
で
弁
明
・
弁
解
の
機
会
を
十
分
に
与
え
て
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
す

る
(
遠
藤
博
也
『
実
定
行
政
法
』
(
有
斐
問
、
一
九
八
九
年
)
七
二
頁
)
。
阿
部
泰
隆
は
、
行
政
手
続
法
が
公
務
員
関
係
を
適
用
外
と
す
る
こ
と

と
の
関
係
で
、
免
職
処
分
に
つ
い
て
は
事
後
の
不
服
審
査
で
は
と
う
て
い
十
分
な
救
済
に
な
ら
な
い
と
し
、
事
前
手
続
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
他
の
処
分
類
型
に
つ
い
て
は
、
「
手
続
の
要
請
は
、
事
後
の
不
服
審
査
の
段
階
を
含
め
て
保
障
さ
れ
れ
ば
た
り
る
と
も
い
え
よ
う
」
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説

と
、
や
や
微
妙
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
(
阿
部
泰
隆
『
行
政
の
法
シ
ス
テ
ム
(
下
)
(
新
版
)
』
(
有
斐
問
、
一
九
九
七
年
)
五
三
五
頁
以
下
。
同

「
行
政
手
続
条
例
の
枠
組
み
」
都
問
八
五
巻
一

O
号
(
一
九
九
四
年
)
(
以
下
、
「
阿
部
・
前
掲
「
枠
組
み
」
」
)
三
八
頁
、
同
「
執
行
猶
予
付
き

禁
固
刑
に
よ
る
公
務
員
の
失
職
の
適
用
違
憲
性
」
判
タ
九
五
五
号
(
一
九
九
八
年
)
五
六
頁
も
参
照
)
。
な
お
、
後
掲
・
注

(
5
)
の
塩
野
宏
の

論
述
は
、
免
職
以
外
の
処
分
に
つ
い
て
も
事
前
手
続
整
備
を
主
張
す
る
の
か
ど
う
か
、
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
他
、
室
井
力
「
現
代
行
政
法
の

原
理
』
(
勤
草
書
房
、
一
九
七
三
年
)
二
八
O
頁
(
初
出
・
一
九
七
一
年
)
、
室
井
力
H

芝
池
義
一

H
浜
川
清
『
行
政
手
続
法
・
行
政
不
服
審
査

法
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
)
四
四
頁
(
本
多
滝
夫
執
筆
)
参
照
。

(
4
)
原
野
麹
は
、
「
憲
法
二
二
条
(
学
説
に
よ
っ
て
は
コ
二
条
)
の
基
本
的
論
理
か
ら
い
っ
て
、
地
公
法
や
条
例
に
明
文
の
規
定
は
な
く
て
も
、
憲

法
論
上
あ
る
い
は
そ
れ
に
立
脚
す
る
条
理
上
、
弁
明
の
機
会
の
供
与
を
不
可
欠
と
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
」

と
し
、
「
弁
明
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
、
法
原
則
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
な
お
も
争
い
が
あ
る
が
、
懲
戒
処
分
手
続
の
適
正
化
は
時
代

の
要
請
」
と
す
る
(
原
野
麹
「
懲
戒
処
分
と
行
政
手
続
」
田
中
舘
照
橘
監
修
『
地
方
公
務
員
法
重
要
判
例
解
説
一

O
O
選
』
地
方
自
治
職
員
研

修
臨
時
増
刊
号
N
0
.
日
(
公
務
員
職
員
研
修
協
会
、
一
九
八
二
年
)
一
三
九
頁
)
。
島
田
陽
一
は
、
憲
法
三
一
条
が
行
政
手
続
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
地
公
法
二
七
条
一
項
に
言
、
っ
「
懲
戒
の
公
正
」
に
は
手
続
的
公
正
の
意
味
も
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
告
知
聴
聞
手
続

が
含
め
ら
れ
る
と
す
る
(
島
田
陽
一
「
公
務
員
の
懲
戒
免
職
処
分
と
公
正
手
続
」
労
判
四
三
七
号
(
一
九
八
四
年
)
一
一
一
頁
)
。
そ
の
他
、
田
村

悦
一
「
行
政
手
続
履
践
の
不
公
正
と
処
分
の
取
消
理
由
」
鈴
木
忠
一
H
三
ヶ
月
章
監
修
『
実
務
民
事
訴
訟
講
座
8
行
政
訴
訟

I
』
(
日
本
評
論
社
、

一
九
七
O
年
)
一
七
六
頁
以
下
、
室
井
力
H
塩
野
宏
編
「
行
政
法
を
学
ぶ

l
』
(
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
)
二
五
二
頁
以
下
(
利
光
大
一
執
筆
)
、

兼
子
仁
『
行
政
法
総
論
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
)
七
五
頁
、
一
四
五
頁
、
橋
本
公
一
日
一
『
日
本
国
憲
法
(
改
訂
版
)
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
八

年
)
二
九
九
頁
参
照
。

(
5
)
塩
野
宏
は
、
事
後
手
続
の
不
十
分
性
と
処
分
の
重
大
性
か
ら
、
憲
法
上
、
事
前
の
聴
聞
手
続
が
要
請
さ
れ
る
と
す
る
(
塩
野
宏
『
行
政
法
E

(
第
二
版
)
行
政
組
織
法
』
(
有
斐
閣
、
二
O
O
一
年
)
二
四
一
頁
。
そ
の
他
、
室
井
他
・
前
掲
書
四
四
頁
(
本
多
執
筆
)
、
田
中
舘
照
橘
「
公

務
員
法
総
説
」
雄
川
一
郎
H
塩
野
宏
H
園
部
逸
夫
『
現
代
行
政
法
大
系
9
公
務
員
・
公
物
』
(
有
斐
閑
、
一
九
八
四
年
)
二
九
頁
以
下
、
塩
野
宏
H

高
木
光
『
条
解
行
政
手
続
法
』
(
弘
文
堂
、
二
0
0
0
年
)
一
O
二
頁
参
照
。

(
6
)
も
っ
と
も
、
実
務
家
に
は
手
続
不
要
と
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
懲
戒
処
分
は
、
任
命
権
者
が
独
自
に
職
員
の
非
違
行
為
の

確
認
を
行
な
い
、
そ
の
確
認
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
告
知
、
聴
聞
手
続
を
経
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
採
否

さ己 ‘ 
白岡
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

は
処
分
権
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
(
金
子
善
次
郎
編
『
地
方
公
務
員
制
度
6
服
務
・
分
限
・
懲
戒
・
労
働
基
本
権
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一

九
九
一
年
)
二
五
六
頁
、
二
六
O
頁
)
、
事
前
手
続
は
処
分
の
迅
速
性
を
阻
害
す
る
こ
と
、
人
事
院
等
へ
の
不
服
申
立
て
に
よ
る
事
後
審
査
制
に

よ
っ
て
職
員
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
栗
田
久
喜
編
『
国
家
公
務
員
法
』
(
青
林
書
院
、
一
九
九
七
年
)
一
一
一
一
二
頁
(
相
川
広
一
執
筆
)
)

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
掲
注

(
8
)
参
照
。

(
7
)
藤
田
・
前
掲
書
三
O
一
頁
は
、
不
利
益
処
分
説
明
書
交
付
義
務
を
'
身
分
保
障
の
担
保
制
度
の
一
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
理
由
は
、
「
現
行
法
が
迅
速
な
手
続
に
よ
り
処
分
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
認
め
、
事
前
審
査
手
続
を
採
用
し
て
い
な
い
」
(
佐
藤
達
夫
『
国

家
公
務
員
制
度
(
第
五
次
改
訂
版
)
』
(
学
陽
書
房
、
一
九
七
五
年
)
一
一
一
六
頁
参
照
)
と
か
、
「
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
基
準
が
詳
細
に
法
定

さ
れ
、
任
命
権
者
の
自
由
裁
旦
一
塁
の
余
地
が
比
較
的
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
事
後
審
査
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
」
(
今
枝
信
雄
『
逐
条
地
方
公
務
員
法
(
第
三
次
改
訂
版
)
』
(
学
陽
書
房
、
一
九
六
六
年
)
六
O
六
頁
)
と
説
明
さ
て
き
た
。

(
9
)
戦
前
の
旧
官
吏
懲
戒
令
下
で
は
、
下
級
官
吏
に
対
す
る
け
ん
責
処
分
を
除
き
、
懲
戒
委
員
会
の
事
前
審
査
が
必
要
で
あ
っ
た
。
地
方
吏
員
に

つ
い
て
も
、
職
員
委
員
会
や
懲
戒
審
査
委
員
会
の
議
決
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
和
田
・
前
掲
書
注
二
二
頁
、
金
子
編
・
前
掲

書
二
五
七
頁
参
照
。

(
凶
)
成
田
頼
明
・
公
務
員
判
例
百
選
(
一
九
八
六
年
)
六
五
頁
、
阿
部
・
前
掲
「
枠
組
み
」
三
七
頁
、
室
井
他
・
前
掲
書
四
四
頁
(
本
多
執
筆
)

参
照
。
自
治
省
通
達
に
よ
る
モ
デ
ル
条
例
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
人
事
院
規
則
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
(
橋
本
勇
・
前
掲
書
五
三
三
百
八
参
照
)
。

手
続
を
定
め
る
条
例
と
し
て
、
札
幌
市
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
や
、
福
岡
市
職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
等
が
あ
る
。
条
例

に
つ
い
て
は
、

E
1す
5
2
8
gこ
S
E明。∞
FFEE--Rち
参
照
。
な
お
、
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
」
国
公
労
調
査
時
報
三
七
一
号
(
一

九
九
四
年
)
三
五
頁
、
小
早
川
光
郎
編
「
行
政
手
続
法
逐
条
研
究
』
(
ジ
ユ
リ
増
刊
、
一
九
九
六
年
六
月
)
三
二
二
頁
(
室
井
力
発
一
言
)
参
照
。

(
日
)
一
九
九
一
年
一
一
一
月
一
一
一
日
に
出
さ
れ
た
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
「
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
法
制
の
整
備
に
関
す
る
答
申
」
に
よ

る
(
ジ
ユ
リ
九
九
四
号
(
一
九
九
二
年
)
六
三
頁
)
。
そ
の
他
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
集
「
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け
て
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
九
O
年
)
一
七
頁
、
仲
正
「
行
政
手
続
法
の
す
べ
て
』
(
良
書
普
及
会
、
一
九
九
五
年
)
七
九
頁
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
行
政
手
続
法
要
綱

案
の
検
討
」
法
時
六
五
巻
六
号
(
一
九
九
三
年
)
六
頁
(
芝
池
義
一
発
言
)
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
『
逐
条
解
説
行
政
手
続
法
(
増
補
)
』
(
ぎ
ょ

う
せ
い
、
一
九
九
四
年
)
五
六
頁
、
中
村
浩
「
行
政
手
続
法
・
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
法
資
一
四
五

号
(
一
九
九
四
年
)
八
頁
、
江
津
岸
生
「
行
政
手
続
法
の
解
説
」
警
論
四
七
巻
一
号
(
一
九
九
四
年
)
四
六
盲
目
、
熊
木
利
行
「
行
政
手
続
法
の
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尚
比

あ
ら
ま
し
」
ひ
ろ
ば
一
九
九
四
年
三
月
号
五
三
頁
、
宇
賀
克
也
『
行
政
手
続
法
の
解
説
(
第
三
次
改
訂
版
)
』
(
学
陽
書
房
、
二
O
O
一
年
)
六

五
頁
、
南
博
方
H

関
有
一
『
わ
か
り
や
す
い
行
政
手
続
法
』
(
有
斐
閣
リ
ブ
レ
、
一
九
九
四
年
)
一
一
一
一
一
一
頁
、
佐
藤
英
善
編
著
『
自
治
体
行
政
実
務
・

行
政
手
続
法
』
(
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
)
一
ム
ハ
頁
(
田
村
達
久
執
筆
)
参
照
。

ま
た
、
立
法
過
程
段
階
で
高
木
光
は
、
事
後
審
査
手
続
が
手
厚
い
こ
と
を
適
用
除
外
の
理
由
と
説
明
し
て
い
る
(
第
百
二
十
八
会
国
会
衆
議

院
内
閣
委
員
会
議
録
三
号
七
頁
)
。
そ
の
他
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
・
前
掲
書
『
逐
条
解
説
』
五
七
頁
、
阿
部
泰
隆
H

比
山
節
男
H

由
喜
門
田
県

治
H
金
井
恵
里
可
「
行
政
手
続
法
諸
案
の
比
較
検
討
会
乙
」
民
商
一

O
九
巻
一
号
(
一
九
九
三
年
)
一
七
O
頁
参
照
。

(
円
以
)
一
九
八
三
年
一
一
月
の
い
わ
ゆ
る
第
一
次
行
政
手
続
法
研
究
会
要
綱
案
は
、
公
務
員
法
を
適
用
除
外
と
は
せ
ず
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の

の
一
つ
と
し
て
い
た
(
行
政
手
続
法
研
究
会
「
行
政
手
続
法
研
究
会
報
企
巴
ジ
ユ
リ
八
一

O
号
(
一
九
八
四
年
)
四
五
頁
参
照
)
。
な
お
、
同
案

の
適
用
除
外
領
域
に
つ
い
て
は
、
本
多
滝
夫
「
行
政
改
革
と
行
政
手
続
法
制
定
の
課
題
」
修
道
一
五
巻
一
号
(
一
九
九
三
年
)
六
九
頁
参
照
。

一
九
九
三
年
に
発
表
さ
れ
た
行
政
手
続
法
対
案
研
究
会
の
対
案
は
、
公
務
員
関
係
を
対
象
領
域
に
含
め
て
い
る
(
前
掲
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
e

行

政
手
続
法
要
綱
案
の
検
討
」
一
一
一
一
頁
参
照
)
。

(
日
)
公
務
員
関
係
は
、
在
学
関
係
や
在
監
関
係
等
、
か
つ
て
は
特
別
権
力
関
係
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
た
分
野
と
並
べ
て
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
背
後
に
、
今
日
の
学
説
で
は
す
で
に
克
服
さ
れ
た
特
別
権
力
関
係
論
に
依
拠
す
る
考
え
方
が
看
取
さ
れ
る

こ
と
か
ら
(
芝
池
義
一
『
行
政
法
総
論
議
義
(
第
四
版
)
』
(
有
斐
関
、
二
O
O
一
年
)
二
九
O
頁
、
室
井
力
他
編
三
四
頁
(
本
多
執
筆
)
)
、
批

判
が
強
い
(
村
上
順
「
公
正
透
明
な
行
政
手
続
法
(
案
)
と
自
治
体
の
申
請
処
理
義
務
」
自
治
総
研
一
九
巻
六
号
(
一
九
九
三
年
)
四
頁
、
本

多
・
前
掲
七
五
真
、
磯
村
篤
範
「
総
則
か
ら
意
外
と
本
音
が
見
え
て
く
る
」
法
セ
ミ
四
七
九
号
(
一
九
九
四
年
)
四
O
頁
、
塩
野
H

高
木
・
前

掲
書
一

O
一
頁
、
南
博
方
H

高
橋
滋
編
著
「
注
釈
行
政
手
続
法
』
(
第
一
法
規
、
二

0
0
0
年
)
一

O
O
頁
、
一

O
三
頁
(
寺
田
友
子
執
筆
)
参

照
)
。
な
お
、
特
別
権
力
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
し
て
、
小
早
川
編
・
前
掲
誓
三
三
五
頁
(
小
早
川
発
言
)

参
照
。次
に
、
事
後
審
査
手
続
の
充
実
と
い
う
理
由
に
つ
き
、
室
井
力
は
、
そ
の
こ
と
と
事
前
手
続
の
存
否
と
は
論
理
上
別
の
問
題
で
、
少
な
く
と

も
懲
戒
処
分
等
に
は
公
定
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
事
後
的
救
済
の
機
能
が
理
論
上
も
実
際
上
も
限
界
を
有
す
る
こ
と
は
す
で
に
周
知
の

と
こ
ろ
と
し
、
前
注
(
日
)
の
高
木
光
の
見
解
に
つ
い
て
も
、
的
を
射
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す
る
(
室
井
力
「
行
政
手
続
法
と
そ
の
課
題
」

ジ
ユ
リ
一

O
三
九
号
(
一
九
九
四
年
)
一
一
一
一
一
頁
)
。
そ
の
他
、
高
橋
滋
『
行
政
手
続
法
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
六
年
)
一
五
二
頁
参
照
。
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

他
方
、
芝
池
義
一
は
、
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
手
続
保
障
が
不
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

適
用
除
外
は
「
「
行
政
手
続
法
」
の
守
備
範
囲
を
限
定
し
そ
れ
を
身
軽
に
す
る
と
い
う
目
的
と
の
関
係
に
お
い
て
初
め
て
正
当
化
さ
れ
る
」
の
だ

か
ら
、
「
「
行
政
手
続
法
」
を
一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
適
用
除
外
し
て
し
ま
う
必
然
性
は
な
い
」
と
し
、
免
職
の
よ
う
な
重
大
な
処
分
に
も
適
用
が

除
外
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
示
す
(
芝
池
義
一
「
「
行
政
手
続
法
」
の
検
討
」
公
法
五
六
号
(
一
九
九
四
年
)
一
六
O
頁
。
な
お
、
同
・
前
掲
書

二
九
O
頁
以
下
参
照
)
。
そ
の
他
、
前
掲
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
行
政
手
続
法
要
綱
案
の
検
討
」
九
九
頁
(
室
井
力
発
言
)
、
紙
野
健
二
「
行
政
手

続
法
の
運
用
課
題
」
法
時
六
六
巻
四
号
(
一
九
九
四
年
)
四
O
頁
、
佐
藤
編
・
前
掲
書
一
八
頁
(
田
村
達
久
執
筆
)
、
浜
川
・
前
掲
三
五
頁
参
照
。

な
お
、
実
務
家
か
ら
の
疑
問
の
提
示
と
し
て
、
志
村
昌
俊
「
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
目
指
し
て
」
立
調
一
七
五
号
(
一

九
九
三
年
)
四
五
頁
参
照
。
な
お
、
事
前
審
査
と
事
後
審
査
の
優
劣
に
つ
い
て
、
和
田
・
前
掲
書
二
二
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
事
前
手
続
不
要
と
す
る
理
由
は
、
法
令
上
・
条
理
上
そ
の
根
拠
が
な
い
こ
と
(
浦
和
地
判
一
九
六
五
(
昭
和
四
O
)
年
一
一
一
月
二
四
日
行
集
一

六
巻
三
号
五
O
八
頁
)
、
そ
の
採
否
は
懲
戒
権
者
の
合
理
的
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
(
東
京
地
判
一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年
七
月
二
七
日
判

時
一
O
八
九
号
一
一
一
一
九
頁
、
広
島
地
判
一
九
八
四
(
平
成
六
)
年
コ
一
月
一
一
一
一
日
判
タ
八
五
一
号
二
二
頁
(
こ
の
判
決
は
、
後
述
す
る
成
田
新
法

最
高
裁
判
決
後
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
は
手
続
の
必
要
性
に
つ
き
特
に
憲
法
上
の
根
拠
を
主
張
し
な
か
っ
た
)
)
、
事
後
審
査
制
度

が
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
神
戸
地
判
一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年
四
月
三
O
日
労
判
四
七
二
号
一
六
頁
、
大
阪
高
判
一
九
八
六
(
昭
和
六
二

年
三
月
二
八
日
労
判
四
七
二
号
一
三
頁
、
浦
和
地
判
一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年
八
月
二
七
日
判
時
一
O
六
二
号
一
四
五
頁
、
東
京
地
判
一
九

九
九
(
平
成
一
一
)
年
四
月
一
一
一
一
日
判
タ
一
O
四
七
号
一
七
七
頁
)
、
保
護
利
益
が
通
常
の
行
政
処
分
と
質
を
異
に
す
る
こ
と
(
右
一
九
九
九
年

東
京
地
判
)
等
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
習
館
高
校
事
件
訴
訟
第
一
審
は
、
「
条
例
に
告
知
聴
聞
の
規
定
を
欠
く
か
ら
と
い
っ
て
法
治
主
義
の
原
則
に

反
す
る
と
か
、
憲
法
二
二
条
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
(
福
岡
地
判
一
九
七
八
(
昭
和
五
三
)
年
七
月
一
八
日
判
時
九
O
O
号
コ
一
頁
)
、

控
訴
審
(
福
岡
高
判
一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年
一
一
一
月
四
日
判
時
一
一
O
一
号
三
頁
)
と
上
告
審
(
最
一
小
判
一
九
九
一
(
平
成
二
)
年
一

月
一
八
日
判
時
一
一
二
三
七
号
三
頁
)
も
こ
れ
を
支
持
す
る
。
ま
た
、
事
前
手
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
特
に
一
般
論
を
述
べ
る
こ
と
な
く
、
当
該

事
件
で
は
告
知
弁
明
の
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
処
分
適
法
と
す
る
も
の
(
東
京
高
判
一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年
二
月
二
六
日
判
タ
三
八
六
号
一

一
一
頁
、
神
戸
地
判
一
九
八
五
(
昭
和
六
O
)
年
三
月
二
六
日
判
タ
五
五
七
号
二
一
九
百
円
、
大
阪
地
判
一
九
九
O
(
平
成
二
)
年
八
月
一
O
日

判
タ
七
九
二
号
一
六
二
頁
、
横
浜
地
判
一
九
九
八
(
平
成
一
O
)
年
四
月
一
四
日
判
タ
一
O
三
五
号
一
二
五
頁
)
、
事
情
聴
取
が
あ
っ
た
こ
と
で

手
続
適
法
と
す
る
も
の
(
浦
和
地
判
一
九
九
九
(
平
成
一
二
年
六
月
二
八
日
判
タ
一

o=一
七
号
一
一
二
百
円
、
同
二
0
0
0
(
平
成
二
一
)
年
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説

八
月
七
日
判
例
自
治
一
一
一
一
号
六
九
頁
)
が
あ
る
。
そ
の
他
、
不
利
益
の
程
度
が
著
し
い
な
ど
特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
告
知
弁
解
の
機
会
が
必

要
だ
が
、
当
該
事
件
で
は
特
段
の
事
情
は
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
も
あ
る
(
大
津
地
判
二
O
O
一
(
平
成
二
二
)
年
五
月
七
日
判
タ
一

O
八
七

号
一
一
七
頁
)
。

(
日
)
宇
都
宮
地
判
一
九
五
九
(
昭
和
二
一
四
)
年
一
一
一
月
一
一
三
日
行
集
一

O
巻
二
一
号
二
五
九
七
頁
。
た
だ
こ
の
判
決
は
、
当
該
処
分
を
実
体
的
に

も
手
続
的
に
も
違
法
と
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
告
知
聴
聞
の
必
要
性
を
一
般
的
に
要
請
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
に
つ
き
、
阿
部
泰
隆
『
行
政
裁
量
と
行
政
救
済
』
(
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
)
(
以
下
、
「
阿
部
・
前
掲
書
『
行
政
裁
量
』
)
二
二
四
頁
(
初

出
・
一
九
七
八
年
)
参
照
。

(
日
)
甲
府
地
判
一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年
三
月
二
二
日
判
タ
三
五
五
号
二
二
五
頁
。
「
特
に
公
務
員
に
と
っ
て
極
刑
と
で
も
い
う
べ
き
免
職
処
分

に
は
、
弁
明
と
防
御
の
機
会
を
与
え
る
公
正
な
告
知
と
聴
聞
の
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
い
わ
ゆ
る
「
自
然
的
正
義
」
の
要

請
」
と
す
る
。

(
口
)
東
京
地
判
一
九
八
四
(
昭
和
五
九
)
年
三
月
二
九
日
判
時
一
一

O
九
号
一
三
二
頁
(
「
告
知
聴
聞
の
手
続
を
経
る
こ
と
は
手
続
上
不
可
欠
の
も

の
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
る
)
、
東
京
高
判
一
九
八
五
(
昭
和
六
O
)
年
四
月
=
一
O
日
行
集
コ
一
六
巻
四
号
六
二
九
頁
(
成
田
・
前
掲
六
五
頁
参
照
)
。

(
凶
)
名
古
屋
地
判
一
九
九
一
(
平
成
二
)
年
五
月
二
八
日
判
タ
七
四
一
口
万
一
四
七
頁
。
な
お
、
成
田
新
法
最
高
裁
判
決
以
降
の
判
例
に
つ
い
て
は
、

後
掲
注
(
幻
)
参
照
。

(
叩
)
判
例
の
傾
向
は
、
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
と
か
(
阿
部
・
前
掲
書
『
行
政
裁
量
一
』
二
二
六
頁
)
、
強
い
実
体
論
的
理
解
へ
の
傾
斜
(
和
田
英

夫
「
行
政
判
例
研
究
」
自
研
六
二
巻
三
号
(
一
九
八
六
年
)
一
二
七
頁
)
等
と
評
さ
れ
て
い
る
。
な
お
阿
部
泰
隆
は
、
告
知
聴
聞
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
は
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
が
、
法
令
に
根
拠
の
な
い
以
上
、
判
例
が
突
然
に
そ
れ
ら
を
義
務
化
す
る
こ
と
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
感
を
免

れ
ず
、
そ
の
必
要
性
も
漸
次
的
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
意
味
で
は
判
決
の
立
場
が
妥
当
と
す
る
(
阿
部
・
前
掲
書
『
行
政
裁
量
』
一
一
一
一

四
頁
以
下
)
。

(
加
)
東
京
高
判
一
九
八
五
(
昭
和
六
O
)
年
四
月
一
一
一
O
日
行
集
三
六
巻
四
号
六
二
九
頁
、
広
島
地
判
一
九
八
六
(
昭
和
六
一
)
年
一
一
月
一
九
日

行
集
三
七
巻
一

0

・
一
一
号
一
一
二
三
六
頁
、
広
島
高
判
一
九
九
一
(
平
成
二
)
年
九
月
一
三
日
労
判
五
七
二
号
八
五
頁
、
名
古
屋
高
判
一
九
九

二
(
平
成
三
)
年
三
月
二
七
日
労
判
五
八
八
号
五
八
頁
(
上
告
審
で
あ
る
最
二
小
判
一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
一
月
二
四
日
労
判
六
O
四
号
一

一
頁
も
高
裁
判
決
を
支
持
す
る
。
)
、
名
古
屋
高
判
一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
七
月
二
五
日
労
民
集
四
八
巻
四
号
二
九
三
頁
、
熊
本
地
判
二
0
0
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

一
(
平
成
二
二
)
年
九
月
七
日
、
福
岡
高
判
二
O
O
二
(
平
成
一
四
)
年
六
月
五
日
〈
宮
守
芹
E
R
a
o
E
B
O
N
-
B
Z
5・
哲
也
叉
E
E
S
E
-
5
q
n
-
m
g
C
E

民
n
E一3
m
h
S
A
S
M凶
SU凶
5
0凶
一
区
斗
一
ぷ
¥
当
。
一
凶
凶
己
∞
胆
MSu∞凶
AXE-MM凶
mwncmccc品
m
w
p
U
4

。-ugoonE
ヨ
g
円
〉
。

(
幻
)
辻
清
明
『
公
務
員
制
の
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
)
二
頁
以
下
(
初
出
・
一
九
五
七
年
)
参
照
。

(
詑
)
芝
池
・
前
掲
論
文
一
六
O
頁
、
松
井
茂
記
「
憲
法
と
行
政
手
続
」
公
法
五
六
号
(
一
九
九
四
年
)
一
九
五
頁
、
一
九
七
頁
参
照
。

(
お
)
志
村
・
前
掲
四
五
頁
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
・
前
掲
書
『
逐
条
解
説
行
政
手
続
法
』
五
六
頁
、
阿
部
・
前
掲
「
枠
組
み
」
三
八
頁
、
小
早

川
編
・
前
掲
書
三
三
二
貝
以
下
(
室
井
力
、
仲
正
、
塩
野
宏
、
浜
川
清
各
発
言
)
、
室
井
力
H
紙
野
健
二
編
著
『
地
方
自
治
体
と
行
政
手
続
』
(
新

日
本
法
規
、
一
九
九
六
年
)
三
九
頁
(
室
井
執
筆
)
、
室
井
他
・
前
掲
書
四
四
頁
(
本
多
執
筆
)
、
南
H
高
橋
・
前
掲
書
一
O
O
頁
(
寺
田
執
筆
)

参
照
。

(μ)
遠
藤
・
前
掲
書
二
三
頁
。

(
お
)
同
判
決
の
評
釈
類
と
し
て
、
永
田
秀
樹
・
法
セ
ミ
三
七
巻
一
一
号
(
一
九
九
二
年
)
一
一
一
一
一
頁
、
熊
本
信
夫
・
平
成
四
年
度
重
判
(
一
九
九

三
年
)
五
一
頁
、
手
島
孝
・
憲
法
判
例
百
選
E
(
第
四
版
)
(
二
0
0
0
年
)
二
五
二
頁
、
渋
谷
秀
樹
・
法
教
一
四
八
号
(
一
九
九
三
年
)
一

O

八
頁
、
千
葉
勝
美
・
ジ
ユ
リ
一
O
O
九
号
(
一
九
九
二
年
)
三
三
頁
、
同
・
曹
時
四
五
巻
三
号
(
一
九
九
三
年
)
一
八
七
頁
、
太
田
幸
夫
・
平

成
四
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
(
一
九
九
三
年
)
二
九
O
頁
、
中
谷
実
・
判
例
セ
レ
ク
ト
切
(
法
教
一
五
O
号
別
冊
付
録
)
(
一
九
九
三
年
)
一

六
頁
、
田
村
和
之
・
判
評
四
一
一
(
判
時
一
四
四
九
)
号
(
一
九
九
三
年
)
一
六
回
頁
、
田
中
舘
照
橘
・
法
資
一
二
八
号
(
一
九
九
二
年
)
九

四
頁
、
渡
辺
久
丸
・
民
商
一
O
八
巻
四
・
五
号
(
一
九
九
三
年
)
七
一
一
一
頁
、
飯
村
敏
明
・
ひ
ろ
ば
四
五
巻
一
二
号
(
一
九
九
二
年
)
三
二
頁
、

木
佐
茂
男
・
行
政
判
例
百
選
H
(第
四
版
)
(
一
九
九
九
年
)
二
六
O
頁
、
野
中
俊
彦
・
ジ
ユ
リ
一
O
O
九
号
(
一
九
九
二
年
)
二
七
頁
。

(
お
)
曲
目
和
俊
丈
「
行
政
手
続
上
の
諸
原
則
」
法
教
一
四
五
号
二
九
九
二
年
)
三
七
頁
、
松
井
・
前
掲
一
九
五
頁
以
下
、
小
早
川
編
・
前
掲
書
六

三
頁
以
下
(
小
早
川
、
塩
野
、
浜
川
発
一
一
豆
、
{
子
賀
・
前
掲
書
一
七
五
頁
、
高
橋
滋
H

松
井
茂
記
「
行
政
手
続
」
法
教
二
五
五
号
(
二
O
O
一
年
)

九
八
頁
(
松
井
発
言
)
、
一
O
一
頁
(
高
橋
発
言
)
、
一
O
二
頁
(
松
井
発
言
)
参
照
。

(
幻
)
成
田
新
法
判
決
以
降
、
公
務
員
懲
戒
処
分
へ
の
憲
法
一
三
条
適
用
に
つ
き
判
断
し
た
例
と
し
て
は
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
教
師
の
懲
戒
戒

告
に
つ
き
、
「
憲
法
一
一
一
一
条
は
行
政
手
続
に
も
保
障
が
及
ぶ
場
合
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
」
、
原
告
は
顛
末
報
告
書
を
提
出
し
て
自
己
の
立
場
を

十
分
に
説
明
し
て
お
り
、
本
件
処
分
は
も
っ
と
も
軽
い
戒
告
処
分
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
「
弁
明
・
源
開
の
機
会
が
原
告
に
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
本
件
処
分
が
適
正
手
続
の
保
障
に
反
し
、
ひ
い
て
は
違
法
な
も
の
と
は
い
、
え
な
い
」
と
し
た
も
の
(
盛
岡
地
判
一
九
九
二
(
平
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説

成
四
)
年
一
一
一
月
一
八
日
労
判
六
二
四
号
三
回
頁
)
、
「
憲
法
一
一
一
一
条
の
定
め
る
法
定
手
続
の
保
障
が
行
政
手
続
に
及
ぶ
と
解
す
べ
き
場
合
で
あ
っ

て
も
、
行
政
手
続
は
、
刑
事
手
続
と
そ
の
性
質
に
お
い
て
お
の
ず
か
ら
差
異
が
あ
る
か
ら
、
当
該
行
政
手
続
に
お
い
て
、
刑
事
手
続
に
お
け
る

保
障
と
同
様
向
程
度
に
、
事
前
の
告
知
、
弁
解
、
防
禦
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
地
方
公
務
員
法
等
の
規
定
す

る
地
方
公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
制
度
の
趣
旨
、
懲
戒
手
続
の
構
造
、
懲
戒
処
分
の
種
類
等
に
か
ん
が
み
る
と
(
中
略
)
少
な
く
と
も
、
被
懲
戒

者
た
る
控
訴
人
ら
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
懲
戒
対
象
の
非
違
行
為
た
る
本
件
行
為
の
概
要
を
知
ら
せ
た
上
、
そ
の
主
要
な
事
実
の
存
否
に
つ

き
本
人
に
確
認
す
る
機
会
を
与
え
る
必
要
が
あ
」
る
と
す
る
も
の
(
東
京
高
判
二
O
O
一
(
平
成
二
二
)
年
月
三
O
日
判
時
一
七
七
八
号
三
四

頁
)
が
あ
る
。

(
お
)
拙
稿
「
公
務
員
法
と
労
働
法
の
距
離
」
労
研
五
O
九
号
(
二
O
O
二
年
)
(
以
下
、
「
拙
稿
・
前
掲
「
距
離
」
」
)
一
一
一
一
一
頁
以
下
、
二
六
頁
参
照
。

(
却
)
フ
ラ
ン
ス
の
実
務
家
ガ
ズ
イ
エ
は
、
そ
の
著
書
「
世
界
の
公
務
員
制
度
」
の
中
で
、
わ
が
国
を
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
の
固
と
し
て
紹
介
す

る
o
d

、。白N-m円
(

明

-
Y
F
町二。ロ
n
c
oロ
吉
Z
F
S
C
m
e
=目

-m
富
。
コ
色
町
咽
司
呂
田

-
n
ε
F
-
S
N曲目
v

ピ
・
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
距
離
」
二
三
頁
以
下
参
照
。

(
却
)
こ
こ
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
た
と
え
ば
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
が
用
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
|
|
国
家

-
種
採
用
者
を
キ
ャ
リ
ア
と
し
、
そ
れ
以
外
の
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
職
員
と
区
別
す
る
シ
ス
テ
ム
|
!
と
は
意
味
を
異
に
す
る
。

(
む
)
大
綱
の
紹
介
・
検
討
と
し
て
、
「
特
集
・
公
務
員
制
度
改
革
」
ジ
ユ
リ
一
一
一
一
一
六
号
(
二
O
O
二
年
)
掲
載
の
鼎
談
・
論
文
、
「
特
集
・
こ
れ

か
ら
の
公
務
員
制
度
」
都
問
五
五
巻
一
号
(
二
O
O
一
二
年
)
所
収
の
論
文
の
他
、
川
田
琢
之
H
高
橋
滋
「
公
務
員
法
」
法
教
二
六
O
号
(
二
O

O
二
年
)
一
一
一
一
一
貝
以
下
、
西
谷
敏
H
晴
山
一
穂
編
『
公
務
員
制
度
改
革
』
(
大
月
書
庖
、
二
O
O
二
年
)
、
川
田
琢
之
「
「
公
務
員
制
度
改
革
大

綱
」
の
閣
議
決
定
」
労
働
九
九
号
(
二
O
O
二
年
)
一
一
一
一
七
頁
。
大
綱
の
全
文
は
、
ジ
ュ
リ
一
一
一
一
一
六
号
(
二
O
O
二
年
)
一
一
一
一
頁
以
下
。

(
泣
)
大
綱
が
長
期
雇
用
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、

川
田
・
前
掲
一
四
O
頁
、
同
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
の
分
析
」
ジ
ユ
リ
一
一
一
一
一
六
号
(
二
O
O
二
年
)
六
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
山
本
隆

司
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
の
分
析
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
一
一
六
号
(
二
O
O
二
年
)
六
二
頁
は
、
公
務
員
制
度
に
は
長
期
雇
用
が
維
持
さ
れ
る
べ
き

と
す
る
。

(
出
)
皆
川
治
康
H
小
早
川
光
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
の
手
続
的
統
制
」
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
・
前
掲
書
二
八
O
頁
。

(
弘
)
後
に
み
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
も
行
政
手
続
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
ず
、
わ
が
国
で

論

北法54(1'20)20



フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

は
か
つ
て
、
わ
ず
か
に
発
達
し
た
行
政
手
続
法
を
具
え
て
い
る
固
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
(
橋
本
公
百
一
「
行
政
手
続
」
田
中
二
郎
H
原
龍
之

介
H
柳
瀬
良
幹
編
『
行
政
法
講
座

3
行
政
救
済
』
(
有
斐
関
、
一
九
六
五
年
)
五
七
頁
)
。
ま
た
、
一
九
四
八
年
に
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
グ
ロ

l
は、

フ
ラ
ン
ス
で
手
続
法
制
の
整
備
お
よ
び
学
問
的
研
究
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(
F
g
m
g
E。・)・喝さ
n
E
C
B
邑
B
E
E
5
2
5
0
E
E同

邑
E
亘
書
虫
R
m・
o-
同

-
3お暗唱・

2
唱
・
ラ
ン
グ
ロ

l
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
南
博
方
『
行
政
手
続
と
行
政
処
分
』
(
弘
文
堂
、
一
九
八
O
年
)
コ
一

頁
(
初
出
・
一
九
七
六
年
)
、
皆
川
治
資
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
の
手
続
的
統
制
(
一
こ
白
研
五
九
巻
一
一
号
(
一
九
八
三
一
年
)
(
以
下
、

「
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
一
)
」
」
)
一
二
九
頁
、
海
老
沢
俊
郎
『
行
政
手
続
法
の
研
究
』
(
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
)
二
八
頁
以
下
、
宮

崎
良
夫
「
行
政
手
続
法
の
構
造
転
換
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
「
二

O
世
紀
シ
ス
テ
ム

5
国
家
の
多
様
性
と
市
場
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
八
年
)
一
二
三
頁
参
照
。
)
。
事
実
、
行
政
法
学
者
に
よ
る
行
政
手
続
研
究
と
な
る
と
、
一
九
世
紀
の
ラ
フ
エ
リ
エ

l
ル
や
二

O
世
紀
初

頭
の
オ
l
リ
ゥ
に
よ
る
若
干
の
分
析
が
あ
る
も
の
の

(
E
P豆
町
白
色
-Y
叶
呂
忠
号

Z
Z
E
E
-
g
〉
且
ヨ
ロ
5
5
C
5
2
a
g
B
g
R
2
0
=四
S
E
E
P
N
O

E
-
-
H
戸
田
町
『
m
R
'
Z三田
E
-
F
Zま
・
唱
-M凶
C
m
Z・4
2
2
E
E
(玄
-
Y
2
0
5
色町』
Eユ
名
門

E
g
n
n・4
・
u
・
Mnbp岨同
M
-
N
3
2
M
・
)
、
そ
の
重
要
性
は
過
小
評

価
さ
れ

(J.
リ
ヴ
エ
ロ
著
兼
子
仁
H
磯
部
力
H
小
早
川
光
郎
編
訳
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
)
一
一
七
頁
、

一
千
田
和
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
手
続
法
制
の
概
要
と
特
色
」
法
時
六
五
巻
(
一
九
九
三
年
)
六
号
七
六
頁
参
照
)
、
体
系
的
研
究
は
ご
く
最
近
ま

で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
一
九
五
六
年
に

J
.
M
.

ォ
l
ビ
ィ
が
著
し
た
「
非
訴
訟
的
行
政
手
続
」
と
題
す
る
論
文
(
〉
E
S
(
H
E
Y
-
y

z
-
E
n
E
E『
白
色
E
E
S
a
z
m
ロ
Cロ
g
口
広
三

5
5タ
0
・・

3
虫・目
u

・

s・
)
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
手
続
研
究
の
出
発
点
で
、
学
説
に
よ
る
体

系
化
、
と
り
わ
け
テ
l
ズ
(
博
士
論
文
)
に
よ
る
そ
れ
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
六
0
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
(
リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲

書
一

O
三
頁
、
兼
子
仁
「
行
政
法
学
に
お
け
る
手
続
法
の
概
念
」
兼
子
仁
H
磯
部
力
編
『
手
続
法
的
行
政
法
学
の
理
論
』
(
勤
草
書
房
、
一
九
九

五
年
)
六
頁
参
照
。
行
政
手
続
を
素
材
と
す
る
テ
l
ズ
に
つ
い
て
は
、
兼
子
仁
H
磯
部
力
H
村
上
順
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
史
』
(
岩
波
書
居
、

一
九
九
O
年
)
七
二
頁
(
兼
子
執
筆
)
参
照
。
)
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
手
続
法
研
究
が
、
諸
外
国
の
統
一
的
行
政
手
続
法
典
の
例
と
と
も
に
そ
の

後
の
諸
改
革
法
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
E
5
3
2・X
Z宅
住
吉

(
H
Y
P
O広
邑
E
巳目

E
R
U白
ZON--
。Z
P
N
O
O
N
-
℃
・
ニ
ご
。

(お

)
E
Z
Z
3・γob--ロ』
5
5
2
。ごか甘『開出回
5
S
E
R
-司
-
5
2
8
2
z
=∞
Z
P
E
n
E
Cロ
-uEE』
E
P
F
。

0
・
H
-
3
S咽
(
以
下
、
「
∞
白
Z
P
叶志田町」)@同
y
、円そ

の
他
の
懲
戒
に
関
す
る
保
障
と
し
て
は
、
処
分
の
限
定
列
挙
、
一
事
不
再
理
、
二
重
処
罰
の
禁
止
、
理
由
附
記
等
が
あ
る
。
わ
が
国
の
よ
う
な

処
分
事
由
の
列
挙
が
な
い
こ
と
、
他
の
不
利
益
処
分
に
も
懲
戒
手
続
と
同
様
の
事
前
手
続
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
序
章
第
四

節
参
照
。
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説

(
お
)
答
申
に
拘
束
力
は
な
い
が
、
ほ
ほ
こ
れ
に
従
う
処
分
が
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
〈
門
川
町
n
m
-
-
四
(
何
百
四
玄
曲
目
(
。
Y
問
、
町
田
o
a
g
z
E
m
g
-
-お
gEM色町

Z
P
R
E
S
宮
E
S
E
p
m
m
〈
・
邑
E
・
咽
否
。
。
・
唱
-
u
s
e
r
-
o
p
ベ
耳
目
夕
方
・
-
N
P
唱
-
M
2
・
ま
た
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
九
二
頁

(
初
出
・
一
九
六
八
年
)
参
照
。

な
お
、
答
申
に
二
疋
の
効
力
持
た
せ
る
た
め
、
懲
戒
権
者
が
審
議
会
答
申
と
異
な
る
処
分
を
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
国
の
官
吏
の
懲
戒
手
続
に
関
す
る
一
九
八
四
年
一
O
月
二
五
日
の
デ
ク
レ
八
四
|
九
六
一
号
八
条
)

0

(
幻
)
兼
子
・
前
掲
書
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
」
二
九
一
頁
以
下
(
初
出
・
一
九
六
八
年
)
、
中
村
紘
一
・
前
掲
四
三
頁
以
下
、
田
辺
・
前
掲
「
公

務
員
懲
戒
」
一
一
一
頁
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
裁
判
官
の
身
分
保
障
」
上
法
三
八
巻
二
号
(
一
九
九
四
年
)
(
以
下
、
「
田
辺
・
前
掲
「
裁

判
官
身
分
保
障
」
」
)
一
二
八
頁
以
下
参
照
。

(
お
)
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
八
三
頁
(
初
出
・
一
九
六
八
年
)
、
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
一
こ
二
三
ハ
頁
、
中
村

紘
一
・
前
掲
四
一
官
具
、
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
一
O
八
頁
。

(
却
)
た
と
え
ば

M
・
ワ
リ
l
ヌ
は
、
欠
点
を
指
摘
し
つ
つ
(
「
ま
と
め
に
か
え
て
」
参
照
)
、
対
審
手
続
が
フ
ラ
ン
ス
行
政
を
健
全
化
し
、
政
治
的

情
実
主
義
を
減
ら
す
こ
と
に
寄
与
し
て
き
た
と
す
る
。
〈
-
名
曲
}
呂
町
(
玄
-
Y
P
E
〉
込

E
ロ
回
目
E
門
戸
斗
m
b
a
-
-
叶
『
包
雪
印
』
『
刊
可
4
3
3
岨
同
v
・
ゴ
M
-
そ
の
他
、
〈
-

色町「白戸田σ白色ん山『町四円担巴雪g・0目
yn-Fよ
y

】品凶町四回」〉EZ)『(』・，F向
-Y〉Zσ)『(』
-

E

∞
・
)
L
g
ロ
七
-
m
司
伺
(
ロ
・
)
開
門
司
包
一
-
m
『
阻
止
(
〉
-
Y
0
3
=
a
m
z
r
=
n
z
o
=
-
v
E
Z
F
G
Z
m
-

品
O
E
-
-
U
白
-
-
o
p
N
O
O
N
-
匂
・
-
2
・

(
刊
)
リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲
書
二
三
四
頁
。

(
H
U
)
U巳
-
Z
(
。
y
o
g
x
交
山
口
色
町
円
色
『
。
昨
白
色
S
5
5
月
『
白
押
F
『
咽
戸
。
・
0
・
H
・
3
也
、
ア
司
・
5
∞
町
四
開

(
m
M
)

豆
Z
E
-
-
R
S
・
)
-
E
B
E
E
R
S
S
E
a
g
丘
町
『
色
E
・
5
n
-
m
a
z
o
-
E
戸
。
E
E
M
N
R
E
3
2
・
閉
山
町
〈
・
邑
ヨ
・
・
3
同
勺
-
S
品
・

(
日
)
多
賀
谷
・
前
掲
「
行
政
手
続
法
(
二
)
」
一
O
七
頁

(
叫
)
〈
-
L
F
S
5
2
(
〈
・
∞
-
Y
F
h
w出
向

V
-
E
-
勺
再
開
m
E
h
『
白
E
H
a
m
u
g
-
丹
念
E
E
E
『
宮
司
g
a
q
ロ
円
四
〉
且
B
-
5
2
『
曲
押
さ
m
e
-
a
h
H
-
∞

5u〉司・斗
Ar
玄
O
E
『
間
開
。
=
(
』
y
c

『
か
勺
ヨ
町
田
2
0
ロ
白
a
i
s
-
2
2
『
包
囲
〈
少
戸
・
。
・
0
?
一
唱
。
、
ア
勺
品
。
h
f
u
o
σ
σ
g
n
Z
(
円
リ
・
)
2
2
n
n
F
(』
l

(

リ
・
)
唱
。
。
口
問
。
E
r
w
E
H
邑
B
S
Z
R
陪
門
戸
凶
伺
匙
-
-
u
a
-
O
N
-
-
。
唱
{
}
・
-u

u
M
-
a
F
-
n
Z
吉
田
(
m
-
Y
U
S
宮
同
国
5
5
5
5
2
『
加
古
和
『
担
ア
ー
『
・
戸
-
r
E
ニ
玄
0
2
n
F
5
a
-
m
p
M
O
O
-
(
以
下
、
「
n
Z
8
5
唱
。
〉
。
同
」
。
)
咽
唱
・
遺
品
・
リ
ヴ
エ
ロ
・

前
掲
書
二
三
四
頁
参
照
。

(
M
M
)

同開由民(。-Y「mw
胃
o
n
E
E
お
邑
ヨ
2
2
『
m
w
門
戸
〈
刊
ロ
。
=
g
ロ
円
2
5
5
P
F
-
。
・
0
・
』
・
・
3
2
4
甘
・
凶
∞
。
・

論

北法54(1・22)22



フランスにおける公務員の不利益処分手続(1 ) 

(
必
)
〈
・
。
5
刊
見
(
玄
-Y
「白色
FRe--5
品開閉内
0
2
2
0
=こ
uEσ
一S
Ea-
司
呂
田
'
石

-M-
司
-M
一寸・

2
5
3
(
H
Y
U
S
F同
邑
ヨ
吉
田
辺
『
包
声
。
白
=ON--申
ao--u・
3
h
F
凶∞岱同丹

念円
weR同
町
戸
信
号
陪
円
形
吋
白
(
〉

Y
〈刊ロ刊
N
5
2・
，
門
川
)
伺
円
。
さ
色
町
B
m同(
J

ヘ
-Y
叶
『
白
-
芯
仏
向
島
-CE
匝且
B
5
5同『担江戸叶・

MLwm
和色・・円、.。・

0
H
-
}
喧喧一
Ne
℃・-品一凶

am--

玄。叫
-mmwマF
M
G
・)・0『
OF円安田
g
s
z同『伊江戸間
y
d
司
J
3∞
唱
七
-
E叶・

裁
判
手
続
化
の
傾
向
は
今
世
紀
初
頭
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
〈
-
回
。
ロ
ロ
白
『
仏

(
m
-
Y
o
m
-
2
8
5
2
8
岳
山
己
主
吉
耳
目
円
四
g
P
E
E
Sヨ
ヨ
2
2
官
こ
町
出

向
。
尽
き
ロ
ロ
号
町
田
宮
σznp
切

O
E
g
g
-
-
き
凶
(
以
下
、
「
回
。
ロ
ロ
由
主
叶
志
田
町
」
)
・
-y
∞・回。ロ
E
E
(
m
-
Y
司『
-bng
門田町内田『
2
円
邑
5
5
2『
邑
戸
∞
】
『
3
・
-3u-
同y

M申
APQσ
明『
F
O司
門
戸
勺
-M
コe
o
c開
EF円
(
「
)
・
↓
『
包
忠
島
町

ι
8
x
n
c
=目
E
E
z
o
=
=
m
f
H
E
-
可白コ
p
-
S凶・同
Y
M
3
2
m
J
E
Eュ。
E
(玄
-Y目
Jbn仲間且刊仏『。昨

邑
呂
ロ
岡
田
円
『
邑
『
町
二
5
ζ
Z
E
n
-
-
M
m
E・円
2
5
2
吉田町

2

8
民
間
口
門
司
国
『
〉

z
gロ
C
F
印可
3
・
3
出
七
・
斗
a
f
d宅
島

-50(冨
-Y
同
イ
白
忘
窓
口
】
B
E『白色白

色『
2
2
ι
5
5
5
5門戸
Z
E
-
-
∞
5
ア

-
3
M
(以
下
、
「
を
と
百
タ
叶
開
。
〉
」
)
咽
唱
-
E
N
当日・
5

5
・)eF・〉且
g
F
E
m
E
E
O
E
m
g
呂
町
宮
宮
E
a
z
P
R
E
-
-

3
8・戸
2
5明『『
8
2
2・℃
-M申
hp
同》
5
5
5包
(
玄
-YF四
時

C
R
Eロ
E
5・4
・N
・
0
2
0
5
2
0
Z
G邑
。
ロ
F
M叩
E
J
∞刊
G
q
H
Z
2白
Ez--
ヨ
凶
七
-M出
・
な
お
、

印白
Z
P
-
5
8
が
「
裁
判
手
続
化
」
を
扱
っ
た
テ

i
ズ
で
あ
る
。

(
幻
)
中
村
博
『
公
務
員
懲
戒
法
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
七
O
年
)
六
四
頁
以
下
、
山
岸
喜
久
治
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
公
務
員
懲
戒
法
」
早
法
六
四
巻

四
号
(
一
九
八
九
年
)
三
九
三
頁
参
照
。

(
岨
)
高
等
教
育
の
教
員
と
司
法
裁
判
所
司
法
官
の
懲
戒
裁
判
所
制
度
は
一
九
世
紀
に
、
州
会
計
院
の
構
成
員
に
つ
い
て
の
そ
れ
は
、
会
計
院
構
成

員
の
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
八
二
年
七
月
一
O
日
の
法
律
で
、
そ
れ
ぞ
れ
創
設
さ
れ
た
。
司
法
裁
判
所
司
法
官
に
つ
い
て
は
、
第
五
共
和
制

憲
法
六
五
条
四
項
に
基
づ
き
、
司
法
官
職
高
等
評
議
会

(
Qロ∞
2
5
E
1
2
2
E
m
E
玄白
m
E
S
E『
伺
)
が
懲
戒
審
議
会

(ggo--
庁
全
E
Z
=刊
)
と

い
う
名
称
の
懲
戒
裁
判
所
を
開
く
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
江
藤
伶
泰
「
フ
ラ
ン
ス
の
司
法
改
革
制
度
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
戦
後
改
革

研
究
会
『
戦
後
改
革
4
司
法
改
革
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
)
凹
七
六
頁
、
山
口
俊
夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法
上
』
(
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
八
年
)
二

O
三
頁
、
田
辺
・
前
掲
「
裁
判
官
身
分
保
障
」
一
五
O
頁
以
下
、
滝
沢
正
『
フ
ラ
ン
ス
法
(
第
二
版
)
』
(
三
省
堂
、
二

0
0
二
年
)
一
四
七
頁
以
下
参
照
。

(
羽
)
既
に
わ
が
国
で
も
、
懲
戒
審
議
会
手
続
に
は
裁
判
手
続
の
本
質
的
側
面
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
が
あ
る
(
田
辺
・
前
掲
「
裁

判
官
身
分
保
障
」
二
三
頁
、
一
七
三
頁
参
照
)

0

(
印
)
財
政
法
律
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
悟
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
財
務
統
制
」
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
編
・
前
掲
書
八
四
頁
参
照
。

(
日
)
一
般
に
、

E
5
1
0
1」
は
「
職
員
」
、
「
。
5

5『
」
は
「
工
員
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
た
と
え
ば
、
保
原
喜
志
夫
「
オ
ル

l
法
と
改
正
労
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説論

働
法
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
コ
一
O
六
号
(
一
九
八
四
年
)
七
九
頁
)
。
こ
の
区
分
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
!
と
ブ
ル

l

・
カ
ラ
ー
と
の
区
分
に
相

当
す
る

(
C
S
E
P
E
a
-
)
町四回

veg-R(』
)
-
P
S
E
P
2色
。
玉
z
a
-
-
g
-
E
N
-
-
3ド
℃

5
ド
自
5
3
Q・
)
開
門
的
白
星
言
。
・
)
-
P。
=
皆
、
『
円
安
包
「

-NOE--O包
-ON--
唱唱凶咽同
u・

s・
)
。
し
か
し
、
両
者
を
区
分
す
る
理
論
上
の
標
識
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
〈
・
明
E
ロmo-田(「
y
r担
金
巳
E
n
E。ロ開口胃
0
0
5℃-。『和田町円
OE〈江町円回目白色『。ぽ色一明言釦口門戸
-un-加
0・同門担ロ
S
v
g
a
H
S
-
5
P
F恒
国

3-0・明白
nE-芯色町
aSF円安
w

FF伊
明
白
咽

-
A
W
岱
凶
@
勺

-
M
∞Nm同開

(
臼
)
一
九
O
五
年
法
六
五
条
の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
一
節
参
照
。

(
日
)
。
ι
g
ヱm
-
Y
F
g
U
8
5♀
n
g
o
b
P
5
P
開・
0
・
の
・
問
咽
這
出
-
-
Y
A
む・

(
日
)
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
単
に
行
政
手
続
(
唱
g
n
E
C
B
邑
呂
ロ
E
E
E
S
)
と
い
う
場
合
は
行
政
裁
判
手
続
を
意
味
し
、
事
前
行
政
手
続
は
非
訴
訟
的

行
政
手
続
(
可
8
8
a
E
m
邑
E
S
S
E
g
=。
=
g口問
g
E
2
8
)
と
言
わ
れ
、
「
行
政
行
為
の
生
成
と
策
定
に
関
す
る
法
規
範
の
総
体
」
と
定
義
さ
れ

る
。
〈
・
回
虫
志
-
g
q
Q・)ゆ
-
4
2
E
E
B
邑
B
E鬼門目見守伺ロ。ロ
g
E
Bロロ
m
g
p
巴
与
2
邑
g
a
n
-
-宗
門
タ
ロ
守
口
有
呂
。
ロ
号

-aR円n
L
-
n・
p
・
-u・
3
0
'
-
L
申告
a

u
・
口
。
∞
・
フ
ラ
ン
ス
行
政
手
続
一
般
に
つ
い
て
は
、
多
賀
谷
一
照
「
ラ
テ
ン
諸
国
の
行
政
手
続
法
」
雄
川
一
郎
H
塩
野
宏
H

園
部
逸
夫
編
『
現
代

行
政
法
大
系
3
行
政
手
続
・
行
政
監
察
』
(
有
斐
関
、
一
九
八
四
年
)
(
以
下
、
「
多
賀
谷
・
前
掲
「
ラ
テ
ン
」
」
)
四
五
頁
、
皆
川
H

小
早
川
・
前

掲
二
七
五
頁
参
照
。

(
日
)
同
法
に
つ
い
て
は
〈
・

u
n
z
zロミ(回・)・

Z
E
E
-
M
雪
ロ
-
N
C
C
C
E包囲
5
2
H
♀

8
5
色町田

n-S百
三

E
g
-
E
Z
E
a
5
5
を
mn
一刊国

mw
門田
5
5
2円『曲
20ロ
p
m・
o
・
-y-M000・
可
-
ニ

2
・明白円
g
ロ(同
y
y
F町田弘『
HCZ
込町田町仲間。
uEUロ印斗釦ロ田

-
n
z
a
B
E
E
C口出虫、開町一冊目白色
B
Z
Z
q白EC口
F
〉・』・

0
・〉
-e

N000・由回・品
J

ご・

(
日
)
同
法
に
つ
い
て
は
、
久
保
茂
樹
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
行
為
の
理
由
附
記
(
二
・
完
)
」
民
商
八
七
巻
六
号
(
一
九
八
三
年
)
八
七
三
頁

以
下
参
照
。

(
訂
)
同
デ
ク
レ
に
つ
い
て
は
、
交
告
尚
史
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
と
公
衆
の
関
係
改
善
(
二
、
(
一
て
完
こ
六
甲
台
一
二
一
巻
四
号
一
四
五
頁
、

三
一
一
巻
一
号
(
一
九
八
五
年
)
一
頁
以
下
、
磯
部
力
「
諮
問
手
続
立
法
化
の
課
題
」
法
時
五
八
巻
一
号
(
一
九
八
六
年
)
五
七
頁
、
多
賀
谷
・

前
掲
「
行
政
手
続
法
(
二
)
」
一

O
三
頁
、
多
賀
谷
一
照
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
手
続
法
(
二
、

2
7
完
)
」
自
研
六
四
巻
五
号
九
七
頁
、
七
号
(
一

九
八
九
年
)
(
以
下
そ
れ
ぞ
れ
、
「
多
賀
谷
・
前
掲
「
行
政
手
続
法
(
一
)
」
」
、
「
多
賀
谷
・
前
掲
「
行
政
手
続
法
」
(
=
一
)
」
」
)
一
O
五
頁
、
多
賀

谷
一
照
「
行
政
手
続
法
ほ
か
」
日
仏
一
四
号
(
一
九
八
六
年
)
一
一
一
一
一
頁
、
皆
川
・
前
掲
「
今
日
」
八
三
頁
以
下
、
平
田
・
前
掲
七
八
頁
参
照
。
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フランスにおける公務員の不利主主処分手続(1)

こ
の
デ
ク
レ
は
、
行
政
の
一
般
市
民
に
対
す
る
従
来
の
官
僚
主
義
的
対
応
の
反
省
と
し
て
、
行
政
の
一
方
的
行
為
の
権
力
性
を
緩
和
す
る
と
い

う
同
じ
目
的
を
追
求
し
た
一
九
七
0
年
代
の
一
連
の
行
政
改
革
法
令
の
一
環
で
あ
る
(
担
話
8
2
者
包

B
P
8・
nFf
司・ご斗

-
E
5
s
g
d・
8
・
2よ

口
。
=
・
)
。
改
革
の
方
向
と
内
容
に
つ
き
、
小
早
川
光
郎
「
パ

l
ル
政
府
の
行
政
法
制
改
革
」
日
仏
一
一
号
(
一
九
八
一
年
)
五
九
頁
参
照
。

(
問
)
一
九
八
三
年
デ
ク
レ
は
、
従
来
の
判
例
法
理
や
個
別
法
の
集
大
成
と
し
て
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
と
さ
れ
る
。
〈
・
田
監
志

-msu〉
岳
-
n
-
f
=。
5
・

(
印
)
諮
問
手
続
に
つ
い
て
は
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
三
七
頁
以
下
が
詳
し
い
。
そ
の
他
、
多
賀
谷
・
前
掲
「
ラ
テ
ン
」

四
七
頁
、
磯
部
・
前
掲
「
諮
問
手
続
立
法
化
の
課
題
」
五
三
頁
以
下
参
照
。
公
務
員
法
に
も
多
数
導
入
さ
れ
て
お
り
、
懲
戒
審
議
会
制
度
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。
労
使
同
数
構
成
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
五
二
頁
以
下
、
二

八
五
頁
以
下
参
照
。

(
伺
)
次
の
よ
う
に
も
訳
さ
れ
る
。
「
防
禦
の
自
由
の
原
理
」
(
神
谷
昭
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
研
究
』
(
有
斐
関
、
一
九
六
五
年
)
三
O
九
頁
、
「
弁

明
権
の
保
障
」
(
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
」
四
O
頁
(
初
出
・
一
九
六
七
年
)
、
一
一
二
頁
)
、
「
防
御
(
禦
)
権
(
の
)
保
障

(
の
原
則
)
」
(
磯
部
・
前
掲
「
行
政
手
続
に
お
け
る
防
禦
権
の
保
障
」
八
O
頁
、
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
一
)
」
一
二
五
頁
以
下
、
同
・

前
掲
「
今
日
」
七
二
頁
)
、
「
防
御
権
の
尊
重
の
原
理
」
(
滝
沢
正
門
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
理
論
』
(
有
斐
関
、
一
九
八
四
年
)
(
以
下
、
「
滝
沢
・

前
掲
書
「
理
論
』
」
)
二
O
頁
(
初
出
・
一
九
八
三
年
)
、
「
防
禦
権
原
理
」
(
伊
藤
洋
一
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
判
例
に
お
け
る
「
法
の
一
般
原
理
」
に

つ
い
て
」
法
協
一

O
三
巻
八
号
(
一
九
八
六
年
)
一
六
二
六
頁
、
二
ハ
三
四
頁
)
等
が
あ
る
。

(
引
)
「
行
政
の
活
動
に
よ
っ
て
権
利
や
利
益
を
侵
害
さ
れ
得
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
そ
の
生
成
過
程
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
防
御
手
段
、
少
な
く

と
も
意
見
を
表
明
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
手
続
」
と
定
義
さ
れ
る
(
〈
・
。
母
国
F
8・
2F-
司・∞
p
r
S
F
8・
2
・匂
-

M

∞
少
内
色
。
伺
刊
さ
ち
E-2

2
・)
-
z
n
o
=志
-
二
丘
三
和
伺
曲
一
志

2
5
2
ニ
2
2
5
包
E
E出向『邑
P
E
E奇問
E
H
-

「
。
・

0
Y
3
E
-も
a
M
唱
。
・
)
。
防
御
権
の
法
理
を
紹
介
す
る
邦
文

献
と
し
て
、
磯
部
・
前
掲
八
O
頁
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
一
一
一
頁
、
阿
部
泰
隆
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』
(
有
斐
閥
、

一
九
七
一
年
)
一
九
一
頁
、
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
一
)
」
二
一
五
頁
、
多
賀
谷
・
前
掲
「
行
政
手
続
法
三
)
」
九
九
頁
、
同
・
前
掲

「
行
政
手
続
法
会
乙
」
一

O
七
頁
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
編
・
前
掲
書
『
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け
て
』
七
四
百
円
、
皆
川
H

小
早
川
・
前
掲

二
九
九
頁
、
阿
部
・
前
掲
書
『
行
政
の
法
シ
ス
テ
ム
(
下
)
』
五
一
六
頁
。

(
位
)
具
体
的
に
は
、
適
用
範
囲
・
手
続
内
容
と
も
に
一
部
拡
張
一
部
制
限
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
八
三
年
デ
ク
レ
と
二
0
0
0
年
法

律
は
、
と
も
に
公
務
員
関
係
に
は
適
用
さ
れ
な
い
(
一
九
八
三
年
デ
ク
レ
四
条
、
二
O
O
O
年
法
律
一
八
条
二
項
)
。
そ
の
理
由
は
、
既
に
詳
細
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
叩
)
。
ι
g
f
u
n
-
E
円
H
P
2
5
ロ
叶
8
5立
2
4。
g
z
q
u
g
門
広
n
z
z
=
。
白
q
g
p
o
-
v
・

s・
-
唱
・
主
唱
。
a
g
円
(
河
y
n
o
ロ
n
-
・
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F
U
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3a・
0
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u
n
H
円
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司
∞
ア
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向
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目
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加
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・
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円
一
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咽
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-
N
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閉
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匂
ω
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叶
-
r
z
p
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『
E
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M
・
ニ
∞
・
豆
包
M
-

・
8
2
f
-
u
・
ニ
メ
内
乱
o
m
m
『
O
唱
O
E
-
-
P
8
・

2
・
七
・
凶
M
∞
ト
g
m
-
者
四
回
一
町
四
回
『
白
F
E
E
-
8
・

2
・
七
-
M
∞
ア
玄
。
『
冊
目
E
・
8
・

S
F
-
唱
・
}
∞
ケ
〉
ロ
σ
『
内
向
。
門
担
問
0
・
0
M
M
・
2
f
司
凶
一
N
品
目
円
凶
一
N
J
ア
一
∞
『
包
ず
g
f
o目
y
g
f
-
v
・
M
M
-
e
m
G
白
E
円
p
n
c
z
n
一
回
巴
『
門
リ
・
伺
J

己」
E
-
-
唱。少
-
1

・
m
-
z
g
∞
〕
古
門
戸
田

明和田和『阻-am--開
乱

znF20口口町民・・河・

0
・-y--
叉
芯

Lv・-a凶・

(
れ
)
毛
田
】
固
定
(
y
h
y
F
O
司
江
口
n
-
苦
八
八
〉
ロ
e
k
E
E
B
司
白
コ
g
d
v
v
-
「
刊
の
C
E
5
-
色而
E
E
。
釦
『
由
E
a
U
5
F
b
R
W
E
H
O
S
Z
再
開
・
亡
〈
ヨ
マ
Z
E
B
-
-
ヨ
メ

同LEHmgσoE『加温司
-
u
o
u

(
刀
)
皆
川
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
一
)
」
、
同
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
合
三
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
の
手
続
的
統
制
(
三
)
」
自
研
六
O
巻
四
号

(
一
九
八
四
年
)
一
O
八
頁
以
下
、
同
・
前
掲
「
手
続
的
統
制
(
四
)
」
。
皆
川
・
前
掲
「
今
日
」
も
、
一
九
八
三
年
の
デ
ク
レ
の
紹
介
と
と
も

に
防
御
権
の
法
理
を
扱
う
。

(
刀
)
皆
川
H

小
早
川
・
前
掲
二
八
九
頁
。

(
日
)
一
九
八
九
(
平
成
元
)
年
一
O
月
の
行
政
手
続
法
研
究
会
(
第
三
次
)
中
間
報
告
は
、
ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
既
に
こ
の
点
を
指
摘
し

て
い
た
(
総
務
庁
行
政
管
理
局
・
前
掲
書
『
行
政
手
続
法
の
制
定
に
む
け
て
』
七
四
頁
)
。

序
章

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度

本
章
で
は
、
人
事
記
録
閲
覧
法
理
の
検
討
に
必
要
な
前
提
知
識
を
仕
入
れ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
全
体
を
、
そ
の
略
史
(
第
一

節
)
、
公
務
員
の
種
類
(
第
二
節
)
、
公
務
の
内
部
構
造
と
キ
ャ
リ
ア
(
第
三
節
て
さ
ら
に
不
利
益
処
分
制
度
(
第
四
節
)
に
分
け
て
概
観

す
る
。
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説

略
史1"

第

節

論

(
花
)

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
に
お
け
る
基
本
的
な
問
題
が
何
ら
か
の
形
で
現
れ
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
の
時
代
と
言
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
第
三
共
和
制
期
以
前
は
、
ご
く
一
部
の
官
吏
を
除
き
、
大
多
数
の
公
務
員
の
任
免
は
政
府
の
全
面
的
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

(
打
)

た
。
任
命
権
者
た
る
大
臣
等
の
恐
意
情
実
を
防
ぐ
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
救
済
も
き
わ

(

祁

)

(

乃

)

め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
。
官
吏
は
い
わ
ば
法
的
無
権
利
状
態
に
お
か
れ
、
ド
イ
ツ
や
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
特
別
権
力
関
係
に
類
似
の
状
況

(
別
)

で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
政
治
的
中
立
や
公
役
務
継
続
へ
の
貢
献
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、
官
吏
の
地
位
は
、
政
治
権
力
に
忠
実
な
か
ぎ
り
で

(
幻
)

思
恵
的
に
保
障
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
事
実
上
の
身
分
保
障
)
。

例
外
は
、
司
法
裁
判
所
司
法
官
や
高
等
教
育
の
教
員
、
陸
海
軍
士
宮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
そ
の
職
務
の
性
質
上
、
特
別
の
保
障
が

(
幻
)

必
要
な
官
吏
と
し
て
、
一
九
世
紀
前
半
以
来
、
法
律
で
身
分
が
保
障
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
懲
戒
裁
判
所
の

制
度
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
司
法
裁
判
所
司
法
官
に
つ
い
て
、
司
法
官
職
高
等
評
議
会

(
n
g
E
-
2
1ユ
町
民
号

g
g高
E
E
R
m
)
が
設

(
幻
)

置
す
る
懲
戒
審
議
会
に
懲
戒
裁
判
権
を
認
め
た
一
八
八
三
年
八
月
三
O
日
の
法
律
、
お
よ
び
、
高
等
教
育
の
教
員
に
つ
い
て
、
大
学
評
議
会

(
制
)

(向。ロおい】

q
d
E
5
2
5
に
懲
戒
裁
判
権
を
認
め
た
一
八
九
六
年
七
月
一

O
日
の
法
律
で
あ
る
。
今
日
の
公
務
員
懲
戒
制
度
一
般
の
原
型

(
白
山
)

は
、
武
官
の
身
分
に
つ
い
て
定
め
る
一
八
三
四
年
五
月
一
九
日
の
法
律
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
裁
判
手
続
化
に
つ
い
て
は
、
右
に
見
た
懲
戒

裁
判
所
制
度
の
部
分
的
浸
透
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

(
山
間
)

第
三
共
和
政
期
に
お
い
て
、
公
務
員
制
度
の
状
況
は
大
き
く
変
化
す
る
。

(一釘)

ま
ず
、
官
吏
の
地
位
を
規
定
す
る
諸
法
令
(
「
身
分
規
程
(
凹

E
E」
)
が
多
数
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
重
要
で
、
こ
れ
に
よ
り

(
鎚
)

階
層
上
の
上
司
の
権
限
が
狭
ま
り
、
官
吏
に
様
々
な
保
障
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
官
吏
一
般
に
適
用
さ
れ
る
身
分
規
程
(
「
一

北法54(1・28)28



(
約
)

般
身
分
規
程
す

E
E
t忠
邑
)
」
)
は
制
定
さ
れ
ず
、
職
種
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
膨
大
な
個
別
身
分
規
程
(
目

E
Z
ζ
E
E
-
-弓
)
の
存
在
が
こ

の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
個
別
身
分
規
程
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
の
は
、
上
記
の
司
法
裁
判
所
裁
判
官
、
教
員
、
陸
海
軍
士
官
の
他
、

(
卯
)

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
聴
聞
官
官

E
5
z
g
)
の
み
で
、
そ
の
他
の
官
吏
は
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
身
分
規
程
の
内
容
自
体
、

(
引
)

任
命
権
者
で
あ
る
執
行
権
が
自
由
に
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
(
政
府
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
身
分
保
障
)
。
他
方
で
、
特
定
の
問
題
に
つ
き
全

官
吏
を
対
象
と
す
る
法
律
が
い
く
つ
か
登
場
す
る
。
最
初
の
も
の
は
、
恩
給
に
関
す
る
一
八
五
三
年
六
月
九
日
の
法
律
(
一
九
二

O
年
四
月

(
川
出
)

一
四
日
の
法
律
で
改
正
)
で
あ
る
。
本
稿
が
検
討
す
る
一
九
O
五
年
法
六
五
条
も
そ
の
一
つ
で
、
か
っ
、
そ
れ
が
付
与
す
る
権
利
の
内
容
か

(
川
町
)

ら
特
に
重
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

一
九
世
紀
末
に
お
け
る
越
権
訴
訟
(
『
2
2
3

(
似
)

の
制
度
的
整
備
に
伴
い
、
公
務
員
の
不
利
益
処
分
が
越
権
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
、
二

O
世
紀
初
頭
に
は
損
害
賠
償

(

%

)

(

M

m

)

 

請
求
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
判
例
は
公
務
員
側
に
好
意
的
で
、
と
り
わ
け
、
一
九
O
五
年
法
六
五
条
が
こ
の
傾
向
に
寄
与
し
た
と
言

(
W
)
 

わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
定
法
が
不
十
分
な
状
況
の
下
、
無
数
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
例
が
法
令
の
空
白
を
埋
め
、
判
例
に
よ
る
身
分
規
程

(
悌
)

の
形
成
と
評
価
さ
れ
た
。

次
に
、
公
務
員
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
例
の
発
展
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

同

V
O
ロ『
O
M
5
A山
田
弘
司
旬
。
巴
〈
。
町
)

(
回
目
白

Z
ニ
ロ
江
省

E円
日

0
2
E
)

懲
戒
制
度
に
つ
い
て
は
、
官
吏
組
合
が
懲
戒
裁
判
所
制
度
を
他
の
官
吏
に
も
認
め
る
こ
と
を
要
求
し
、
政
府
は
二

O
世
紀
初
頭
に
、
懲
戒

(
川
町
)

審
議
会
に
よ
る
事
前
聴
聞
手
続
の
整
備
と
い
う
形
で
応
じ
た
。
懲
戒
制
度
の
裁
判
手
続
化
が
進
ん
だ
わ
け
だ
が
、
全
官
吏
に
つ
い
て
制
度
化

(
削
)

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
っ
、
免
職
等
の
重
大
な
処
分
に
そ
の
対
象
は
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
今
日
の
懲
戒
審
議
会
は
労
使
同
数
構
成

(
山
山
)

で
あ
る
が
、
当
時
の
多
く
は
職
員
代
表
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。

北法54(1・29)29

一
九
四
0
年
代
に
一
般
身
分
規
程
の
時
代
に
入
る
。
最
初
の
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
シ

l
政
権
下
で
の
一
九
四
一

年
九
月
一
四
日
の
法
律
で
、
こ
れ
は
従
来
の
個
別
身
分
規
程
と
判
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
政
権
の
性
格
を
反
映
し
た
権
威
的
な

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
は
、



説

(
m
M
)
 

も
の
と
言
わ
れ
る
。
結
局
、
同
法
施
行
の
た
め
の
細
則
は
定
め
ら
れ
ず
、

ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
な
い
ま
ま
、

一
九
四
四
年
八
月
九
日
の
オ
ル

北法54(1.30)30

ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。

論

初
の
本
格
的
一
般
身
分
規
程
は
、

-⑤。円円・

ロw
h
F
a

『m-m凶巴〈刊

mwロ明円相四四戸園田明
A

山口肌『曲目

島
町
田

一
九
四
六
年
一

O
月
一
九
日
の
法
律

9
2
E

(
問
)

叫

O
D
a
o
E包
門
戸
ロ
。
怠
0
M
M
室
・
)
(
以
下
、
「
一
九
四
六
年
官
吏
法
」
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
官
吏
の
身
分
が
法
律
で
保
障
さ
れ
る
こ
と

(

胤

)

(

防

)

に
な
っ
た
(
法
律
に
よ
る
身
分
保
障
)
。
同
法
は
、
従
来
の
判
例
法
理
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
一
九
四
六
年
の
第
四
共
和
制
憲
法
の

制
定
を
ふ
ま
え
て
官
吏
に
種
々
の
権
利
を
認
め
、
か
っ
、
公
務
の
民
主
化
も
推
進
さ
せ
た
。
全
官
吏
に
労
使
同
数
構
成
の
懲
戒
審
議
会
制
度

(
附
)

を
導
入
し
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
官
吏
法
は
、

(O三。ロロ

g
g
己
Z

A

F

ぼ〈・

3
u。
『
江
田
巴
〈

n
E
混血円三関白山口

m
g
-
a
g

一
九
五
九
年
二
月
四
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

(
m川
)

叫

O
ロ
n
E
S号。回咽口。
3
・M品
h

F

)

(

以
下
、
「
一
九
五
九
年
官
吏
法
」
)
で
改
正
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
五
共
和
制
憲
法
に
よ
る
立
法
事
項
と
命
令

事
項
の
配
分
に
対
応
す
る
改
正
で
、
内
容
に
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
。

こ
れ
ら
二
つ
の
官
吏
法
は
国
家
官
吏
の
み
を
対
象
と
し
、
市
町
村

(
g
B
B
E
m
)
官
吏
に
つ
い
て
は
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
の
法
律
が

(
市
町
村
法
典
第
四
編
)
、
県
官
吏
に
つ
い
て
は
各
県
議
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
規
程
を
定
め
て
い
た
。

一
九
八
一
年
に
発
足
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
は
、

四
つ
の
法
律
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
公
務
員
制
度
の
総
則
的
規
定
と
し
て
の
「
官
吏
の
権
利
お
よ
び
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月

一
三
日
の
法
律
(
戸
。
ζ
。
巴
ふ
岩

E
E
」
5
2
2
3
S
宮

E
E
舎。

5
2
s
z
m邑
Oロ
ニ
g
P
R
5
5呂
町
田
)
」
(
以
下
、
「
官
吏
法
第
I
部
」
)
、
「
国

家
公
務
の
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
八
四
年
一
月
一
一
日
の
法
律
(
戸
g

R
∞十

E
E
=
志
望
5

3
笠

宮

E
豆
島
田
吉
田
5
0吉
田

S
E
E
S

四

一
九
五
九
年
官
吏
法
を
廃
止
し
、
新
官
吏
法
を
制
定
す
る
。
こ
れ
が
現
行
官
吏
法
で
、

『ロ富田〈町田勧

Z
P
R
Eロ
宮

E
A
g
a
-同
E
)
」
(
以
下
、
「
官
吏
法
第

E
部
」
)
、
「
地
方
公
務
の
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
八
四
年
一
月
一
一
六

日
の
法
律

(
E
E。
∞
令
出

E
以
』
担
当
5

3笠
宮

5
2
e
6
2
E
Oロ回目
S
E
E
E
R
E
-
5
ユ
S
Fロ
2
8℃
5
5
z
m
g
E
S
E
-伺
)
」
(
以
下
、
「
官



吏
法
第
皿
部
」
)
、
「
病
院
施
設
公
務
の
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
八
六
年
一
月
九
日
の
法
律
子
♀
ロ
。
∞
令
出
旨
⑤
吉
宮
5
3
ま

ち
E

E

「
叩
叩
〕

島
田
吉
田
区
。
富
田
E
Z
E
5
2巳
邑
耳
目
勧

S
F
ロ
n
c
。
ロ
宮
σ
-
5
z
n
z
。
国
司
F
E
-
-
e
a
ν
(
以
下
、
「
官
吏
法
第

W
部
」
)
で
あ
り
、
こ
れ
ら
四
法
律
が
官
吏

(
問
)

一
般
身
分
規
程
(
官
吏
法
)
を
構
成
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
よ
る
条
文
の
引
用
は
、
便
宜
上
、
原
則
と
し
て
官
吏
法
第

I
部
と
第
E
部
に
限

定
す
る
。

新
官
吏
法
が
旧
法
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、

一
九
四
六
年
及
び
一
九
五
九
年
官
吏
法
が
国
家
官
吏
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
地
方
及
び
病
院
施
設
の
官
吏
も
一
般
身
分
規
程
の
対
象
に
含
め
た
点
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、

後
の
判
例
法
理
を
加
え
た
程
度
の
も
の
で
、
そ
こ
に
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
官
吏
制
度
の

基
礎
を
作
り
上
げ
た
の
は
一
九
四
六
年
官
吏
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
同
法
が
第
三
共
和
制
時
代
の
判
例
に
多
く
の
素
材
を
得
て
い
る
こ
と
か

一
九
五
九
年
官
吏
法
に
そ
の

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1 ) 

ら
す
る
と
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
例
こ
そ
が
公
務
員
法
制
の
創
造
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
布
)
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
史
に
つ
い
て
は
、
須
貝
惰
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
官
吏
制
度
」
銀
山
政
道
H
柳
瀬
良
幹
H
長
演
政
毒
H
須
貝
惰
一

H
辻
清

明
『
各
国
官
吏
制
度
の
研
究
』
(
プ
レ
ブ
ス
社
、
一
九
四
八
年
)
一
一
五
頁
以
下
、
長
谷
川
正
安
「
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
」
鵜
飼
信
成
H
辻
清
明
H

長
演
政
書
『
比
較
政
治
叢
書
l
』
(
勤
草
書
房
、
一
九
五
六
年
)
二
九
一
頁
以
下
参
照
。

(
河
)
一
九
五
三
年
の
時
点
で
グ
レ
ゴ
ワ
l
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
制
度
の
大
枠
は
一
世
紀
以
上
変
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
言
。
忠
明
2
5

(m・
)
-
E
F
R
E
C
ロ
勺
E
Z
5
E
P
F
5
5
5
〉

5
g
色
。
。
Z
P
3
2
・
司
・
吋
こ
。
そ
の
他
、
長
谷
川
・
前
掲
三
一
五
頁
、
植
野
妙
実
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
八
ム

職
に
お
け
る
男
女
平
等

(
I
)
」
比
雑
二
O
巻
三
号
(
一
九
八
六
年
)
(
以
下
、
「
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(
I
)
」」)一

O
頁
参
照
。

(
打
)
白
色
o
p
d
M和
田
町
姐
回
以
・
凶
唱
回
E
E
S
E
-
q
-
Y
呂
田
宮
】
5
色
町
-
e
昌
弘
ヨ
吉
岡
田
宮
色
。
=
『
『
自
前
回
一
出
向
E
-
∞
刊
さ
N
O目
的

-pn-0・MmEJY向。EnE52FOE--
由主泊四
V

己申

(
花
)
官
吏
に
対
す
る
政
府
の
行
為
は
、
純
粋
行
政
行
為
2
.
2
5
母
吉
見
邑
ヨ
5
5
5
E
=
)
で
あ
る
と
し
て
、
越
権
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

懲
戒
処
分
の
場
合
、
多
く
の
官
吏
に
つ
き
、
懲
戒
権
者
に
よ
る
処
分
権
行
使
を
制
約
す
る
明
文
の
規
定
が
全
く
な
く
、
裁
判
統
制
に
き
っ
か
け

を
与
え
る
い
か
な
る
要
素
も
見
出
さ
れ
得
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
〈
・
E
5
8
2
・
)
e
F
m
m
ヨ
a
E
『
町
田
円
。
三
お
吉
弘
5
2
邑
l

jヒ{土54(l・31131



5見宅全b.a岡

邑
ロ
E
S巴
g
P
2
2
P
3冨
(
以
下
、
「
E
g
g
-
司
zb
回目」)咽同
y
-
2・
。
純
粋
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
洋
一

(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
)
四
六
頁
以
下
参
照
。

損
害
賠
償
請
求
も
公
権
力
無
答
責
(
号
何
回
司
S
S
E
-忠
弘

m
E
宮
E
g
n
m
E
E宮
町
)
の
原
則
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
た
。
〈
-ESE-
↓Z
F
司・凶

a
r
ω
告
F
2・∞
-
Y
U
S
E
-匝
甘
口
E
S
宮
Z
5
5・玄曲目印。
P
3
s・目
u

・
3
・
晴
山
一
穂
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
官
吏
関
係
論
の
検
討
(
こ
」
論

叢
九
七
巻
三
号
(
一
九
七
O
年
)
(
以
下
、
「
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
一
)
」
」
)
一

o=一
頁
、
小
原
清
信
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
法
」
九
法

五
二
号
(
一
九
八
六
年
)
二
七
頁
、
橋
本
博
之
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
全
面
審
判
訴
訟
の
位
置
づ
け
(
二
こ
国
家
一

O
二
巻
一
一
・
一

二
号
(
一
九
九
O
年
)
(
以
下
、
「
橋
本
・
前
掲
「
全
面
審
判
訴
訟
台
三
」
)
七
一
二
頁
注
(
四
O
)
参
照
)
。
た
だ
し
、
俸
給
や
恩
給
(
退
職

年
金
)
に
関
す
る
通
常
の
行
政
訴
訟

(ngぉ
REHH
包
呈
亘
書
白
Z
E
E
-
E
5
)
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
三
)
」

九
四
頁
参
照
。

(
m
m
)

印号同
f
o司-
n
F
F
・
-
U
3・
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
こ
」
九
三
頁
、
小
原
・
前
掲
二
七
頁
参
照
。

(
加
)
村
上
裕
章
「
フ
ラ
ン
ス
公
法
判
例
研
究
」
法
政
五
三
巻
一
号
(
一
九
八
六
年
)
一
七
七
頁
参
照
。
な
お
、
官
吏
関
係
の
法
的
分
析
は
一
九
世

紀
後
半
に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
が
、
当
時
の
学
説
は
「
私
法
契
約
」
あ
る
い
は
「
行
政
契
約
」
と
し
て
い
た
。
乙
U
N広
(
0
・
)
・
〉
加
。
ロ
再
開
込
町
方
向
『
p

g
E
g
宮
Z
F
s
z
g
a
品
開
閉
お
g
広
島
町
宮
同
開
。
=
ロ

2
1芯
F
「・

0
0・
?
3
8唱同
v
-
g
m
Z
-
こ
の
点
は
、
晴
山
一
穂
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
官
吏
関

係
論
の
検
討
(
二
)
(
完
)
」
論
叢
九
八
巻
三
号
(
一
九
七
二
年
)
(
以
下
、
「
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
会
乙
」
」
)
六
五
頁
以
下
が
詳
し
い
。

(
剖
)
。
芯
開
。
5
・
8
・
n
F
-
M
-
a
a
目
:
こ
の
よ
う
な
事
実
上
の
保
障
は
、
大
革
命
以
前
に
も
見
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
〈
-
。
『
恥
加
。
-
F
8・
2円よ可

主
-
な
お
、
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
一
ご
八
九
頁
参
照
。
ま
た
、
例
外
的
な
人
事
権
濫
用
例
の
存
在
が
、
官
吏
に
有
利
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
判
決
が
後
に
な
っ
て
下
さ
れ
る
背
景
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
〈

-CMEEE(玄
-YE--伺吉伸口同(』
-tz-Y
虫色
C
E
N
m
a・)冊目∞
-E-CE3・Y
呂田内
0
5

円四
m
g
P
R
gロ匂
E
Z
5
5
g
司
自
門
0・吋
a

・
w-ZOC〈四
-
-
z
e
Eロ
m
a
m
p
g
nタ
3
3・唱・
3
・

(む

)
U
Z加
E
・
0司
門
戸
司
・

3
c
m
Z・4【
リ

E
8
5
(
m
Y
0
8
-
Z弘ヨ
5
2
5
E『
加
古
今
回
ア
司
戸

ZmE--Y向。
EnF『目的丘町=咽
M
C
C
M
(
以
下
、
「
円
U
E
3・
0〉。ロ」
)

4

喝-∞
M
-

と
り
わ
け
司
法
裁
判
所
可
法
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
独
立
性
を
確
保
す
る
必
要
性
が
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
、
終
身
的
身
分
保
障
(
不
可
動
)

(
冨
由
同

giz--広
)
を
認
め
る
立
法
が
成
立
し
て
い
た
。
〈

-UE伺
S
F
8
♀円・・目
y
-
2
開
仲
間
・
司
法
裁
判
所
司
法
官
の
身
分
保
障
に
つ
い
て
は
、
山
口
・

前
掲
書
二

o=百
(
、
田
辺
・
前
掲
「
裁
判
官
身
分
保
障
」
、
滝
沢
・
前
掲
書
『
フ
ラ
ン
ス
法
』
二
二
九
頁
以
下
参
照
。

(
部
)
同
法
に
つ
い
て
は
、
小
山
昇
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
裁
判
官
の
独
立
に
つ
い
て
」
北
海
道
大
学
法
学
部
紀
要
(
一
九
六
八
年
)
二
二
六
頁
以

下
、
江
藤
・
前
掲
四
七
五
頁
以
下
、
田
辺
・
前
掲
「
裁
判
官
身
分
保
障
」
一
一
四
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
現
行
法
は
、
一
九
五
八
年
二
一
月
二

北法54(l・32)32

『
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
の
研
究
』



フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

一
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
|
一
二
七
O
号
と
一
九
九
四
年
二
月
五
日
の
法
律
九
四
一

O
一
号
で
あ
る
。

(
制
)
〈
・
図
。
ロ
ロ
R
P
吋志田

?-v・
3
ア

2
8
z
p
U〉
2
F
司・凶

8
・〉
E
S
2
2
5
P
8
n
-
F岨
匂
凶
出
現
在
で
は
、
教
育
法
典
L
九
五
二
七
が
、
科
学
・

文
化
的
公
施
設
法
人
管
理
委
員
会

(
n
s
s
ζ
〆
a
s
S
E
E
-
s
a
m印
公
目
立
広
明
白
B
S
ζ
E
Z
K
伊
円
民
主
合
2
2
2邑
E
5
2
2
E邑
)
に
こ
の
権
限
を

認
め
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
兼
子
・
前
掲
書
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
八
二
頁
以
下
(
初
出
・
一
九
六
八
年
)
参
照
。

(回

)
E
g
g咽
同
町
和
田

P
勺・

5M-

(
前
)
こ
の
時
期
、
行
政
任
務
の
増
大
に
伴
い
公
務
員
の
数
が
著
し
く
増
大
す
る
(
長
谷
川
・
前
掲
三
二
六
頁
、
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
二
)
」

六
三
頁
、
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(I)
」
一
一
頁
、
水
谷
三
公
「
「
行
政
国
家
」
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
転
換
」
西
尾
勝
H

村
松
岐
夫
編
『
講

座
行
政
学
I
行
政
の
発
展
』
(
有
斐
関
、
一
九
九
四
年
)
七
夏
、
一

O
頁
参
照
。
)
。
一
八
五
O
年
に
は
二
五
万
人
、
一
九
世
紀
末
に
は
五
O
万
人
、

第
一
次
世
界
大
戦
時
に
は
七
五
万
人
、
一
九
四
五
年
に
は
一
三
O
万
人
ま
で
増
加
し
た
(
回
『
民
仏
(
ベ
)
・

0
5
R
邑
ヨ
亘
書
島
宮
内
仏
g
F
5口
明
白
押
号
宮

内O
R
E
S
E
E官
タ
司
・

c
m・
3
∞少匂・

-a)
。
な
お
、
今
日
に
お
け
る
公
務
員
の
数
に
つ
い
て
は
第
二
節
参
照
。

(
訂
)
身
分
規
程
と
は
、
公
務
員
の
法
的
地
位
に
関
す
る
規
範
の
総
体
の
意
味
で
あ
る
(
晴
山
一
穂
「
立
法
紹
介
」
日
仏
一
四
号
(
一
九
八
六
年
)

一
二
O
頁
参
照
)
。
今
日
で
は
、
法
令
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
と
、
官
吏
の
身
分
を
保
障
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
、
身
分
規
程
た
る
条
件

と
さ
れ
る

(
n
z
S
5
2
2
5
P
8・
2F・同
v

・
s
・
)
。
な
お
、
目
E
E
は
、
官
吏
の
身
分
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
〈

uaEE同唱。唱・
2F-
℃・

5巾
Y
《

U
E
曲目
v
E
F
U
〉
。
戸
目
u

・凶品・

(
路
)
須
貝
・
前
掲
一
五
五
頁
は
、
こ
の
時
期
に
官
吏
の
身
分
を
保
障
す
る
身
分
規
程
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
ド
レ
フ
ユ
ス

事
件
以
降
の
民
主
主
義
的
思
潮
と
官
吏
組
合
に
よ
る
活
動
の
活
発
化
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
長
谷
川
・
前
掲
三
二
五
頁
は
、
き
わ
め
て
不
安
定

な
政
府
・
内
閣
の
も
と
で
、
政
変
に
影
響
を
受
け
な
い
強
力
か
つ
安
定
し
た
官
僚
制
度
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
。

(
回
)
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
今
世
紀
前
半
ま
で
、
一
一
回
に
わ
た
り
一
般
規
程
の
制
定
が
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
可
決
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
一
九
世
紀
半
、
は
か
ら
第
三
共
和
制
初
期
ま
で
と
(
一
八
四
O
年
、
一
八
四
六
年
、
一
八
四
九
年
、
一
八
七
三
年
、
一
八
七
九
年
、

一
八
八
四
年
、
一
八
九
三
年
)
、
二
O
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
(
一
九
O
七
年
、
一
九
一
一
一
年
、
一
九
二
二
年
、
一
九
三
一
九
年
)
で
は
異
な
る
。
前

者
は
い
ず
れ
も
議
員
提
出
法
律
案

G
B吉
田
吾

S
号

-2)
で
、
公
務
員
に
対
す
る
大
臣
の
自
由
裁
量
権
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
の
も
の
で

あ
っ
た
た
め
(
〈
・
。
広
明

0
5・
8
・
aF・目
u
・

s・
)
、
政
府
や
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
反
対
が
強
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
(
〈
・
0
芯
加

0
5・
8
・
2
d

切
さ

oz--須
貝
・
前
掲
一
五
二
頁
以
下
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
い
ず
れ
も
政
府
提
出
法
案
(
方
豆
町
二
三
。
乙
で
あ
り
、
団
結
権
(
仏
『
。
同
四

回
苫
島

g
】
)
を
制
限
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
官
吏
団
体
が
強
く
反
対
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
な
・
。
尽
加
2
5・
4
・
n
F
司・

8
・
須
員
・
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前
掲
一
六
三
頁
、
長
谷
川
・
前
掲
三
三

O
頁
参
照
)
。
そ
の
他
、
個
別
規
程
は
様
々
な
役
務
の
特
殊
性
や
そ
の
固
有
の
利
益
に
よ
く
合
致
す
る
の

に
対
し
一
般
規
程
は
こ
れ
ら
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
感
心
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
も
強
か
っ
た
こ
と
、
立
法
に
よ
る
一
般
規
程
制
定
は
行
政

権
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
等
に
よ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
須
貝
・
前
掲
一
五
一
頁
以
下
、
長
谷
川
・
前
掲
三
三
O
頁

以
下
、
山
本
桂
一
『
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
の
研
究
』
(
有
信
堂
、
一
九
六
六
年
)
五
三
二
頁
参
照
。
〈

OESE-同ゆ

8
・
2
・4
勺
・
コ
P

O与
。
ロ
ヱ

30

0
『g
Z
2
0
Z
F加釦
E
Cロ
聞
込
己
己
居
間
星
加
臥
ロ
肌
『
包
乱
開
国
『
。
=nzoE口町民『伺閉会ニ凶昨日【同【仏四回

no--nnz4三宮山田

-02-np
〉-
L

『・0・〉・
4-
甲山山
A--u・-∞
C
咽内田町明。吋加町田(』・

4

玄)・0『
C
R
a
m
-白『
Oロ円安)口問
VEg-門官
P
M
四臥
p
・M
M

・d
・同りよ否。
J

ア司・晶一
M

・【
UF白目
u
z
p
O〉
。
戸
匂
∞
c
・

(
卯
)
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
の
法
律
が
、
競
争
試
験
に
よ
る
採
用
の
他
、
聴
聞
官
の
諸
権
利
義
務
を
定
め
て
い
た
。

(
引
)
。
広
明
2
5・0
司
-
S
F
-
司・品
N
・

(
回
)
そ
の
他
、
選
択
昇
進
規
制
の
た
め
の
昇
進
資
格
者
名
簿
に
関
す
る
一
九
一
二
年
二
月
二
七
日
の
法
律
、
派
遣
に
関
す
る
一
九
一
三
年
一
二
月

三
O
日
の
法
律
二
二
条
、
既
婚
官
吏
の
同
居
を
容
易
に
す
る
た
め
の
一
九
一
一
一
年
一
一
一
月
三

O
日
の
法
律
(
「
ル

l
ス
タ
ン
法

(
F
2
m
g己
g
)
」)、

兼
業
禁
止
に
関
す
る
一
九
三
六
年
一

O
月
二
九
日
の
デ
ク
レ
・
ロ
ワ
。

(問
)
Z
2
5
E
(玄
-
Y
P台
回
目
色
白
色
『
o-円申込
E
E寄
目
立
同
町
二
白
骨
OF門司
E
E
n・嗣
NREO--
∞
5
予
唱
O
E
-
-
-
E
P
-
M
-
S凶
-a何
回

U
2
m
m
p
a
-
n
x
-
e
同V
-
E・
。
広
明
。

5噛

。同
M-aF-
司∞少門川町担問
MEM・
0
〉
。
ロ
・
喝
・
∞
凶
・

(
倒
)
サ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
越
権
訴
訟
の
途
を
初
め
て
開
い
た
の
は
一
八
八
三
年
の
判
決
で
あ
る
(
内
-
m
-
E
門
広
町
・
ぉ
巴
-
Z
S
E
E
M
-
)
。
し
か
し
、
こ

の
判
決
は
無
権
限

(
5
8
ヨ
1
S
R
n
)
と
形
式
の
椴
抗
(
三
口
開
門

Hmesm)
を
主
張
す
る
訴
え
を
認
め
た
に
す
ぎ
ず
、
処
分
の
実
体
的
違
法
を
主

張
す
る
越
権
訴
訟
は
そ
の
後
も
却
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訴
え
は
、
二

O
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(切包。
P
4
a
Z
F
喝
・
凶
刊
ご
・
須
貝
・
前
掲
一
五
七
頁
以
下
、
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
一
)
」
一

O
三
頁
参
照
)
。
な
お
、
越
権
訴
訟
に
お
け

る
取
消
事
由
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
阿
部
・
前
掲
書
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』
八
一
頁
、
リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲
書
二
七
O
頁
参
照
。

(
何
)
一
九
O
三
年
の
判
決
が
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
変
化
と
前
注
の
事
情
を
背
景
と
し
て
、
学
説
が
官
吏
関
係
の
法
的
性
質
を
論

じ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
き
、
晴
山
・
前
掲
「
官
吏
関
係
論
(
一
)
」
一

O
五
頁
以
下
参
照
。

(
M
m
)

長
谷
川
・
前
掲
三
三
一
頁
参
照
。

(
肝
)
切

E
a
g
z
b唱
-nR・七・凶
2
・

(
M
m
)

須
貝
・
前
掲
一
五
七
頁
以
下
参
照
。
〈
-
E
-
o
p
豆
和
田
タ
唱
少
。
ち
S
F
8
n
R
J
唱・

5
0・
回
ロ
丘
町
き
ゅ

8
・
2
・e匂
-
E
0・
グ
レ
ゴ
ワ
l
ル
は
、

員
の
論
告

(
n
g
n】
言
。
ロ
)
が
官
吏
法
理
論
を
構
築
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
〈
-
。
『
血
開
。

5
・
8
a
F
-
-
y
u
-
-

説
'=.-，d.. 
d岡

北法54(l・34)34

政
府
委



フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
開
)
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
」
二
八
二
頁
、
須
貝
・
前
掲
一
五
六
頁
、
長
谷
川
・
前
掲
三
三
二
頁
参
照
。
具
体
例
に
つ
い
て
は
、

ぐ

-
Z恥
N

向
島
(
出
-
Y
司ユロ
n
f
g
札口臥
B
E
H
E
0
8
=
色
広
三
日
比
旨
呂
-
P
E
H
F
-唱
3
・司
-
M
∞斗四月間
J

∞
S
E
E
-
寸
志
田
町
七
・

5
∞
nz-
一
九
O
三
年
に
ボ
ナ
l
ル

は
、
こ
の
制
度
は
非
常
に
普
及
し
て
い
る
と
し
(
∞
。

=
E
E
↓Z
F
-
u・
5
∞
・
)
、
一
九
一
一
一
年
に
ジ
ベ

l
ル
は
、
ほ
ぼ
全
範
時
の
官
吏
に
制
度
化

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
(
色
宮
戸
(
声
Y
E
&
E
Zロ向島
g
r
=
2
5
5
宮
Z
5
5
p
ζ
-
Q
R
a
待
問
∞
忌
戸
亡
σ円曲目『問中開門
-5Ea--
申戸間
M

・

S
・
)
。
現
行
官
吏
法
に
つ
い
て
は
第
四
節
参
照
。

(
川
)
ち
な
み
に
、
一
九
一

O
年
に
提
案
さ
れ
た
一
般
身
分
規
程
案
で
は
、
け
ん
責

(σ
忍
ヨ
刊
)
、
戒
告
(
望
2
5
8
5
2円
)
、
訓
告

(
8
5
z
a
)
が
対

象
外
と
さ
れ
て
い
た
O

〈
。

5
2岨
8
・nF
円・・司

-a-

(山川
)
n
z曲目
】

E
F
U
〉
。
戸
田
M

凶一N
・

(
問
)
。
認
可
『
(
明
-
Y
【

U
C
B
B
E
E包『タ円
Y

3当
・
「
-y
コ
斗
咽
回
『
恒
三
40-unu---uz・

(
問
)
一
九
四
六
年
同
法
下
の
制
度
を
概
説
す
る
も
の
と
し
て
、
長
谷
川
・
前
掲
三
三
六
頁
以
下
、
人
事
院
事
務
総
局
管
理
局
法
制
課
『
フ
ラ
ン
ス

官
吏
制
度
概
要
』
(
一
九
五
六
年
)
、
高
辻
正
巳
「
フ
ラ
ン
ス
の
統
一
官
吏
法
」
人
事
行
政
四
巻
二
号
(
一
九
五
三
年
)
九
八
頁
以
下
。

(
山
間
)
。
芯
加
。
可
m
・0
司-nF了
間
v-aa・

(
邸
)
冨

Eg(m-YEos-
∞
-L
喝さ
-
-
Y
A
H
-
2
8
z
p
O〉
。
戸
司
・
∞
少
。
同
ぎ
ユ
F
8・
2
J
司・-∞。

(
川
川
)
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
五
三
頁
参
照
。

(
問
)
一
九
五
九
年
法
下
の
制
度
紹
介
と
し
て
、
野
村
・
前
掲
書
一
二
八
頁
以
下
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
七
一
頁
以
下
、

八
幡
和
郎
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
」
法
と
政
策
一
九
八
三
年
四
月
号
四
五
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
権
力
の
構
造
二
)
、
(
二
)
」
季

刊
通
産
政
策
研
究
N
0
.
4
一
一
一
一
一
頁
以
下
、

N
0
.
5
.
(
一
九
八
二
年
)
一
二
三
頁
以
下
参
照
。

(
問
)
病
院
公
施
設
法
人
と
は
、
保
健
衛
生
法
典
(
向
。
丘
町
内
村

E

E口広

E
E
A
E町
)
L
七
一
一
ー
l

六
条
と
七
一
一
一
一
l
五
条
、
及
び
七
九
二
条
が
列
挙
す

る
施
設
そ
の
他
を
指
す
(
官
吏
法
第
W
部
二
条
)
。

(m)
現
行
法
の
紹
介
と
し
て
、
晴
山
・
前
掲
「
立
法
紹
介
」
一
二
O
頁
、
岩
田
伸
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
官
公
吏
一

般
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
」
人
事
院
月
報
四
O
五
号
(
一
九
八
四
年
)
二
九
真
。
ま
た
、
現
行
法
下
の
制
度
紹
介
と
し
て
、
小
原
・
前
掲
二
一

三
頁
以
下
、
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(I)
」
一
六
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
職
に
お
け
る
男
女
平
等

(E)
」
比
雑
二
O
巻
四
号
(
一

九
八
七
年
)
(
以
下
、
「
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(E)
」
」
)
一
頁
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
務
員
制
度
」
比
較
五
二
巻
(
一
九
九
O
年
)

一
三
七
頁
、
外
国
公
務
員
制
度
研
究
会
『
欧
米
国
家
公
務
員
制
度
の
概
要
』
(
生
産
性
労
働
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
)
二
九
一
頁
以
下
、

北法54(1・35)35



説

滝
沢
・
前
掲
書
『
フ
ラ
ン
ス
法
』

一
六
O
頁
以
下
。

北法54(1・36)36

，，"-a冊

第
二
節

公
務
員
の
種
類

別
表
・
公
務
員
の
種
類

(
川
)

(
統
治
者
(
開

o
z
g
B
B同)
)

「
|
官
吏

(
Z
E
O
D
E
B
)

一
丁
官
吏
法
適
用
外
官
吏
(
武
官
、

一
「
官
吏
法
適
用
官
吏

公
務
員

l

l

l

l

T

官
吏
法
一
部
適
用
官
吏
(
上
級
職
官
吏
)

官
官
ロ
ζ
z
z
n
)
一

「

官

吏

法

全

面

適

用

官

吏

「
|
非
正
規
職
員
宙
開

2
5
2
E
E
C
-包
白
)

T
研
修
職
員
(
包
帯

E
B
)

下
補
助
職
員

(EHF-E『
伺

)

下
臨
時
職
員
(
由
明
白
E
B
B
-
5
5お
)

ア
公
法
契
約
職
員
玄
関

g
z
oロ
E
n
g
-
E
舎
昌
吉

En)

「
そ
の
他

私
法
契
約
職
員
(
由
加

g
z。号
R
E
m
-
E
&
g
x
目
玉
芯
)

国
会
官
吏
、

司
法
裁
判
所
司
法
官
)



で
あ
る
。
わ
が
国
の
正
規
の
一
般
職
公
務
員
に
相
当
す

る
「
官
吏
」
は
そ
の
一
種
で
、
特
に
法
律
に
よ
っ
て
身
分
を
保
障
さ
れ
た
公
務
員
で
あ
る
。
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
非
正
規
職
員
と
呼
ば
れ

る
。
公
務
員
の
大
部
分
は
官
吏
で
、
国
の
そ
れ
は
武
官
を
含
め
て
二
五
O
万
人
を
超
え
る
の
に
対
し
、
非
正
規
公
務
員
は
三
五
万
人
強
に
過

(
山
)

ぎ
な
い
。
地
方
官
吏
は
一
五
O
万
人
強
、
病
院
施
設
官
吏
は
八
五
万
人
強
を
数
え
る
。

行
政
組
織
で
勤
務
す
る
人
々
の
多
く
は
、
公
法
の
規
律
を
受
け
る
「
公
務
員
」

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

共
和
国
大
統
領
や
各
大
臣
、
市
町
村
長
、
各
議
会
議
員
と
い
っ
た
政
治
機
関
担
当
者
、
お
よ
び
、
外
部
的
行
政
協
力
者

(
8
-
z
Z
5
8
2

(
山
)

2
8
3四
円
】
刊
で
白
色
邑
亘
書
邑

S
)
と
か
一
時
協
力
者
(
円
。
=
与
。
E

g『。
n
2
5
2コ
m
-
E
回目三
nm
宮
Z
R
)
と
言
わ
れ
る
人
々
は
、
公
務
員
で
は

な
い
。
前
者
は
公
務
に
専
務
的
に
従
事
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
後
者
は
雇
用
関
係
に
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
(
川
)

二
「
公
務
員
」
と
は
、
行
政
が
雇
用
す
る
人
々
の
う
ち
、
公
法
の
規
律
に
服
し
、
裁
判
管
轄
が
行
政
裁
判
所
に
属
す
る
者
を
言
う
が
、
こ

れ
は
講
学
上
の
用
語
で
、
判
例
は
国
や
地
方
公
共
団
体
と
「
行
政
上
の
関
係

2
2
邑

E
ロ
凶
器
包
『
)
」
に
あ
る
と
か
、
「
公
法
上
の
関
係

(
山
)

(
-
回
目
白
門
庁
舎
昌
吉
E
n
)
に
あ
る
」
者
、
あ
る
い
は
「
公
法
上
の
職
員
(
島
常
E

E
舎
皇
宮
E
n
)
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。

行
政
上
の
公
法
人
|
|
国
、
地
方
公
共
団
体
、
お
よ
び
、
諸
々
の
公
施
設
法
人
(
公
与
-
Z
8
5
2円
吉
Z
E
-
-
に
勤
務
す
る
者
の
す
べ

て
が
公
務
員
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
普
通
労
働
契
約
で
雇
用
さ
れ
る
私
法
上
の
労
働
者
も
存
在
す
る

(
私
法
契
約
職
員
)
o

そ
の
人
数
を

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
商
工
的
公
役
務
(
お
三
日
吉
Z
R
S
E目
E
m
-
2
8
2
5
2
2
E
H
)
や
、
商
工
的
公
施
設
法
人

(
h
g
σ
-
Z
8
5
g【

(
川
)

ほ
と
ん
ど
が
私
法
契
約
職
員
で
あ
る
た
め
、
そ
の
人
数
は
か
な
り
の
数
に
上
る
と
思
わ

-uzZB
宮
内
出
戸
回
目
豆
町

-
a
n
。35
2
n
F
E
H
)
の
職
員
は
、

れ
る
。

北法540.37)37

本
稿
で
検
討
す
る
一
九
O
五
年
法
六
五
条
の
適
用
は
公
務
員
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
公
務
員
と
私
法
契
約
職
員
の
区
別
が
問
題
と
な
る
。

(

川

)

(

川

)

こ
の
点
は
、
法
令
が
明
示
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
裁
判
所
が
個
別
に
決
定
す
る
。
か
つ
て
は
諸
要
素
の
総
合
衡
量
で
判
断
さ
れ
て
い
た
が
、
一

九
五
四
年
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
下
し
た
ヴ
ア
ン
タ
ン
氏
・
ア
フ
ォ
ル
テ
ィ
氏
判
決
百
戸
と
E
=
3
2・
5
昌
S
5
2
〉
内
庁
3
F
m
m
n
J
喝・



説

(
川
)

E
N・
8
ロ
n--nv白
Egg-)
は
、
「
公
役
務
の
遂
行
へ
の
直
接
的
参
加
(
音-E阻唱
官
即

う
指
標
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
務
員
と
さ
れ
る
者
の
数
は
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
判
決
の
シ
ヤ
ル
ド
オ
政

北法540.38)38

首命

府
委
員
が
、
右
の
指
標
の
採
用
に
よ
り
、
公
法
上
の
諸
々
の
身
分
保
障
シ
ス
テ
ム
|
|
と
り
わ
け
人
事
記
録
閲
覧
手
続
1
1
1
を
、
よ
り
多

(
川
)

く
の
者
が
享
受
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
説
い
て
い
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
存
在
が
、
公
務
員
の
範
囲
拡
大
の

動
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ヴ
ア
ン
タ
ン
氏
・
ア
フ
ォ
ル
テ
ィ
氏
判
決
の
指
標
は
明
確
性
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
そ
の
後
、
公
務
員
性
を
争
点
と
す
る
判

(
印
)

例
が
多
数
登
場
し
た
。
か
っ
、
そ
の
結
論
が
複
雑
す
ぎ
た
た
め
、
新
た
な
指
標
の
樹
立
が
主
張
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
れ
を
受
け
て
権
限
裁
判

所

(Eσ
ロ

E
母国

8
ロ
毘
仲
間
)
が
、
一
九
八
六
年
の
ベ
ル
カ
ニ
氏
判
決
(
吋
【
U
J

以
ヨ

S
3
F
∞qEE-En--匂
-
U
M
U
-
-
g
ロ
門
戸
司
・
冨

E
5・〉・

L

『・
0
・〉・・】沼市
w
m
F

司・凶一
3
・n
F
『。ロ』・，

z-g民同
-
2
0
・
n-gz〈白ロ
v
P
R
リ
・
』
・
向
。
・
・
}
⑤
。
.
ァ
日
凶
・
凶
一
戸
口
。
円
相
L

『-
B

明
-
F
E
n
F
N
W
H
M
ヨタ
0
・L
。沼
Ar目
u
u
@
∞・ロ。同町
J

「・

ω臼ロヤ』。
E
P
0・〉
-LAWま
岨
ロ
・
凶

3-oσ
∞
-
L・1
回
・
〉
3
0円・

8n-3AWAY-v・
13u
・。

z・}ハ・同】み
S
F
』・円
U

・司
J

否
定
Y
ロ・
M
Mか
か

h
f
ロ
。
宮
司
・
塁
。
ロ
色
。
ロ
色
。
F

r・同
M

・
p
・
-
3プ
ロ
-
H
ロ
O
R
∞
-Kσma--F'pgnF『
?
刃
向

O
・
p
・
-
3少
可
∞

-
p
g
R
-・
)
で
、
新
た
に
「
公
役
務
へ
の
参
画
」
と
い
う
、
よ

り
シ
ン
プ
ル
な
指
標
を
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
公
務
員
の
数
が
さ
ら
に
増
え
、
つ
ま
り
は
、
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
対
象
が
増
加
し
た
。

官
吏
と
は
、

一
般
に
、
園
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
行
政
的
公
施
設
法
人
(
公
与
宕
お

5
2門
司

5
2口
邑

E
吉田

E
Z『)
の
恒
常
的
官
職

(
刊
ヨ
立

g
胃

g
g
g円
)
に
恒
久
的
に
任
用
さ
れ
た
者
を
指
す
。
現
行
官
吏
法
第
E
部
二
条
は
、
国
家
公
務
に
つ
い
て
、
「
フ
ル
タ
イ
ム
の
恒
(
凶
)

常
的
官
職
に
任
用
(
ロ
O
B
E邑
。
ロ
)
さ
れ
、
国
の
本
省
(
邑
E

E∞
g
z
s
=
g
E
-
g
)
や
そ
れ
に
属
す
る
地
方
支
分
部
局

(
8
2
5明白河内
m
E
E
豆
、

(
印
)

国
の
公
施
設
法
人
の
、
階
層
上
の
官
等
(
明
『
注
目
)
の
一
に
任
官
(
丘
三
吉
田
邑
O
D
)

さ
れ
た
人
々
に
適
用
さ
れ
る
」
と
定
め
る
。
任
官
は
、

(
凶
)

右
の
「
恒
久
的
任
用
」
を
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
官
吏
の
定
義
は
、
従
前
の
判
例
学
説
を
確
認
し
た
一
九
四
六
年
官
吏
法
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
第
三
共
和
制



(
山
)

期
に
形
成
さ
れ
た
判
例
学
説
の
所
産
と
号
早
つ
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
二

O
世
紀
初
頭
か
ら
の
判
例
学
説
を
素
材
と
す
る
た
め
、
官
吏
概
念
に

(
凶
)

っ
き
時
代
的
制
約
を
捨
象
し
て
も
支
障
は
な
い
。
な
お
、
司
法
裁
判
所
司
法
官
や
武
官
、
国
会
官
吏
に
官
吏
法
は
適
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

(
凶
)

に
独
自
の
身
分
規
程
が
あ
る
。

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
出
)

官
吏
法
適
用
官
吏
に
も
い
く
つ
か
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
級
職

(ns同
M
E
M
E
-
ュ2
円
)
の
官
吏
に
は
、
官
吏
法
が
ご

く
一
部
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
官
吏
の
特
徴
は
、
任
免
が
政
府
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
(
政
治
的
任

(
凶
)

用
)
。
自
由
任
免
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
身
分
保
障
と
は
無
縁
で
、
免
職
事
由
を
規
制
す
る
ル

l
ル
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
官
吏
で

は
あ
る
た
め
、
一
九
O
五
年
法
六
五
条
の
文
言
上
、
免
職
等
の
不
利
益
処
分
に
人
事
記
録
閲
覧
手
続
が
要
求
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

大
臣
官
房

(
g
z
E
E
E忌
5-)
の
構
成
員
や
、
様
々
な
公
施
設
法
人
・
公
企
業

(
2
5
1お
宮
σ

一5
5
)
の
総
裁
に
も
自
由
任
免
制
が

(
悶
)

と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
(
第
二
章
第
一
節
参
照
)
。

四
非
正
規
職
員
に
も
様
々
な
種
類
が
存
在
す
る
が
、
分
類
は
難
し
い
。
具
体
例
と
し
て
は
、
研
修
職
員
、
補
助
職
員
、
臨
時
職
員
、
公
法

上
の
契
約
職
員
等
が
一
般
的
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
各
論
者
に
よ
っ
て
説
明
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
主
要
例
と
し
て
研
修
職
員
と

(
問
)

補
助
職
員
を
概
観
し
て
お
く
。

①
研
修
職
員
競
争
試
験

(
g
R
2
2
や
職
務
適
性
試
験
(
巾

E
5
2
℃

S
F
2
2
5
3
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
任
宮
前
の
研
修
(
出
冨
明
白
)

(
川
)

を
受
け
て
い
る
段
階
の
職
員
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ

l
ル
(
。

s
E
2
開

g-2)
の
学
生
も
こ
れ
に
含
め
ら
れ
る
。
国
の
研

修
職
員
の
身
分
に
つ
い
て
は
デ
ク
レ
が
官
吏
法
類
似
の
定
め
を
お
き
、
同
デ
ク
レ
に
定
め
の
な
い
点
は
、
研
修
職
員
の
地
位
と
矛
盾
し
な
い

か
ぎ
り
で
官
吏
法
が
適
用
さ
れ
る
。
任
官
請
求
権
が
な
い
た
め
に
そ
の
身
分
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
地
位
は
官
吏
と
ほ
と

一
九
O
五
年
法
六
五
条
に
よ
り
、
懲
戒
処
分
等
の
際
に
は
人
事
記
録
閲
覧
手
続
の
履
践
が
必
要
と
な
る
。
解
釈
論
上
争
い

~l: i去54(l・39)39

ん
ど
異
な
ら
ず
、

が
あ
る
の
は
、
研
修
期
間
終
了
時
の
任
官
拒
否
に
つ
い
て
で
あ
る

第
二
章
第
一
節
参
照
)

0



説

(
印
)

②
補
助
職
員
古
く
か
ら
臨
時
的
例
外
的
で
緊
急
の
業
務
や
一
時
的
な
事
務
増
加
に
対
処
す
る
た
め
に
、
補
助
職
員
と
い
わ
れ
る
人
々
が
用

(
問
)

い
ら
れ
て
き
た
。
元
来
は
、
期
限
付
き
で
採
用
さ
れ
る
私
法
契
約
職
員
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
行
政
事
務
増
大
に

(
以
)

伴
い
著
し
く
増
加
し
、
官
吏
が
従
事
す
べ
き
恒
久
的
な
職
に
も
任
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
っ
、
職
の
継
続
的
保
持
が
一
種
の
慣
行
に
ま

(

問

)

(

阿

川

)

で
な
っ
た
た
め
、
一
九
三
0
年
代
以
降
、
官
更
に
類
似
の
身
分
規
程
を
定
め
る
法
令
が
登
場
す
る
。
特
に
一
九
四
六
年
四
月
一
九
日
の
デ
ク

レ
は
、
補
助
職
員
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
身
分
規
程
で
、
こ
の
デ
ク
レ
で
補
助
職
員
が
公
務
員
と
い
う
公
法
上
の
地
位
を
獲
得
し
た
と
さ

れ
る
。
公
務
員
で
あ
る
以
上
、
一
九
O
五
年
法
六
五
条
の
適
用
が
あ
り
、
こ
れ
ら
職
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
等
に
は
人
事
記
録
閲
覧
手
続
を

経
る
こ
と
が
義
務
と
な
る
。
争
い
が
あ
る
の
は
、
任
期
満
了
時
の
再
任
用
拒
否
で
あ
る
(
第
二
章
第
一
節
参
照
)
。

論

(
川
)
か
つ
て
の
学
説
は
、
国
の
政
治
機
関
を
「
統
治
者
(
加
2
5
5
2
Z
)
」
と
し
て
公
務
員
か
ら
区
別
し
て
い
た
が
(
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ

ン
ス
行
政
法
」
二
七
三
頁
参
照
)
、
近
時
の
学
説
は
こ
の
概
念
を
用
い
な
い
。
同
概
念
の
提
唱
者
で
あ
る
デ
ユ
ギ
イ
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
野
村
・

前
掲
書
一
二
九
頁
参
照
。
〈

u
a
E
F
F
8・
2
・4
匂・

2
u・

(
山
)
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
・
国
家
改
革
省

(
E
E
a『
刊
号

z
e
E
S
S
E
E
-
-宮
町
四
円
号
宮
忠
彦

E
刊
号

}dE)
の
サ
イ
ト
〈
ぎ
号
ミ
5
2・

同O
R
C
S
宮
E
S
E
-加
。
君
主
空
間
E
Z
5
5
5
R
n
n
E
5『『
mnzpFEE-EB
〉
参
照
。
そ
の
他
、
川
崎
信
文
「
比
較
行
政
学
(
先
進
国
)
」
西
尾
H

村
松
前
掲
書
一
二
六
頁
、
外
国
公
務
員
制
度
研
究
会
・
前
掲
書
二
九
六
頁
参
照
。

(
山
)
外
部
的
行
政
協
力
者
に
つ
い
て
は
、
広
岡
隆
「
フ
ラ
ン
ス
の
市
町
村
の
公
役
務
協
力
者
に
対
す
る
災
害
補
償
責
任
(
上
)
、
(
下
)
」
自
研
五
五

巻
三
号
三
頁
、
四
号
(
一
九
七
九
年
)
三
頁
、
滝
沢
・
前
掲
書
「
理
論
』
一

O
二
頁
以
下
、
一
一
一
頁
以
下
(
初
出
・
一
九
八
O
年
)
、
広
岡
隆

「
公
物
法
の
理
論
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
九
一
年
)
二
O
二
頁
以
下
参
照
。

(
山
)
野
村
・
前
掲
書
一
二
九
頁
、
兼
子
・
前
掲
書
二
七
二
頁
、
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(
I
)
」

(
出
)
〈
内
町
民
間
M

ロ
デ
ロ
〉
。
同
戸
匂
・

3
・

(
山
)
拙
稿
「
公
務
員
制
度
の
射
程
」
川
上
宏
二
郎
古
稀
記
念
『
情
報
社
会
の
公
法
学
』

一
一
一
頁
参
照
。

(
信
山
社
、
二
O
O
二
年
)

(
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
)

jヒi去540・40)40



フランスにおける公務員の不利絵処分手続(1)

六
九
頁
以
下
参
照
。

(
川
)
私
法
契
約
職
員
に
は
普
通
労
働
法
が
適
用
さ
れ
、
裁
判
管
轄
は
司
法
裁
判
所
に
属
す
る
。

(
山
)
司
江
戸
m
c
q
(司・)四円、吋
FE白】
(m-YFAW明白加
g
z
=
o
E
C
Z
E円相∞円回目的問『
o
u
rロ
ntoロエ
uZFZSEmFMmE--
∞q
m
q
'
F
O〈
g
z
-
F
-
3
∞

--u・】凶・

(
川
)
同
判
決
及
び
そ
の
後
の
判
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
滝
沢
正
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
行
政
契
約

(
3
)
」
法
協
九
五
巻
六
号
(
一
九
七
八
年
)

九
七
六
頁
以
下
参
照
。

(
川
)
白
岡
田
区
g
F
n
o口
門
戸
田
口
『
の
・
開
・
土
巳
ロ

-
3
A
F
5口明
S
5
2
〉
弓
。
邑
T
m四円
J

勺
E
J『・

(
別
)
リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲
書
一
二
五
頁
参
照
。
判
例
に
つ
い
て
は
、
〈
・
玄
OEO--o(内・

)-ZZ伺
g
z
gロ巴
E
E
g
a
n
S
Fロ
n
z
g
宮
σ
-
5
8
乱
開
己
山

E
-

F
-
。・

0
・M
・4}
沼田市
Y

唱・
N
申
・
2
p
-

(
凶
)
「
外
郭
機
関
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
行
政
管
理
庁
行
政
管
理
局
編
『
外
国
行
政
組
織
制
度
』
(
一
九
七
一
年
)
四
四
頁
参
照
。

(
問
)
第
皿
部
二
条
と
第
W
部
二
条
も
概
ね
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
官
吏
が
任
命
さ
れ
る
職
に
、
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
の
職

2
2
2
6
Z
Z
勧

同
町
宮
宮
ロ
O
ロ
no呂
田
込
町
同
)
も
含
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
病
院
公
施
設
法
人
が
従
来
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
官
吏
を
多
数
採
用
し
て
き
た
と
い
う
歴

史
的
事
情
に
よ
る
。
〈
-
〉
EV司
令
・
白
-
Y
2
5
8
=
宮
F
-
5
5
8
E
8
2曲目
P
Z
2
5
p
同4
5
2宮田町田由
g
t
m
g・
9
官
E
E
5
M
L
-
内
-
p・同
U

・
3
0・
3
S
-
口。

3
・
な
お
、
第

E
部
二
条
も
一
九
八
四
年
制
定
当
時
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
を
含
め
て
い
た
が
、
一
九
八
七
年
七
月
一
一
一
一
日
の
法
律
八
七
l
五
八

九
号
五
条
で
削
除
さ
れ
た
。

(
問
)
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
六
O
頁
以
下
参
照
。

(印

)
m
o
-
-
g
a
p
-
Y
剛
志
丘
二
m
F
O
X
E
s
-亘
書
記
R
E
σ
『2
5
0包
-
O
N
e
-
3
Y
甘
・
員
冨
E
E・
8
・
2
3
司
-
a
-
c
n
F
E
E
B
P
C勺
丘
四
よ
司
・
品
・

(
悶
)
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
が
、
官
吏
概
念
を
検
討
す
る
。

(m)
司
法
裁
判
所
司
法
官
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
一
年
一
一
一
月
二

O
日
の
法
律
と
一
九
五
八
年
二
一
月
一
一
一
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
、
武
官
に
つ
い
て

は
一
九
七
二
年
七
月
二
三
日
の
法
律
。
国
会
官
吏
に
つ
い
て
は
官
吏
法
第

I
部
一
-
二
条
が
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
国
会
の
運
営
に
関
す
る
一

九
五
八
年
一
一
月
一
七
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
|
一

O
O
号
八
条
を
以
下
の
よ
う
に
改
め
る
。
国
会
の
事
務
職
員
は
国
の
官
吏
で
あ
り
、
そ

の
身
分
規
程
と
退
職
年
金
制
度
は
、
代
表
的
職
員
組
合
の
意
見
を
経
た
後
、
国
民
議
会
又
は
元
老
院
の
各
事
務
局
が
定
め
る
。
こ
れ
ら
の
職
員

は
、
国
会
の
担
当
部
局
が
定
め
る
方
法
に
従
い
、
競
争
試
験
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
。
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
職
員
個
人
の
訴
え
を
審
査
し
、

憲
法
三
四
条
に
に
規
定
さ
れ
た
国
の
文
武
官
吏
全
体
に
認
め
ら
れ
る
権
利
と
保
障
の
一
般
的
原
則
に
鑑
み
て
判
決
を
下
す
。
」

北法54(1-41)41



説さ~b.
肩岡

(
第
一
法
規
、

一
九
八
四
年
)

北法54(1・42)42

一
八
六
頁
、
外
国
公
務
員
制
度
研
究
会
・
前
掲
書

(
凶
)
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
猪
野
積
『
諸
外
国
の
公
務
員
制
度
』

三
O
五
頁
参
照
。

(
凶
)
政
府
は
、
官
吏
か
ら
で
も
一
般
私
人
か
ら
で
も
、
自
由
に
上
級
職
に
任
命
で
き
る
。

(
四
)
大
臣
官
房
に
つ
い
て
は
、
久
週
良
子
「
行
政
の
政
治
化
・
政
治
の
行
政
化
」
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
四
五
号
(
一
九
九
四
年
)
九
一
頁
以
下
、

岩
田
伸
子
「
キ
ャ
ビ
ネ
の
歴
史
と
功
罪
」
公
務
研
究
二
巻
二
号
(
二
0
0
0
年
)
一
五
O
頁
参
照
。
公
施
設
法
人
や
公
企
業
の
総
裁
に
つ
い
て
、

今
日
で
は
、
一
九
九
五
年
一
月
七
日
の
デ
ク
レ
九
五
|
一
四
号
が
、
自
由
任
免
制
の
と
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
。
か
つ
て
の
法
制
度
に
つ
い
て

は
、
久
遁
・
前
掲
一

O
四
頁
参
照
。

(m)
非
正
規
職
員
一
般
の
概
説
と
し
て
、
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(I)
」
一
四
頁
、
岩
田
伸
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
非
官
吏
制
度
の
問
題
点

と
そ
の
対
策
(
上
)
、
(
下
)
」
人
事
院
月
報
四
三
九
号
二
九
頁
、
四
四
一
号
(
一
九
八
七
年
)
二
六
頁
参
照
。

(
問
)
国
立
行
政
学
校
(
開

g-伺
B
E
E
-
a・
邑
弓
亘
書
邑
。
円
開
Z
〉
)
や
地
方
行
政
学
院

(
Z
S
E
Z
広
告

O
E
Z
H
q邑
S
E
E
S
-。
口
一
男
〉
)
等
の
学
生

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
彼
ら
は
学
生
で
は
あ
る
が
俸
給
を
受
け
、
卒
業
後
の
任
官
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

E
N
A
の
学
生
に
つ
い
て
は
一
九
四
五

年
一

O
月
九
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
七
条
が
、

I
R
A
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
七
O
年
五
月
一
一
一
一
日
の
法
律
一
一
一
条
が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
職
員

で
あ
る
旨
を
定
め
る
。

(
印
)
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
五
四
頁
以
下
参
照
。

(
悶
)
リ
ユ
ズ
イ
エ
は
パ
ル
ザ
ッ
ク
の

F
a
s
t♀
F
お凶
M

・
E
-
n包
5
8中
広
ミ
・
を
引
用
し
、
こ
の
よ
う
な
非
正
規
職
員
が
「
定
数
外
職
員
(
由
民
'

E
E
g
h
E
B凹
)
」
の
名
で
相
当
以
前
か
ら
恒
常
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
(
列
記
広
・
♀

S
・・匂・

3
・
)
。
な
お
、
パ
ル
ザ
ツ
ク
・
鹿
島
茂

編
訳
『
役
人
の
生
理
学
』
(
新
評
論
、
一
九
八
七
年
)
七
回
頁
以
下
参
照
。

(
印
)
一
九
一
四
年
に
は
一
万
九
千
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
二
七
年
に
五
万
二
千
人
、
一
九
三
九
年
に
九
万
人
、
一
九
四
六
年
に
は
二
八
万
人
に

ま
で
増
加
す
る
。
〈

U
Z
R
(
3
2
U
S
3
5
(。
-
Y
叶
邑
広
円

w
o
s
-同
〉
骨
出
亘
書
島
江
戸
亡
V
『呂・島問。曲

-EN--3M-
司・叶
S-

(悶
)
m
oロ

spa-2・七
-
-
M
M

・

(
出
)
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
〈
-
者
同
-gp
目
。
-P
司・凶

MU・
0
『恥加
2
8・
8
・nF-唱・斗

pe--sa・
8
・
2
・喝・

-
M
M
-
P
E
3
2
(ペ
-
y
a
r
E
E
官
こ
白
・

〉ロ
σu〉〉回開口
Z
P
H
Z
M
n
p
z。E
O
ロ由加臥ロ品川
B
-
o
p
【uaA山伺
O
口
町
田
忠
良
E
円
低
呂
田
島
町
宮
守
口
n
E
O
口問
M
F
H
E
E
E白
色
刊
で
思

ET--
【リ・〉・・出】∞
0
・這∞
a・二歯周回。小。・



第
三
節

(
印
)

公
務
の
内
部
構
造
と
キ
ャ
リ
ア

(
問
団
)

D
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー

(g広
明
。
丘
町
)
」
に
分
か
れ

(m)(川
)

テ
ゴ
リ
l
は
職
種
ご
と
に
「
職
員
群

(g弓
田
)
」
に
分
か
れ
る
(
同
一
項
)
。
採
用
は
職
員
群
ご
と
に
行
な
わ
れ
、
多
く
の
官
吏
は
一
つ
の

職
員
群
で
官
吏
生
活
を
終
え
る
。
各
職
員
群
に
は
労
使
同
数
構
成
の
人
事
管
理
協
議
会
(
。
。

SEa-05
邑

E
E奇
書
耳
目
吉
岡
・
仲

E
S
)
が
お

公
務
は
垂
直
的
に
上
位
か
ら
A
、

(
官
吏
法
第
E
部
二
九
条
三
項
)
、
各
カ

R
U
、
戸
し
、

か
れ
(
同
一
四
条
一
項
)
、
当
該
職
員
群
の
官
吏
に
関
す
る
個
別
的
決
定
の
す
べ
て
に
答
申
を
発
す
る
。
懲
戒
審
議
会
設
置
は
そ
の
一
環
で

(
凶
)

あ
る
(
同
一
四
条
三
項
)
。

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

各
職
員
群
は
一
ま
た
は
複
数
の
「
官
等

(mg号
と
か
ら
構
成
さ
れ
(
同
二
九
条
)
、
各
官
等
に
は
複
数
の
「
号
俸
(
臥
n
z
m
Eロ
)
」
が
付
け

(ω) 

ら
れ
る
。
官
等
と
は
、
官
吏
身
分
を
示
す
属
人
的
な
法
概
念
で
、
官
等
付
与
が
官
吏
の
任
命
(
任
官
)
を
、
官
等
喪
失
・
剥
奪
が
離
職
(
次

節
参
照
)
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
官
等
は
あ
く
ま
で
官
吏
身
分
を
示
す
属
人
的
な
資
格
で
あ
る
か
ら
、
任
官
が
意
味
す
る
の
は
、
官
吏

官
吏
任
命
の
し
く
み
は
、
官
等
の
一
へ
の
任
官
と
、
当
該
官
等
に
用
意
さ
れ
た
官
職
の
一
へ
の
補
職
の
二
段
階
か
ら
な
る

(
凶
)

ス
テ
ム
)
。

(
任
官
補
職
の
シ

官
吏
は
、
以
上
の
よ
う
な
階
層
的
組
織
機
構
を
昇
進
し
、
「
キ
ャ
リ
ア

(
E
E合
同
)
」
を
形
成
す
る
。
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
、
公
務
員
が
公

(
凶
)

務
に
つ
い
た
と
き
か
ら
離
職
す
る
ま
で
に
お
か
れ
る
一
連
の
人
事
行
政
上
の
諸
地
位
の
総
称
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
主
要
な
諸
段
階
を
概
観

(
陥
)

す
る
。

北法54(1・43)43

(
凶
)

公
務
員
に
採
用
(
円
R
B
E
g
gご
さ
れ
た
者
は
、
ま
ず
研
修
職
員
と
な
る
(
前
節
参
照
)
。
研
修
期
間
は
通
常
一
年
で
延
長
も
あ
り
、

研
修
期
間
中
の
懲
戒
免
職
や
職
務
遂
行
能
力
を
理
由
と
す
る
分
限
免
職
処
分

(-FER-mgg円
)
(
次
節
参
照
)
も
あ
る
。
当
局
は
研
修
期
間



説

満
了
時
に
任
官
の
可
否
を
決
定
す
る
が
、
任
官
拒
否
の
前
に
人
事
記
録
閲
覧
手
続
を
経
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、

九
O 

五
年
法
六
五
条
を
め
ぐ
る
重
要
な
争
点
の
一
つ
と
な
る
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
。

論

官
吏
は
在
官
中
に
職
を
変
更
さ
れ
る

(
配
転

(
B
E
邑
S))0
こ
れ
は
自
己
の
官
等
に
用
意
さ
れ
た
職
の
範
囲
で
の
水
平
異
動
で
、
原
則

と
し
て
官
吏
の
キ
ャ
リ
ア
に
影
響
を
与
え
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
と
同
様
、
懲
戒
・
分
限
処
分
の
よ
う
な
典
型
的
な
不
利
益
処
分
と
は
性

(

叩

)

(

川

)

質
を
異
に
し
、
任
命
権
者
は
「
役
務
の
利
益
(
宮
号
肋
円

E
8
2
8
)」
(
次
節
参
照
)
に
応
じ
て
自
由
に
官
吏
を
配
置
す
る
。
し
か
し
、
異
動

は
官
吏
に
種
々
の
精
神
的
物
質
的
損
害
を
与
え
、
ま
た
、
そ
の
法
的
効
果
は
懲
戒
職
権
転
任
処
分
(
次
節
参
照
)
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
た

(
川
町
)

め
、
濫
用
の
危
険
が
高
い
。
そ
こ
で
一
九
四
六
年
以
来
の
官
吏
法
は
、
人
事
管
理
協
議
会
に
よ
る
事
前
諮
問
手
続
を
定
め
て
い
る
。

階
層
上
の
上
司
は
、
支
配
下
に
あ
る
官
吏
の
勤
務
評
定
を
行
な
う
(
同
五
五
条
)
。
勤
務
評
定
に
つ
い
て
定
め
る
初
め
て
の
法
令
は
一
九

四
六
年
官
吏
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
様
々
な
形
態
で
勤
務
評
定
が
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
規
制
す
る
法
令
の
定
め
が
な
か
っ

(
印
)

た
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
恋
意
的
に
な
さ
れ
、
ま
た
、
非
公
開
が
原
別
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
勤
務
評
定

(
川
)

書
等
の
人
事
記
録
閲
覧
を
定
め
る
一
九
O
五
年
法
六
五
条
は
、
き
わ
め
て
先
駆
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
現
行
官
吏
法
は
、
勤
務
評
定
結
果
閲

覧
権
を
官
吏
と
人
事
管
理
協
議
会
に
認
め
、
官
吏
の
申
し
出
に
基
づ
い
て
人
事
管
理
協
議
会
が
勤
務
評
定
修
正
を
提
案
で
き
る
こ
と
を
定
め

る

(
官
吏
法
第
E
部
五
五
条
二
項
)
。

昇
進
(
里

B
8
5
2円
)
に
は
、
号
俸
の
昇
進
(
昇
給
)
と
官
等
の
昇
進
(
昇
格
)
が
あ
る
(
同
五
六
条
)
。
昇
給
は
勤
続
年
数
と
勤
務
評

定
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
(
同
五
七
条
)
、
一
定
年
数
の
在
籍
と
一
定
程
度
の
職
務
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
条
件
に
昇
給
請
求
権
が
認
め
ら

(
印
)

れ
る
。
昇
格
は
勤
続
年
数
と
無
関
係
に
、
部
局
の
長
の
選
択
で
決
定
さ
れ
る

(
日
)

条
件
の
下
で
昇
格
の
チ
ャ
ン
ス
が
平
等
に
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
同
五
八
条
)
。
官
吏
に
昇
格
請
求
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1 ) 

(
問
)
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
五
回
頁
以
下
参
照
。

(
悶
)
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
九
年
官
吏
法
下
の
紹
介
で
あ
る
が
、
猪
野
・
前
掲
書
一
八
七
頁
参
照
。

(
問
)
一
九
四
六
年
官
吏
法
は
「
職
団
(
円
邑
お
)
」
の
概
念
を
用
い
て
い
た
が
、
一
九
五
九
年
官
吏
法
と
現
行
官
吏
法
は
こ
れ
に
代
え
て
「
職
員
群
」

の
概
念
を
用
い
る
。
現
行
官
吏
法
第
I
部
二
四
条
に
も
「
職
団
」
の
文
言
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
人
的
集
合
た
る
職
員
群
に
対
す
る
職
の
集

合
を
意
味
す
る
。
以
上
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
五
四
頁
、
六
一
頁
参
照
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
一
九
五
九
年
官
吏
法
以
前
に
つ
い
て

論
じ
る
際
に
も
、
人
的
集
合
に
つ
い
て
は
「
職
員
群
」
の
概
念
を
‘
職
の
集
合
に
つ
い
て
は
「
職
団
」
を
用
い
る
。

(
凶
)
職
員
群
ご
と
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
る
デ
ク
レ
が
「
個
別
身
分
規
程
」
を
定
め
る
(
官
吏
法
第
I
部
一
三
条
、
官
吏
法
第
E
部
八

条)。

(
凶
)
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
八
八
頁
以
下
、
猪
野
・
前
掲
書
一
九
O
頁
、
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
一
二
九
頁
参
照
。

人
事
管
理
協
議
会
制
度
の
身
分
保
障
機
能
に
つ
き
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
二
九
一
頁
参
照
。

(
叫
)
非
正
規
職
員
(
前
節
参
照
)
と
は
、
官
等
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
公
務
員
で
あ
る
。

(
凶
)
拙
稿
・
前
掲
「
射
程
」
五
三
頁
以
下
参
照
。

(
以
)
晴
山
・
前
掲
「
立
法
紹
介
」
一
二
三
百
円
。
「
昇
進
経
路
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
人
事
院
事
務
総
局
管
理
局
法
制
課
・
前
掲
書
一
一
一
頁
、

韮
沢
伸
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
官
職
分
類
と
昇
進
制
度
」
人
事
院
月
報
三
五
五
号
二
六
頁
参
照
。

(
同
)
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
で
は
、
官
吏
の
昇
進
経
路
を
整
備
す
る
と
と
が
重
要
な
身
分
保
障
に
な
る
こ
と
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
「
距
離
」
二

五
頁
以
下
参
照
。

(
凶
)
採
用
の
基
本
原
則
は
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
六
条
が
定
め
る
「
公
務
就
任
平
等
の
原
則
定
官
庁
邑

E
S
E
-正
)
」
で
あ
る
。
任
用
に
お
け

る
男
女
平
等
に
つ
き
、
植
野
・
前
掲
「
男
女
平
等

(I)
」
、
同
・
前
掲
「
男
女
平
等

(
E
)
」
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
職
に
お
け
る
男
女
平
等

(E)
」

比
雑
二
一
巻
二
号
(
一
九
八
七
年
)
一
頁
参
照
。
こ
の
原
則
に
最
も
適
し
た
手
段
と
し
て
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
競
争
試
験
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。

現
行
官
吏
法
で
は
、
官
吏
法
第
E
部
一
九
条
が
競
争
試
験
を
原
則
と
し
、
二
二
条
が
例
外
を
定
め
る
。
そ
の
他
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員

法
制
」
世
界
の
労
働
二
O
O
三
年
三
月
号
(
以
下
、
「
拙
稿
・
前
掲
「
公
務
員
法
制
」
」
)
参
照
。

(
凶
)
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
国
公
法
三
五
条
や
地
公
法
一
七
条
の
「
転
任
」
、
あ
る
い
は
、
人
事
院
規
則
八
1

一
二
第
五
条
三
号
の
「
配
置
換
」
が
、

国
公
法
人
九
条
一
項
の
「
い
ち
じ
る
し
く
不
利
益
な
処
分
L

、
お
よ
び
、
地
公
法
四
九
条
一
項
の
「
不
利
益
な
処
分
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
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説

題
と
な
る
。
判
例
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
主
要
行
政
事
件
裁
判
判
例
概
観
I
」
(
一
九
八
五
年
、
法
曹
会
)
一

四
四
頁
以
下
、
田
中
庸
夫
「
地
方
公
務
員
の
転
任
処
分
を
め
ぐ
る
不
利
援
処
分
の
救
済
(
二
、
つ
三
自
研
六
六
巻
九
号
一

O
七
頁
、
一

O
号

(
一
九
九
O
年
)
一
一
一
頁
参
照
。

(
凶
)
〈
切
島
区
。
己
目
(
〉
Y
F
・
5
広
弘
同
色
ロ
8
2
F
n
m
e
=
間
一
町
内
田
『
。
昨
色
伺
宮
明
。
=
n
巴
。
ロ
目
U
E
Z
-
a
z
p
m
・

o・
閉
y
e
-
⑤
∞
凶
・
-
M
・
3
a
-
回
白
区
O
E凹
(

∞

-
Y
U
z
-
-勺
OE〈。戸『

円
相
ヨ
同
v
-
S
Z
8
5
5
四
四
同
開
V
E
m
g
g
E
仏
国
田
町
広
Z
o
=
ロ
包
5
2
E
A
町
田
H
n
E
A
E
目
a
m
-
-
Z
尽
『
即
門
m
H
E
目
白
『
三
n
p
〉
・
』
・
同
U
・
同
〆
苔
宮
市
Y
ロ
・
少
-
y
h
ア∞
mw-ao口同(切-Y
円

mn。ロ月四ロ
Z

E
-
u
O
E
S
局
内
町
阿
国
立
o
r
〉
・
』
・
同
H
・
M
M
・
-
3
3
・
=
・
凶
・
-u
・
3岨
【

U
E
m
i
-
-
a
'
Z
芝
町
『
(
内
-
Y
玄巳
E
-
o
ロ
仏
阻
ま
で
同
口
広
『
恥
円
吾
朗
町
三
F
n
n
a
g
ロ
2
5
ロ
仏
国
田
町
宣
言
包
門
町

内凶品mmg回九山町二U255∞
ι四島田巴ロhuz。P〉-HMU・同》
J
M
O
C
C
・E-ア目
u
・凶凶・

(
則
)
官
吏
法
第
E
部
六
O
条
は
、
定
期
配
転
資
格
者
名
簿
(
S
E
S
E
-
g
e
宮
町
田
色
町
B
E
E
F
S
目
)
作
成
に
際
し
、
人
事
管
理
協
議
会
の
答
申
を
義

務
と
す
る
。
同
名
簿
が
な
い
場
合
で
も
、
官
吏
の
勤
務
地
や
地
位
の
変
更
を
伴
う
配
転
に
答
申
が
必
要
に
な
る
。

(問

)
g
E
5
・

8
・aFe唱・2H・

(則
)

J

「

FE---mF。司・丘四・・司品凶ム
E

・

(問

)ω
白
石
(
戸
)
-
r
m
g
a
m
n
ニ
イ
呂
田
】
-
o
r
円

Y
3
2
帽
の
『
『
。
ロ
咽
唱
一
回
・
わ
が
国
に
お
け
る
昇
給
も
勤
続
年
数
と
平
均
的
な
勤
務
能
力
に
基
づ
く
が
、
判
例

は
昇
給
請
求
権
を
認
め
な
い
(
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
・
前
掲
書
一
四
六
頁
参
照
)
。
判
例
批
判
と
し
て
、
室
井
力
『
現
代
行
政
法
の
原
理
』
(
勤

草
書
房
、
一
九
七
三
年
)
二
八
一
頁
(
初
出
・
一
九
七
O
年
)
、
阿
部
・
前
掲
書
『
行
政
裁
量
』
一
八
二
頁
(
初
出
・
一
九
七
一
年
)
、
佐
藤
英

善
『
概
説
論
点
図
表
地
方
公
務
員
法
』
(
敬
文
堂
、
一
九
九
O
年
)
一
一
一

O
頁
。
他
方
、
中
西
又
三
「
判
批
」
判
時
一

O
O
七
号
二
ハ
二
頁
は
判

例
を
支
持
す
る
。
な
お
、
拙
稿
・
前
掲
「
距
離
」
二
五
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
「
昇
格
の
権
能

(pg-怠
ご
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
。
〈
-
E
4
・
毛
-
n
F
唱
・
己
M
-

そ
の
他
、
昇
進
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
公

務
員
法
制
」
参
照
。

論
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第
四
節

不
利
益
処
分

職
権
退
職

(
E
E
8
伊

S
E
E
s
q
o
S
B
)
や
分
限
免
職

(-5ロ
2
2
5ロ
円
)
が
我
が
国
の
分
限
免
職
処
分
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
条
文
が
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
行
官
吏
法
は
懲
戒
制
度
に
一
章
を
割
い
て
お
り
、
こ
ち
ら

が
主
た
る
不
利
益
処
分
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
以
下
で
は
制
度
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
、
離
職
と
懲
戒
処
分
に
分
け
て
紹
介
し
、
最
後
に
争

訟
制
度
に
ふ
れ
て
お
く
。

フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

官
吏
法
第
I
部
二
四
条
は
「
職
団
排
除
(
『
邑

E
S母
国
口
邑
湾
出
)
と
官
吏
資
格
喪
失
」
(
離
職
)
と
し
て
、
「
①
退
職
承
認
、
②

適
法
に
受
理
さ
れ
た
辞
職
、
③
分
限
免
職
、
④
懲
戒
免
職
(
広
〈

R
S
S
)
」
(
一
項
)
を
あ
げ
、
さ
ら
に
「
フ
ラ
ン
ス
国
籍
喪
失
、
公
民
権

失
効
、
判
決
に
よ
る
公
職
遂
行
禁
止
、
休
職
期
間
満
了
時
の
復
職
拒
否
も
同
様
の
効
果
を
生
ず
る
」
(
二
項
)
と
す
る
。

(
以
)

①
の
退
職
承
認
に
は
、
定
年
退
職
(
第
E
部
六
八
条
)
と
、
行
政
の
一
方
的
行
為
で
あ
る
職
権
退
職
が
あ
る
。
後
者
の
処
分
事
由
は
分
限

(

出

)

(

印

刷

)

免
職
と
同
じ
で
、
職
務
遂
行
能
力
不
十
分
(
同
六
九
条
)
や
、
心
身
の
故
障
(
同
六
三
条
)
、
職
団
廃
止
規
定

(-g
舎
吉
田
E
C
E
広
告
皆
目

(
即
)

号
。
∞
号
忌
加
担
胸
骨
B
m虫
色
町
田
町
田
弘
『
開
閉
)
に
よ
る
職
の
廃
止
(
行
政
整
理
)
(
同
六
九
条
)
等
で
あ
る
。
職
権
退
職
と
分
限
免
職
の
違
い
は
、
前

者
が
退
職
年
金
(
宮

2
2
号

室

E
R
)
受
給
権
獲
得
官
吏
に
対
す
る
も
の
で
、
後
者
は
同
未
取
得
官
吏
に
下
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
処
分
が
職
務
遂
行
能
力
不
十
分
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、
後
述
す
る
懲
戒
処
分
と
同
じ
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

離
職

(
同
七
O

フ
ラ
ン
ス
官
吏
の
離
職
に
は
、
定
年
退
職
と
辞
職
の
他
に
、
我
が
国
の
分
限

免
職
に
相
当
す
る
職
権
退
職
と

-Rganヨ
町
三
(
分
限
免
職
)
、
そ
し
て
、
懲
戒
免
職
と
自
動
失
職
(
官
吏
資
格
喪
失
)
が
あ
る
と
い
う
こ
と

条
)
o

以
上
を
わ
が
国
の
制
度
に
類
比
さ
せ
て
ま
と
め
る
と
、
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に
な
る
。

(
附
)

懲
戒
制
度

①
懲
戒
事
由

(
明
日
)

わ
が
国
の
制
度
と
異
な
り
、
懲
戒
事
由
の
限
定
列
挙
は
な
い
。
官
吏
法
は
、
「
官
吏
が
職
務
遂
行
中



説

(
仏
自
己

.
2
q
a
B
号
田
町
田
守
口
色
。
ロ
∞
)
あ
る
い
は
職
務
遂
行
に
際
し
て
(
主
6
2邑
S
骨

-
d
E
E
n
f同
何
回
四
国
内
。
号
巴
。
口
開
)
犯
し
た
あ
ら
ゆ
る

論

非
違
行
為
(
『
宮
内
町
)
は
懲
戒
処
分
の
対
象
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
刑
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
刑
罰
の
執
行
を
妨
げ
な
い
」
と
し
か
定
め
な

い
(
第
I
部
二
九
条
)
。
し
か
し
、
非
違
行
為
が
「
官
吏
法
上
の
義
務
違
反
行
為
」
を
意
味
す
る
こ
と
で
実
務
学
説
は
一
致
す
る
。
官
吏
法

(
削
)

が
列
挙
す
る
義
務
に
は
、
職
務
専
念
義
務
、
兼
業
禁
止
(
同
二
五
条
一
項
)
、
自
己
が
所
属
す
る
部
局
と
関
係
の
あ
る
企
業
と
利
害
関
係
を

(

則

)

(

印

)

持
つ
こ
と
の
禁
止
(
同
三
項
)
(
廉
潔
義
務

(
O
Z応
急
0
2

号
伝
聞
5
5
2
8
5
2円
)
)
、
守
秘
義
務
(
同
二
六
条
一
項
)
、
命
令
服
従
義
務
(
同

(
問
)

二
八
条
一
項
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
判
例
は
、
「
政
治
的
意
見
や
侮
辱
的
批
判
、
実
体
的
に
不
正
確
な
批
判
で
度
を
超
し
た
表
現
、

(

山

川

)

お
よ
び
、
品
位
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
」
を
禁
ず
る
(
自
制
義
務
(
慎
重
義
務
)
(
S
-
G
邑
S
斥
尽
回
目
ミ
刊
)
)
。
非
違
行
為
の
類
型
を
決
め

(
出
)

て
い
る
の
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
例
と
言
わ
れ
る
。

懲
戒
権
は
原
則
と
し
て
任
命
権
者
に
属
す
る
が
(
第
I
部
一
九
条
、
第
E
部
六
七
条
)
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
あ
た
る
「
メ
デ
イ

(
胤
)

ア
ト
ゥ

l
ル

(
B
E
S
S
E『
)
」
も
懲
戒
権
を
有
す
る
(
一
九
七
六
年
一
二
月
二
四
日
の
法
律
一

O
条
)
0

懲
戒
権
者
は
、
官
吏
が
重
大
な
非
違
を
犯
し
た
場
合
、
懲
戒
処
分
か
刑
事
罰
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
一
時
的
に
当
該
官
吏
の
職
務
を
停
止
で

き
る
(
職
務
停
止
す
5
苦
5
5ロ
)
)
(
第
I
部コ一
O
条
一
項
)
。
期
間
は
四
ヶ
月
ま
で
で
、
同
期
間
中
の
給
与
は
全
額
支
給
さ
れ
る
。
期
間
満

(
即
)

了
時
ま
で
に
処
分
が
下
さ
れ
な
け
れ
ば
、
刑
事
訴
追
を
受
け
て
い
な
い
か
ぎ
り
職
務
に
復
帰
す
る
(
同
二
項
)
。
こ
の
処
分
自
体
は
懲
戒
処

分
で
は
な
く
、
被
疑
官
吏
の
職
務
遂
行
か
ら
生
じ
得
る
望
ま
し
く
な
い
結
果
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
、
緊
急
か
つ
仮
の
処
分
で
あ
る
。
そ
れ

自
体
独
立
に
越
権
訴
訟
や
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
暇
庇
は
懲
戒
処
分
の
取
消
事
由
と
な
ら
な
い
。
こ
の
職
務
停
止
に
一
九

O
五
年
法
六
五
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が
争
点
の
一
つ
と
な
る
(
第
二
章
第
一
節
参
照
)
。

懲
戒
権
者
は
、
告
知
、
文
書
閲
覧
、
意
見
表
明
と
い
う
一
連
の
手
続
(
人
事
記
録
閲
覧
手
続
)
を
経
て
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
処
分
(
後
述
)

と
人
事
記
録
閲
覧
免
除
の
場
合
を
除
き
、
懲
戒
審
議
会
(
「
は
じ
め
に
」
二
参
照
)
に
当
該
事
案
を
付
託
す
る

②
懲
戒
手
続

(
同
一
九
条
二
項
)

0
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③
懲
戒
処
分

官
吏
法
第
E
部
六
六
条
は
、
懲
戒
処
分
を
以
下
の
も
の
に
限
定
列
挙
す
る
。

(
附
)

「
第
一
グ
ル
ー
プ
一
戒
告
(
白
5
2
2
8
5
8円
)
、
け
ん
責

3
5
5伺
)

第
二
グ
ル
ー
プ
一
昇
進
候
補
者
名
簿
か
ら
の
削
除

(
g
a
g
sロ
E
S
Z
E
C
円E

Sロ
8
5
g円
)
、
降
給
(
-
〆
σ宮田刊
g
n
E
q
r
S
O
Sロ)、

日
以
下
の
停
職
(
刊
誌

zgzmg宮
邑
『
四
円
山
町
内
。
宮
門
吉
田
∞
)
、
職
権
転
任

五

(
山
川
)

第
三
グ
ル
ー
プ
一
降
格
(
弘
同
3
m
g
E
E
Oロ
)
、
三
ヵ
月
以
上
二
年
以
下
の
停
職

第
四
グ
ル
ー
プ
一
職
権
退
職
、
免
職
」

フランスにおける公務員の不利皇室処分手続(1)

懲
戒
処
分
に
は
理
由
付
記

(
5
2守
邑
。
ロ
)
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
、
官
吏
法
が
手
続
履
践
等
様
々
な
制
約
を
懲
戒
権
者
に
課
す
た
め
、
懲
戒
権
者
は
こ
れ
ら
の
制
約
を
免
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、

よ
り
手
続
が
容
易
な
他
の
処
分
で
制
裁
の
意
思
を
カ
モ
フ
ラ
l
ジ
ユ
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
形
式
は
と
も
か
く
そ
の
実
質
は
懲
戒
処

分
で
あ
り
(
「
偽
装
懲
戒
処
分
(
回
目
色

S
忌
哲
志
向
)
」
)
、
形
式
の
暇
庇
(
〈

5
骨

P
E
S
-
-特
に
人
事
記
録
閲
覧
手
続
と
懲
戒
審
議
会

(m) 

手
続
の
不
履
行
|
|
、
権
限
濫
用
(
忌
s
z
g
g
g
E
色町田
5
5
2『
)
、
法
律
侵
犯

(5♀
邑
S
R
H
O
S
E
-
)
等
の
取
消
事
由
が
認
め
ら
れ
る
。

争
訟
手
段
公
務
員
は
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
侵
害
す
る
処
分
(
不
利
益
処
分
)
に
つ
き
、
行
政
上
の
不
服
申
し
立
て

(第
I
部
一
九
条
)
。

四

(円四円。口同白色
1

ヨ
亘
書
邑
同
)
と
越
権
訴
訟
を
提
起
で
き
る
。

通
常
の
不
服
申
し
立
て
と
し
て
は
、
処
分
庁
へ
の
異
議
申
立
(
『
2
2
a
句

5
2
H
)
と
、
上
級
庁
へ
の
階
層
的
申
立

(
B
g
z
g
E合
同
?

E
宮
開
国
)
が
あ
り
、
特
別
の
不
服
申
立
と
し
て
、
第
四
グ
ル
ー
プ
の
処
分
が
懲
戒
審
議
会
の
三
分
の
こ
未
満
の
多
数
で
提
案
さ
れ
た
場
合
、

処
分
通
知
を
受
け
て
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
国
家
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会

(
n
s
s
-
2
1
5
R
骨

S
F
D
2
3
宮
芸
告
白
)
に
審
査
請
求
が

(
川
)

で
き
る
(
一
九
八
四
年
一

O
月
二
五
の
デ
ク
レ
一

O
条)。

(
山
)

越
権
訴
訟
で
取
消
を
求
め
る
対
象
は
不
利
益
処
分
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
事
記
録
閲
覧
や
懲
戒
審
議
会
手
続
は
、
処
分
の
準
備
的
行
為
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説

(
問
)
(
日
)

で
あ
り
、
そ
の
暇
抗
は
、
処
分
取
消
事
由
(
形
式
の
現
痕
)
と
し
て
主
張
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
取
消
事
由
が
も

っ
ぱ
ら
形
式
の
暇
庇
に
よ
る
場
合
、
処
分
権
者
は
判
決
後
に
懲
戒
手
続
を
再
開
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

損
害
賠
償
請
求
も
完
全
裁
判
訴
訟
(
全
面
審
判
訴
訟

)
(
g三
g
5
5
号
立
伺
凶
器
官

E
庶
民
。
ロ
)
で
可
能
だ
が
、
手
続
に
暇
庇
が
あ
っ
て
も

(
市
)

実
体
的
な
処
分
理
由
が
当
該
処
分
を
十
分
に
根
拠
づ
け
う
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
損
害
な
し
と
し
て
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
。

五
官
吏
の
キ
ャ
リ
ア
侵
害
行
為
に
は
、
懲
戒
処
分
の
他
に
「
役
務
の
利
益
(
吉
弘
吾
骨

8
E
B
)
」
を
理
由
と
す
る
処
分
が
あ
る
。
こ
の

(m) 

「
役
務
の
利
益
」
と
い
う
国
家
中
心
原
理
は
、
古
く
か
ら
公
務
員
法
の
諸
局
面
に
遍
在
す
る
重
要
な
概
念
で
、
例
え
ば
オ
l
リ
ゥ
は
、
階
層

上
の
上
司
が
職
員
に
対
し
て
行
使
す
る
権
限
に
は
、
官
吏
の
地
位
や
ポ
ス
ト
を
決
定
す
る
階
層
上
の
権
限
と
、
官
吏
の
非
違
行
為
を
戒
め
る

懲
戒
権
と
い
う
基
本
的
に
異
な
る
二
つ
の
権
限
が
あ
り
、
と
も
に
官
吏
の
キ
ャ
リ
ア
に
影
響
を
与
え
る
が
、
前
者
の
行
使
た
る
任
命
や
配
属
、

昇
進
、
異
動
、
職
権
退
職
、
分
限
免
職
等
が
、
後
者
の
発
露
で
あ
る
懲
戒
処
分
と
異
な
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
役
務
の
利
益
」
に
基
づ
く
点

(m) 

に
あ
る
の
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
ォ

i
リ
ゥ
も
こ
の
概
念
を
定
義
し
て
は
お
ら
ず
、
他
の
論
者
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
概
念
の
明
確
な
説
明

(gmgB-u弘
吉
岡
白
押
2
5
)

論

は
極
め
て
困
難
だ
が
、
ド
ゥ
リ
が
、
職
員
の
職
務
遂
行
能
力
不
十
分
は
「
役
務
の
利
益
」
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
免
職

(m) 

処
分
を
根
拠
づ
け
う
る
と
し
、

A
.
パ
ル
ド
ゥ
が
、
こ
の
概
念
が
上
司
の
裁
量
権
を
根
拠
づ
け
る
の
と
同
時
に
、
恋
意
的
で
あ
っ
て
は
な
ら

(
川
)

な
い
と
い
う
意
味
で
裁
量
権
の
限
界
を
画
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
公
務
の
能
率
的
か

っ
適
正
な
運
営
を
基
礎
づ
け
る
指
針
と
し
て
官
吏
の
利
益
と
対
抗
す
る
利
益
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
政
に
よ
る
一
定
の
行
為
を
統
制
す
る
機

能
も
果
た
す
法
概
念
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
以
)
定
年
に
達
す
る
と
自
動
的
に
退
職
が
承
認
さ
れ
る
。
国
家
官
吏
の
定
年
は
通
常
六
五
才
で
あ
る
。
そ
の
他
、
猪
野
・
前
掲
書
一
九
七
頁
、
外

国
公
務
員
制
度
研
究
会
・
前
掲
書
三
一
一
一
O
頁
参
照
。
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
旧
)
即
時
に
職
権
退
職
や
分
限
免
職
を
下
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
階
層
上
の
機
関
は
、
常
に
同
一
職
員
群
の
同
一
官
等
内
に
当
該
官
吏
が
遂
行
す

る
に
適
し
た
職
務
を
探
す
」
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
〈

-
C『円同
U

喝・

3
=。
5
S∞咽叫『
?
3
g
-
外
国
公
務
員
制
度
研
究
会
・
前
掲
書
三
二
九

頁
参
照
。

(
日
)
た
だ
し
六
三
条
は
、
心
身
の
故
障
に
よ
る
再
格
付
け
(
『
自
己
2
8
ヨ
g
円
)
を
定
め
る
の
み
で
、
分
限
免
職
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

一
九
八
五
年
九
月
一
六
日
の
デ
ク
レ
四
三
条
は
、
再
格
付
け
が
不
可
能
で
も
即
時
に
職
権
退
職
あ
る
い
は
分
限
免
職
と
す
る
の
で
は
な
く
、
病

気
休
暇
お
よ
び
休
職
を
経
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
復
職
し
得
な
い
場
合
に
職
権
退
職
あ
る
い
は
分
限
免
職
と
す
る
と
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
は

医
療
委
員
会

(nos-広

B
E貯
包
)
に
よ
る
答
申
が
必
要
で
あ
る
。

(
即
)
こ
れ
ら
の
事
由
に
よ
る
職
権
退
職
に
つ
き
、
第
I
部
二
四
条
以
外
に
明
言
す
る
条
文
は
な
い
。
本
論
で
引
用
し
た
条
文
は
す
べ
て
分
限
免
職

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
で
退
職
年
金
受
給
権
獲
得
官
吏
を
職
権
退
職
と
な
し
う
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
一
九
四
六
年
法
二
二
五
条
お
よ
び
一
九
五
九
年
法
五
四
条
は
、
「
職
務
遂
行
能
力
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
官
吏
で
他
の

職
に
配
置
で
き
な
い
場
合
に
、
退
職
年
金
請
求
権
つ
き
の
職
権
退
職
も
し
く
は
分
限
免
職
と
す
る
」
と
定
め
て
い
た
。

(
国
)
現
行
の
懲
戒
制
度
一
般
に
つ
い
て
は
、
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
一

O
一
頁
、
同
・
前
掲
「
裁
判
官
身
分
保
障
」
一
二
七
頁
以
下
、
中

村
紘
一
・
前
掲
三
九
頁
参
照
。

(
悶
)
か
つ
て
ロ

i
パ
デ

l
ル
は
、
こ
の
点
が
裁
判
手
続
化
の
も
っ
と
も
進
ん
で
い
な
い
点
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
〈

-
a
n
E
E
Z忌
5
2・Y
4
E広

念
公
国

S
E
a
m
-
m
色『。

F
Z
a
Eロ
E
s
q・-唱
3
・
唱
・
斗
ヨ
し
か
し
、
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
第
九
版
以
降
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
み
あ
た
ら
な
い
。

〈・色町戸釦ロ
σ白色九
W

『町四四曲巴同『
mpo-M
・丘四よ唱師会】・

(
則
)
た
だ
し
、
例
外
的
に
こ
の
禁
止
に
反
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
る
デ
ク
レ
で
定
め
る
(
第
I
部
二
五
条

二
項
)
。

(
則
)
刑
法
典
L
四
三
二
|
二
条
も
廉
潔
義
務
を
定
め
る
。
旧
刑
法
典
下
で
は
一
七
五
条
で
あ
っ
た
。
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
フ
ラ
ン

ス
刑
法
典
』
(
法
曹
会
、
一
九
九
一
年
)
七
六
頁
参
照
。

(
問
)
官
吏
は
、
刑
法
典
に
定
め
る
規
範
の
範
囲
内
で
、
職
務
上
の
秘
密
(
凹

2
5
言。叫
g巴
0
5
5
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
I
部
二
六
条

一
項
)
。
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
中
村
睦
男
「
フ
ラ
ン
ス
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
五
O
七
号
(
一
九
七
二
年
)
八
九
頁
、
佐
藤
・
前
掲
書
二
六
六
頁
、

松
橋
和
夫
H
森
山
高
根
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
務
員
の
守
秘
義
務
に
関
す
る
法
制
」
レ
フ
7
三
五
O
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説

号
(
一
九
八
O
年
)
一

O
二
頁
以
下
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
・
前
掲
書
一
四
一
頁
参
照
。

さ
ら
に
官
吏
法
は
、
「
職
務
遂
行
中
あ
る
い
は
職
務
遂
行
に
際
し
知
っ
た
す
べ
て
の
事
実
、
情
報
、
ま
た
は
、
文
書
に
つ
い
て
、
職
務
上
、
慎

重
な
態
度
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
(
第
H
部
二
六
条
二
項
)
(
職
務
慎
重
義
務
(
。
豆
加
邑

g
e
住
民
『

E
S
)
)
。
こ
れ
に
違
反

す
る
行
為
は
、
刑
罰
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
非
違
行
為
に
は
な
る
。
ま
た
、
官
吏
は
二
六
条
で
定
め
ら
れ
た
規
範
を
尊
重
し
つ
つ
、
国
民
か

ら
の
情
報
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
同
二
七
条
)
。

(
別
)
「
階
層
上
の
上
司
の
命
令
官
三
お
)
が
明
ら
か
に
違
法
で
あ
り
、
か
っ
、
公
の
利
益
に
重
大
な
侵
害
を
与
え
得
る
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
官
吏

は
そ
の
訓
令

(
5
2
5
2
5口
開
)
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
官
吏
は
「
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
の
遂
行
に
責
任
を
有
す
る
」
(
第
E
部
二
八

条
一
項
)
が
、
「
部
下
の
責
任
に
よ
っ
て
は
い
か
な
る
自
己
の
責
任
も
免
れ
な
い
」
(
同
二
項
)
。

(
胤
)
わ
が
国
の
信
用
失
墜
行
為
禁
止
(
国
公
法
九
九
条
、
地
八
ム
法
=
一
三
条
)
に
相
当
す
る
。
大
石
泰
彦
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
務
員
の
自
制
義

務

(OE個
師
円
。
ロ
色
町
『
払
回
目
『
〈
伺
)
」
青
山
法
学
論
集
三
三
巻
二
号
(
一
九
九
一
年
)
二
八
頁
は
、
一
応
の
定
義
と
し
て
、
「
政
府
に
対
す
る
忠
誠
心
を

疑
わ
れ
る
よ
う
な
い
か
な
る
行
為
も
差
し
控
え
る
と
す
る
義
務
」
と
す
る
。
同
論
文
は
官
吏
の
意
見
の
自
由
と
の
関
係
で
自
制
義
務
を
検
討
す

る
た
め
こ
の
よ
う
な
定
義
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
は
よ
り
広
範
で
、
官
吏
の
品
位
を
汚
す
行
為
一
般
が
対
象
で
あ
る
。

(
陥
)
百
一
理
格
『
公
益
と
行
政
裁
量
』
(
弘
文
堂
、
二
O
O
二
年
)
七
五
頁
注
(
二
二
(
初
出
・
一
九
九
O
年
)
参
照
。

(
胤
)
た
だ
し
、
メ
デ
ィ
ア
ト
ゥ

l
ル
は
ほ
と
ん
ど
懲
戒
権
を
行
使
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
園
部
逸
夫
『
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
[
増
補
補
正
版
]
』

(
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
)
一
四
O
頁
参
照
。
メ
デ
ィ
ア
ト
ゥ

l
ル
に
つ
い
て
は
、
右
同
書
の
他
、
兼
子
仁
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
統
制

の
形
態
と
変
遷
」
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
編
・
前
掲
書
七
頁
、
椎
名
慎
太
郎
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
学
に
お
け
る
行
政
統
制
の
捉
え
方
」
フ
ラ
ン

ス
行
政
法
研
究
会
編
・
前
掲
書
二
九
頁
、
多
賀
谷
一
照
「
メ
デ
ィ
ア
ト
ゥ

l
ル
」
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
編
・
前
掲
書
二
九
五
頁
以
下
、
枝

根
茂
「
世
界
九
カ
国
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
現
状
と
課
題
(
上
)
」
ジ
ユ
リ
一

O
五
四
号
(
一
九
九
四
年
)
一
回
頁
以
下
参
照
。

(
問
)
か
つ
て
の
官
吏
法
は
、
家
族
扶
養
補
助
金
(
田
昌
立
吉
岡
白
星

P
E
-
-
E
色町

5
5
s
g同
)
を
除
く
給
与
の
五
割
ま
で
の
控
除
を
認
め
、
四
ヵ
月
の
職

務
停
止
期
間
経
過
時
に
何
ら
の
処
分
も
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
ご
く
軽
い
処
分
に
終
わ
っ
た
場
合
、
刑
事
訴
追
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
き
、

俸
給
の
全
額
還
付
を
受
け
る
と
し
て
い
た
(
一
九
四
六
年
法
人
O
条
四
項
、
一
九
五
九
年
法
三
二
条
五
項
)
。

(
胤
)
戒
告
は
人
事
記
録
に
記
載
さ
れ
な
い
。
け
ん
責
は
記
載
さ
れ
る
が
、
三
年
間
無
処
分
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
抹
消
さ
れ
る
(
第
H
部
六
六
条
二

項)。

号ム
"岡
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フランスにおける公務員の不利益処分手続(1)

(
附
)
官
吏
法
第
E
部
制
定
当
初
は
「
六
カ
月
以
上
」
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
七
月
二
六
日
の
法
律
五
条
理
一
で
改
正
さ
れ
た
。

(m)
越
権
訴
訟
に
お
け
る
取
消
事
由
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
・
注
(
但
)
掲
記
の
文
献
参
照
。

(
山
)
旧
官
吏
法
下
の
制
度
に
つ
き
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
六
九
頁
、
一
八
九
頁
、
一
九
三
頁
以
下
、
一
九
八
頁
以
下
、

二
九
一
頁
参
照
。

(
問
)
公
務
員
数
の
漸
増
が
越
権
訴
訟
の
絶
え
間
な
い
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
ン
ド
レ
・
ル

l
H
植
野
妙
実
子
訳
「
行
政
裁
判
」
小

島
武
司
H
渥
美
東
洋
H
清
水
陸
H
外
間
寛
編
『
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
法
制
』
(
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
O
年
)
二
三
頁
参
照
。
ま
た
、
山
村

恒
年
編
『
市
民
の
た
め
の
行
政
訴
訟
制
度
改
革
』
(
信
山
社
、
二
O
O
O
年
)
九
六
頁
参
照
。

(m)
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
一
一
一
頁
。
答
申
に
つ
い
て
、
兼
子
・
前
掲
書
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
一
九
八
頁
参
照
。

(
日
)
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
統
制
範
囲
は
、
か
つ
て
は
外
部
的
適
法
性
(
広
明
白
-
正
宗
門
四
百
四
)
(
無
権
限
、
形
式
の
液
庇
)
の
他
、
事
実
の

実
質
的
正
確
性

(
E
E宮
内
庁
ヨ
怠
『
回
目
=
刊
色
町
三
呂
田
)
と
そ
の
法
的
性
質
決
定

(
G
E
E
n色
。
ロ
」

E
e宮町
ι
g
E
Z
)
に
限
ら
れ
、
比
例
性
の
統
制

が
控
え
ら
れ
て
い
た
(
通
常
の
統
制

(
n
g
Z
Z
5
5邑
)
)
(
阿
部
・
前
掲
書
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』
一
一
一
一
頁
、
一
六
七
頁
、
一
七
=
石
白
(
、

リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲
書
二
八
=
一
頁
参
照
)
。
そ
の
理
由
に
つ
き
、
阿
部
・
前
掲
書
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』
一
七
四
頁
参
照
。
し
か
し
、
一
九
七

八
年
以
来
、
「
評
価
の
明
白
な
過
誤

(
g
O
R
E
S
-
F器
円
省
官
E
S
S
)
」
の
法
理
が
導
入
さ
れ
、
非
違
行
為
に
比
べ
て
明
ら
か
に
不
均
衡
な
処

分
が
取
り
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
リ
ヴ
エ
ロ
・
前
掲
書
二
八
三
頁
、
小
原
清
信
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
比

例
原
則
」
九
法
五
一
号
(
一
九
八
六
年
)
一
頁
、
中
村
紘
一
・
前
掲
四
七
頁
以
下
、
田
辺
・
前
掲
「
公
務
員
懲
戒
」
一

O
六
頁
、
同
・
前
掲
「
裁

判
官
身
分
保
障
」
一
二
八
頁
、
亘
理
・
前
掲
書
七
二
頁
、
七
九
頁
注
(
ロ
)
、
三
浦
大
介
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
裁
量
統
制
の
進
展
(
一
ご

都
法
三
六
巻
二
号
(
一
九
九
五
年
)
四
九
O
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
〉
与
可
白
押
さ

5
p
o同u
・
s
・-司

-
3
判
例
に
つ
い
て
は
、
〈

-
n
E宮
F

O
〉
。
戸
℃
・
∞
ご

Oz--1us-EEa(玄
Y
F
E四四円日町田町『
i
n
m
-
Z
2
5
p

』・【
U

・〉よ同
U

目∞】∞
-

E

。
己
。
・
な
お
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
一
九
七
三
年
の
判
決
で
従
前
の
判
例
を
変
更
し
、
形
式
や
手
続
の
破
抗
を
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
違
法
性
が
損
害
賠
償
請
求
を
基
礎
づ
け
る
フ
ォ

l
ト

(PEO)
を
構
成
す
る
も
の
と
し
(
違
法
性
と
フ
ォ

l
ト
の
等
価
)
、
か
っ
、
学
説
も

判
例
に
沿
う
方
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
橋
本
博
之
・
前
掲
「
全
面
審
判
訴
訟
つ
乙
」
六
六
九
頁
参
照
)
。
そ
し
て
判
例
上
、
人
事
記
録
閲
覧

手
続
や
防
御
権
の
椴
抗
が
、
違
法
性
と
フ
ォ

l
ト
の
等
価
の
典
型
例
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
橋
本
博
之
『
行
政
訴
訟
改
革
』
(
弘
文
堂
、
二
O

O
一
年
)
一
五
九
盲
目
(
初
出
・
一
九
九
O
年
)
参
照
。
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説

(
附
)
山
本
隆
司
「
学
界
展
望
」
国
家
一

O
六
巻
三
・
四
号
(
一
九
九
三
年
)
一
六
八
頁
。

(
問
)
出
血
民
品
O
F
O喝

-np-
喝
払

2
2凶
m
a
g
M
Z
&
5
5
2
5ミ
2
a
s宮
古
En-hu・
叶
合
-

(
m
)
U巴

-po匂
-
a
f
司

-Z∞
-mg-

(
問
)
切
色

aoE明
(
〉

-yo-u-af
匂

喧

コ

n
Z
:
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